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専決処分の承認を求めることについて（令和５年度美浜町一般
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専決処分の承認を求めることについて（令和５年度美浜町一般
会計補正予算（第２号））

専決処分の承認を求めることについて（美浜町税条例の一部
を改正する条例の制定について）
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税条例の一部を改正する条例の制定について）

令和５年度美浜町一般会計補正予算（第３号）
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 議   長   本日は、１３番  藤本議員から欠席の届出があり、現在１３名が

出席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（開会宣言  午前１０：１２）  

議   長   ただいまより、令和５年第３回美浜町議会定例会を開会いたしま

す。直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元に印刷配付しております日程表のとお

りと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

１番  幸𠀋 佑馬君  

１１番  﨑元良栄君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  会期の決定についてを議題といたします。  

お諮りいたします。  

本定例会の会期は、本日から６月２３日までの１８日間といたし

たいと思います。  

これに御異議はございますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長   異議なしと認めます。  

よって、本定例会の会期は、本日から６月２３日の１８日間とす

ることに決定いたしました。  

日程第３  諸般の報告をいたします。  

報告第２号  令和４年度美浜町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報 告 に つ い て 、 報 告 第 ３ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 事 故 繰 越

し 繰 越 計 算 書 の 報 告 に つ い て 、 報 告 第 ４ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 集

落 排 水 処 理 事 業 特 別 会 計 繰 越 明 許 費 繰 越 計 算 書 の 報 告 に つ い て 、

報 告 第 ５ 号  令 和 ４ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 繰 越 明 許

費繰越計算書の報告について。  
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 諸般の報告を総務課長に求めます。  

総務課長。  

総務課長   それでは、諸般の報告を行います。  

報告第２号  令和４年度美浜町一般会計繰越明許費繰越計算書の

報告について。  

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、 別紙のとおり

報告する。  

令和４年度美浜町一般会計繰越明許費繰越計算書。  

報告につきましては、款、項、事業名等、翌年度繰越額の順に読

み 上 げ 、 金 額 、 財 源 内 訳 に つ い て は 読 み 上 げ を 省 略 さ せ て い た だ

きます。  

１議会費、１議会費、議場システム設備更新工事、５，０３２万

５，０００円。  

２総務費、１総務管理費、庁舎防災機能強化事業、１億３，８０

５ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 、 ケ ー ブ ル テ レ ビ 施 設 更 新 事 業 、 ７ ， ０ ６ ９ 万

３，０００円。  

３民生費、１社会福祉費、保健福祉センター防災機能強化事業、

１億３，５１３万２，０００円。  

４衛生費、２清掃費、廃棄物処理広域化事業、１億５，５２３万

１，０００円。  

６農林水産業費、１農業費、園芸育成支援事業、８，０７０万７，

０００円。  

７商工費、２観光費、旅の目的となる宿泊施設魅力向上事業、２，

０００万円。  

８土木費、２道路橋梁費、町道久々子金山線道路改良事業、３９

７万２，０００円。  

３河川費、県営砂防事業、４００万円。  

４都市計画費、美浜町スマート・コンパクトシティ魅力創造拠点

化事業、９，１１４万８，０００円。  

１０教育費、５社会教育費、興道寺廃寺保存活用事業、４５１万

円。  

合計７億５，３７７万７，０００円。  

令和５年６月６日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  
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 次に、報告第３号  令和４年度美浜町一般会計事故繰越し繰越計

算書の報告について。  

１、地方自治法施行令第１５０条第３項の規定により、別紙の と

おり報告する。  

令和４年度美浜町一般会計事故繰越し繰越計算書 。  

款、項、事業名、翌年度繰越額、説明の順に読み上げさせていた

だ き 、 そ の 他 の 部 分 に つ い て は 読 み 上 げ を 省 略 さ せ て い た だ き ま

す。  

７商工費、２観光費、三方五湖ゾーン整備事業 、令和３年度分、

翌年度繰越額、１億６，０５８万４，５５０円。  

説明。  

電池推進遊覧船の推進装置の納期遅延により工事が実施できなく

なったため。  

１０教育費、６保健体育費、総合運動公園改修事業、２８１万５，

７００円。  

空調設備の自動制御部品の納期遅延により、補修・更新工事が実

施できなくなったため。  

令和５年６月６日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  

次に、報告第４号  令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計

繰越明許費繰越計算書の報告について。  

地方自治法施行令第１４６条第２項の 規定により、別紙のとおり

報告する。  

令和４年度美浜町集落排水処理事業特別会計繰越明許費繰越計算

書。  

款集落排水処理事業費、項２集落排水処理施設建設費。  

事業名、地方創生汚水処理施設整備交付金事業。  

翌年度繰越額、６２０万円。  

財源内訳については記載のとおりです。  

令和５年６月６日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  

次に、報告第５号  令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計繰

越明許費繰越計算書の報告について。  

地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、別紙のとおり

報告する。  
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 令和４年度美浜町公共下水道事業特別会計繰越明許費繰越計算書 。  

款１公共下水道事業費、項２公共下水道建設費。  

事業名、社会資本整備総合交付金事業（防災・安全）。  

翌年度繰越額、８，９３０万円。  

地方創生汚水処理施設整備交付金事業。  

翌年度繰越額３６３万円。  

合計９，２９３万円。  

令和５年６月６日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長   以上で、諸般の報告を終わります。  

これより議案を上程いたします。  

日程第４  議案第３６号  専決処分の承認を求めることについて

｛令 和 ５ 年度 美 浜 町一 般 会 計補 正 予 算 （ 第 １ 号）｝か ら 、日 程 第 ２

０  議 案 第 ５ ２ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 美 浜 町 浄 化

セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 電 気 設 備 ） に 関 す る 協 定 に つ い て ま で を

一括上程いたします。  

町長から提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長   令和５年第３回美浜町議会定例会の開会に当たり、町政諸般の御

報告を申し述べますとともに、令和５年度６月補正予算案の概要に

つきまして御説明を申し上げます。  

初めに、本年春の叙勲におきまして、 大塩友之氏の長年にわたる

郵 政 業 務 が 高 く 評 価 さ れ 、 瑞 宝 単 光 章 を 受 章 さ れ ま し た 。 こ の 栄

誉 に 心 か ら お 祝 い を 申 し 上 げ ま す と と も に 、 敬 意 を 表 す る 次 第 で

あります。  

また、４月の統一地方選挙において、福井県知事に 杉本達治氏が、

地 元 選 挙 区 の 県 議 会 議 員 に 西 本 正 俊 氏 、 小 堀 友 廣 氏 、 松 崎 雄 城 氏

が 再 選 さ れ 、 西 本 氏 に お か れ ま し て は 、 第 １ ０ ５ 代 県 議 会 議 長 に

就 任 を さ れ ま し た 。 各 位 に 心 か ら お 祝 い を 申 し 上 げ る と と も に 、

引 き 続 き 県 政 は も と よ り 、 地 域 の 発 展 の た め 御 活 躍 い た だ き ま す

よう御祈念申し上げます。  

次に、新型コロナウイルス感染症について申し上げます。  

この３年余り、コロナ感染対策として行動制限が余儀なくされて
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 き ま し た が 、 先 般 、 感 染 症 法 上 で の 位 置 づ け が 緩 和 さ れ 、 季 節 性

イ ン フ ル エ ン ザ と 同 等 の ５ 類 感 染 症 に 移 行 い た し ま し た 。 あ わ せ

て 、 社 会 経 済 活 動 が 徐 々 に 正 常 な 状 態 に 戻 り つ つ あ り ま す が 、 一

定 数 の 感 染 も い ま だ 報 告 さ れ て い る こ と か ら 、 国 の 予 防 対 策 の 一

環 と し て 、 本 年 度 に お い て も 、 自 己 負 担 な く ワ ク チ ン 接 種 を 継 続

してまいります。  

次に、第３５回美浜・五木ひろしふるさとマラソンについて申し

上げます。  

今大会は、４年ぶりに従来の形式にて開催したもので、天候も心

配 さ れ ま し た が 、 県 内 外 か ら １ ， ６ １ ６ 名 の 参 加 を 得 て 、 大 会 自

慢の海浜コースを満喫いただきました。  

当日は五木さんによるミニコンサートや表彰式などが行われ、親

し み や す い ゲ ス ト の 皆 さ ん が 競 技 に 参 加 さ れ る な ど 、 み ん な の 笑

顔があふれる大会となりました。  

また、前日には五木ひろしさんのコンサートが５年ぶりに開催さ

れ ま し た 。 約 １ ， ２ ０ ０ 人 と 、 満 席 と な っ た 会 場 全 体 が 、 五 木 さ

ん の ふ る さ と へ の 熱 い 思 い に 心 を 打 た れ 、 熱 唱 に 酔 い し れ ま し た 。

公 演 後 に は 、 五 木 さ ん へ の 称 賛 や 感 動 、 次 回 へ の 期 待 感 な ど 、 多

くの声をいただいたところであります。  

こうして、この２つのイベントが多くの方々に喜ばれ、成功裏に

終 え る こ と が で き ま し た の は 、 五 木 さ ん や 五 木 プ ロ は じ め 、 関 係

者 の 皆 様 の 御 尽 力 の た ま も の と 、 心 か ら 感 謝 を 申 し 上 げ る 次 第 で

あ り ま す 。 こ れ か ら も 五 木 さ ん の ふ る さ と へ の 思 い に 向 き 合 い 、

しっかりと歴史を積み重ねていけるよう努めてまいります。  

次に、レイクセンター及び電池推進遊覧船について申し上げます。  

北陸新幹線敦賀開業を見据え、観光資源の魅力アップの一環とし

て 整 備 を 進 め て き ま し た レ イ ク セ ン タ ー と 電 池 推 進 遊 覧 船 が 完 成

し 、 ４ 月 １ ２ 日 か ら 営 業 を 開 始 い た し ま し た 。 本 格 稼 働 に は 至 っ

て お り ま せ ん が 、 自 然 豊 か な 三 方 五 湖 に 調 和 し た 再 エ ネ １ ０ ０ ％ 、

グ リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の 最 先 端 を い く 遊 覧 船 と し て

話 題 性 や 利 用 者 の 評 判 も よ い こ と か ら 、 そ の 持 ち 味 を 生 か し て 利

活 用 が 進 む よ う 関 係 者 と 連 携 し 、 魅 力 の 増 幅 や 誘 客 に 努 め て ま い

ります。  
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 次に、道の駅若狭美浜はまびよりについて申し上げます。  

道の駅若狭美浜はまびよりは、今月２日に開業いたしました。  

事業構想から７年、この施設には、多くの町民の皆様や有識者の

御 意 見 、 御 提 案 、 地 権 者 各 位 の 御 理 解 と 御 協 力 、 設 計 や 建 築 事 業

者 、 運 営 事 業 者 の 御 努 力 や 卓 越 し た 技 術 、 見 識 が 込 め ら れ て お り 、

関 係 者 の 思 い が 一 つ に な っ た 機 能 性 に 富 ん だ す ば ら し い 施 設 に な

っ た と 考 え て い ま す 。 同 日 、 新 た な コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス 、 チ ョ イ ソ

コ み は ま も 本 施 設 を 発 着 点 と し て ス タ ー ト す る な ど 、 町 内 各 地 や

観光地をつなぐハブ施設としての役割も機能し始めました。  

これから、この施設のコンセプト、人々が集い、育み、美し美浜

を 体 感 で き る に ぎ わ い の 交 流 拠 点 の 実 現 に 向 け 、 関 連 施 設 と の 機

能 連 携 や 利 用 者 ニ ー ズ な ど 、 検 証 を 繰 り 返 し な が ら 、 回 遊 性 に 富

ん だ に ぎ わ い ゾ ー ン の 核 と し て 機 能 を 果 た せ る よ う 、 関 係 者 と 一

丸 と な っ て 取 り 組 ん で い く 所 存 で あ り ま す 。 改 め て こ の 場 を お 借

り し 、 本 施 設 の 整 備 に 当 た り 御 理 解 、 御 協 力 を 賜 り ま し た 地 権 者

は じ め 、 地 元 関 係 者 、 国 ・ 県 並 び に 多 く の 関 係 者 の 皆 様 に 深 く 感

謝を申し上げる次第であります。  

さて、町長２期目の初登庁から３か月が経過いたしました。町の

総 合 振 興 計 画 を 見 据 え 、 公 約 と し て 掲 げ て き た ま ち づ く り ３ つ の

柱 を 基 本 に 、 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 対 策 な ど 、 ５ つ の 主 要 な 施 策

を中心に町政を進めていく所存であります。  

その一環として、４月に施策を積極的かつ効率 的に推進するため

の 組 織 再 編 を 実 施 し 、 先 般 、 県 か ら 専 門 人 材 を 配 置 い た だ く こ と

で、体制を整えたところであります。  

それでは、主要な施策それぞれについて、所信の一端を申し述べ

ます。  

まず、主要施策、人口減少・少子高齢化対策について申し上げま

す。  

本町の人口は、今年１月に９，０００人を割り、依然として減少

傾 向 は 続 い て い ま す 。 １ ， ０ ０ ０ 人 台 を 切 る ペ ー ス は 毎 回 縮 ま っ

て き て お り 、 次 代 を 担 う 子 供 た ち の 数 も ３ ０ 年 前 の ６ 割 減 と 大 き

く 減 少 し て い る こ と か ら 、 人 口 減 少 対 策 を 引 き 続 き 喫 緊 の 施 策 課

題としてしっかりと取り組んでまいります。  
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 そのためには大きく３点、子供・子育て施策の充実、若者世代の

転 入 促 進 と 転 出 抑 制 、 健 康 寿 命 の 延 伸 と 健 康 づ く り が 重 要 と 考 え

ており、これにつながる施策を持続的に進めてまいります。  

まず、子ども・子育て施策の充実について申し上げます。  

先般、こども政策統括幹を中心に、全庁横断的に施策を推進する

体 制 を 構 築 し ま し た 。 こ う し た 体 制 の 下 、 助 産 師 や 外 部 有 識 者 に

よ る 育 児 相 談 や 専 門 人 材 の 確 保 ・ 育 成 に 取 り 組 む ほ か 、 母 子 健 康

ア プ リ や 保 育 園 業 務 支 援 シ ス テ ム を 新 た に 導 入 、 保 護 者 と の 情 報

共 有 を 充 実 す る な ど 、 安 心 し て 子 育 て が で き る 環 境 づ く り を 進 め

てまいります。  

また、子育て世帯に係る諸物価高騰支援の一環として、町内限定

応 援 商 品 券 を 配 布 す る ほ か 、 こ ど も の 遊 び 場 を 求 め る 声 を 踏 ま え 、

その具現化に向けた検討を進めてまいります。  

次に、若者の転出抑制・転入促進については、若者・子育て世代

向 け 分 譲 住 宅 地 の 整 備 を 計 画 的 に 進 め て い ま す が 、 美 浜 西 小 学 校

前 の 分 譲 住 宅 地 ６ 区 画 を ８ 月 末 か ら 分 譲 し 、 土 地 の 購 入 や 住 宅 建

築に係る費用の一部を支援いたします。  

また、若者世代が魅力を実感できるまちづくりの一環と して、に

ぎ わ い ゾ ー ン の 整 備 を 進 め て い ま す が 、 そ の 核 と な る 道 の 駅 若 狭

美 浜 は ま び よ り や 、 な び あ す を 活 用 し た 若 者 世 代 に よ る イ ベ ン ト

や 活 動 を 支 援 す る と と も に 、 人 の 交 流 や つ な が り 、 学 び か ら 新 た

な に ぎ わ い を 創 出 す る み は ま シ ナ プ ス プ ロ ジ ェ ク ト を 始 動 い た し

ます。  

そして、健康寿命の延伸と健康づくりについては、高齢者が健康

で 長 生 き し 、 豊 富 な 見 識 を 地 域 づ く り に 注 い で い た だ け る よ う 、

高 齢 者 福 祉 の 充 実 は も と よ り 、 地 域 あ い あ い ポ イ ン ト 事 業 を は じ

め 、 げ ん げ ん 歩 楽 寿 （ ぷ ら す ） な ど の 健 康 づ く り 施 策 を 進 め て ま

いります。  

次に、主要施策、安全安心な生活環境の充実について申し上げま

す。  

全国各地で豪雨災害が頻発しており、防災 ・減災対策は喫緊の施

策課題であります。  

今回、防災や土木技術を統括する防災 ・技術統括幹を新たに配置
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 し、機動的な実務体制を整えたところであります。  

こうした体制の下、災害に強い生活環境基盤の整備を進めて まい

り ま す が 、 ま ず は ラ イ フ ラ イ ン 強 靱 化 の 一 環 と し て 、 上 水 道 施 設

の 計 画 的 か つ 機 動 的 な 耐 震 化 を 進 め て ま い り ま す 。 今 年 度 は 、 現

状の把握と耐震化計画の策定に着手いたします。  

また、洪水対策として、中小河川に水位観測機器を設置 、町のホ

ー ム ペ ー ジ 等 で 観 測 デ ー タ を 閲 覧 で き る シ ス テ ム を 構 築 す る こ と

で 、 広 範 に わ た る 洪 水 状 況 の 把 握 と 迅 速 な 住 民 避 難 行 動 に つ な が

るよう務めてまいります。  

また、わかさ美浜町森づくりプランに基づく渓流際の危険木の伐

採 を は じ め 、 森 林 の 公 益 的 機 能 の 強 化 に よ る 防 災 ・ 減 災 に 努 め る

ほ か 、 自 主 防 災 組 織 の 充 実 ・ 強 化 、 町 職 員 の 図 上 訓 練 の 実 施 や 、

地 域 で 緊 急 的 な 復 旧 作 業 に 資 す る 小 型 重 機 の 講 習 会 受 講 支 援 な ど

を行ってまいります。  

次 に、 主 要 施 策、「 観 光振 興 、 交 流人 口 」の 拡 大 に つい て 申し 上

げます。  

北陸新幹線敦賀開業を見据えた三方五湖の天空のテラスの整備や

レ イ ク セ ン タ ー な ど 、 観 光 資 源 の 魅 力 ア ッ プ 事 業 は お お む ね 整 っ

たところであります。  

新幹線開業効果を最大限に享受するためには、こうした資源をし

っ か り と 生 か す こ と で 、 よ り 多 く の お 客 様 に 来 町 い た だ き 、 周 遊

滞 在 、 宿 泊 、 美 浜 の 幸 を 味 わ っ て い た だ く な ど 、 観 光 消 費 を 高 め

る 必 要 が あ り ま す 。 そ の た め 、 観 光 誘 客 、 二 次 交 通 の 確 保 、 お も

て な し 、 宿 泊 や 食 の 充 実 、 こ れ ら 一 連 の 施 策 を 、 関 係 団 体 等 と 連

携しながら機動的に進めてまいります。  

観光誘客につきましては、町の観光誘客課を、若狭美浜観光協会

の あ る 美 浜 駅 舎 内 に 移 転 し 、 観 光 シ ン ク タ ン ク の 専 門 人 材 の 指 導

助 言 を 受 け な が ら 、 関 係 団 体 が 一 体 と な っ て ま ち の 魅 力 を 国 内 外

に強力に発信するなど、多様な誘客活動を展開してまいります。  

二次交通の確保につきましては、チョイソコみはまを観光地への

足 と し て 活 用 す る ほ か 、 県 や 関 係 団 体 と 連 携 し 、 路 線 バ ス の 利 便

性 の 向 上 や 、 広 域 バ ス 、 観 光 列 車 の 運 行 な ど 、 進 め て ま い り ま す 。  

おもてなしにつきましては、美浜が誇る美しい海浜を維持・保全
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 す る た め の 美 し い 浜 プ ロ ジ ェ ク ト の 各 海 浜 へ の 拡 大 や 、 県 や 町 内

関 係 団 体 と 連 携 し た 観 光 地 を 結 ぶ 道 路 の 環 境 整 備 や 接 客 、 接 遇 の

水平展開を進めてまいります。  

周遊滞在に資する魅力ある宿泊ニーズに応えるべく、事業者と連

携 し て 、 宿 泊 施 設 の 改 修 や 食 の 充 実 ・ 強 化 な ど 、 観 光 客 の 受 入 れ

体制の整備を支援してまいります。  

交流人口の拡大につきましては、観光誘客の推進に加え、福井大

学 と 連 携 し 、 検 討 を 重 ね て き た ま ち の に ぎ わ い 創 出 に 向 け た 基 本

構 想 が 固 ま っ た こ と か ら 、 美 浜 シ ナ プ ス プ ロ ジ ェ ク ト と し て 始 動

し 、 人 づ く り 、 学 び を 軸 と し た 美 浜 ら し い さ ら な る に ぎ わ い と 交

流の創出に取り組んでまいります。  

次に、主要施策、地場産業の振興について申し上げます。  

美しい自然と豊かな地域経済を育む農林水産業や商工業の振興に

向 け 、 今 般 オ ー プ ン し た 若 狭 美 浜 は ま び よ り へ の 農 産 物 等 の 出 荷

や 、 ふ る さ と 納 税 の 拡 大 に 向 け た 事 業 者 の 取 組 、 新 た な 起 業 に つ

ながるキッチンカーの導入を支援してまいります。  

引き続き事業者の皆さんの声を踏まえながら、美浜の特性に即し

た地場産業の振興策を進めてまいります。  

最後に、主要施策、地域愛の醸成について申し上げます。  

これまで小学校においてふるさと美浜元気プロジェクトに取り組

み 、 次 代 を 担 う 子 供 た ち の 郷 土 へ の 誇 り と 愛 着 心 を 育 む 活 動 を 進

めており、全国的にも高い評価を得ています。  

今回、小中学生や教職員を対象に、グリーントランスフォーメー

シ ョ ン 、 脱 炭 素 に 資 す る 先 駆 的 な 電 池 推 進 遊 覧 船 や 、 先 端 的 施 設

園 芸 農 業 な ど を 巡 る フ ィ ー ル ド ト リ ッ プ を 実 施 し 、 本 町 の 誇 れ る

施設を見て、触れて、学ぶ機会を新たに設けてまいります。  

先月、彌美神社並びに織田神社で例大祭が行われ、王の舞が、ま

た、早瀬山王神社では子供歌舞伎が４年ぶりに奉納されました。  

悠久の昔から受け継がれてきた伝統行事は、人と人との つながり

や 地 域 へ の 誇 り 、 愛 着 、 地 域 愛 を 醸 成 す る よ り ど こ ろ で も あ り 、

敬 意 を 払 い 、 次 世 代 に し っ か り と 継 承 し て い か な な け れ ば な ら な

い と 考 え ま す 。 奉 納 さ れ た 神 事 か ら 伝 わ る 熱 意 そ の も の や 、 テ レ

ビ 番 組 「 日 本 の 祭 り 」 で 放 映 さ れ た 彌 美 神 社 、 王 の 舞 を 見 て 、 祭



 

－14－ 

 り に 向 き 合 う 青 年 や 地 域 の 方 々 の 思 い に 触 れ 、 そ う し た 思 い を 強

く持ったところであります。  

さて、徳川家康ら戦国時代の三英傑がそろって入城した国吉城址

は 、 時 代 の 転 換 期 に 大 き な 役 割 を 果 た し た 歴 史 が あ り 、 Ｎ Ｈ Ｋ の

大 河 ド ラ マ や 「 英 雄 た ち の 選 択 」 等 で 取 り 上 げ ら れ ま し た 。 そ の

評 価 は 年 々 高 ま り 、 注 目 さ れ て い る こ と か ら 、 集 落 や 国 吉 城 へ の

愛 着 を 持 っ て 諸 活 動 に 取 り 組 ん で お ら れ る 地 元 団 体 と 連 携 を し な

がら、より魅力的な資源となるよう努めてまいります。  

また、早瀬集落一帯は、北前船の船主集落として栄えた歴史があ

り 、 江 戸 後 期 か ら 明 治 時 代 に は 、 数 十 隻 の 船 で 海 上 交 易 を 行 っ て

いたとの記録が残されています。  

こうした史実を明らかにし、日本遺産の認定を得ることで 、町や

集 落 へ の 愛 着 や 誇 り を 醸 成 し 、 歴 史 を 活 用 し た 地 域 の 活 性 化 に 努

めたいと考えています。  

それでは、本日御提案いたしました各議案につきまして、その概

要と提案理由を御説明申し上げます。  

議案第３６号につきましては、新型コロナウイルス感染症対策に

必 要 な 経 費 を 緊 急 に 補 正 す る 必 要 が 生 じ ま し た が 、 議 会 を 招 集 す

る 時 間 的 余 裕 が な か っ た た め 、 令 和 ５ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予

算 （ 第 １ 号 ） を ４ 月 １ ３ 日 に 専 決 処 分 い た し ま し た の で 、 こ れ を

報告し、議会の承認を求めるものであります。  

議案第３７号につきましては、諸物価高騰により影響を特に受け

る 低 所 得 世 帯 の 負 担 軽 減 に 資 す る 経 費 を 緊 急 に 補 正 す る 必 要 が 生

じ ま し た が 、 議 会 を 招 集 す る 時 間 的 余 裕 が な か っ た た め 、 令 和 ５

年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ） を ５ 月 １ ６ 日 に 専 決 処 分

い た し ま し た の で 、 こ れ を 報 告 し 、 議 会 の 承 認 を 求 め る も の で あ

ります。  

議案第３８号及び３９号につきましては、地方税法等の一部を改

正 す る 法 律 等 が 令 和 ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 公 布 さ れ 、 同 年 ４ 月 １ 日 に

施 行 さ れ た こ と に 伴 い 、 美 浜 町 税 条 例 及 び 美 浜 町 国 民 健 康 保 険 税

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 必 要 が 生 じ ま し た が 、 議 会 を 招 集 す る 時 間

的 余 裕 が な か っ た た め 、 こ れ ら の 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 を 令

和 ５ 年 ３ 月 ３ １ 日 に 専 決 処 分 い た し ま し た の で 、 こ れ を 報 告 し 、
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 議会の承認を求めるものであります。  

議案第４０号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第３号）に

つ き ま し て は 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ １ 億 ３ ， ７ ７ ８ 万 ８ ， ０ ０ ０

円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ８ ７ 億 ６ ， １ ０ ５ 万 ３ ， ０ ０ ０ 円 と す る

ものであります。  

当初予算を骨格予算として編成していることから、今回の補正予

算 の 内 容 と い た し ま し て は 、 町 の 総 合 振 興 計 画 の 実 現 に 向 け た 肉

付 け 予 算 と し て 、 主 要 施 策 を 中 心 に 、 事 業 効 果 の 高 い も の を 積 極

的 に 計 上 し た も の で あ り 、 ま ち づ く り を 機 動 的 に 進 め て い く も の

であります。  

あわせて、当初予算編成時以降に採択を受けた国、県の補助事業

や 、 計 画 的 あ る い は 緊 急 性 を 要 す る 公 共 施 設 や 道 路 等 の 維 持 補 修

費 な ど 、 現 時 点 に お い て 措 置 す る 必 要 が あ る 事 務 事 業 を 厳 選 し 、

追加計上いたしました。  

歳出予算の主な内容を申し上げますと、総務費では、にぎわい ゾ

ー ン に お い て 、 さ ら な る に ぎ わ い と 交 流 創 出 を 図 る た め の 計 画 策

定 に 要 す る 経 費 の ほ か 、 省 エ ネ 家 電 へ の 買 い 替 え 促 進 に 向 け た 補

助 や ふ る さ と 納 税 返 礼 品 の 開 発 補 助 に 係 る 経 費 な ど で 、 ２ 億 ７ ，

１３３万４，０００円を計上いたしました。  

民生費では、子育て支援施策を強化するため、全天候型あそび場

整 備 に 向 け た 基 本 計 画 策 定 に 係 る 経 費 の ほ か 、 保 育 業 務 の 充 実 を

図 る 業 務 支 援 シ ス テ ム の 導 入 に 係 る 経 費 、 子 育 て 世 帯 へ の 応 援 商

品 券 発 行 に 係 る 経 費 な ど で 、 １ 億 ３ ７ ５ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 を 計 上 い

たしました。  

農林水産業費では、わかさ美浜町森づくりプランに基づく渓流際

の 危 険 木 の 伐 採 な ど 、 森 林 の 公 益 的 機 能 の 強 化 に 係 る 経 費 な ど で 、

１億１，２２８万４，０００円を計上いたしました。  

商工費では、キッチンカーの導入補助のほか、若狭美浜 はまびよ

り に 出 荷 す る 生 産 者 の 育 成 支 援 に 係 る 経 費 な ど で 、 １ 億 ２ ８ １ 万

１，０００円を計上いたしました。  

土木費では、老朽危険家屋等の適正管理、解体を促進するため、

補 助 支 援 強 化 に 係 る 経 費 な ど で 、 ４ 億 ２ ７ ６ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 を 計

上いたしました。  
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 消防費では、町職員や地区防災組織の災害対応能力向上のための

訓 練 及 び 免 許 取 得 補 助 に 係 る 経 費 の ほ か 、 町 内 中 小 河 川 の 水 位 観

測 シ ス テ ム の 整 備 に 係 る 経 費 な ど で 、 ２ ， ３ ０ ２ 万 ４ ， ０ ０ ０ 円

を計上いたしました。  

以上が一般会計補正予算の歳出予算の主なものでありますが、こ

れ に 見 合 う 主 な 財 源 と い た し ま し て は 、 町 税 で ６ 億 １ ， ３ ５ ４ 万

７ ， ０ ０ ０ 円 、 国 県 支 出 金 で ２ 億 ６ ， ６ ２ ４ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 、 基

金 繰 入 金 で ２ 億 １ ， ６ ３ ５ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 、 町 債 で ３ ， ３ ０ ０ 万

円などを充当し、収支の均衡を図った次第であります。  

次に、各特別会計の補正予算でありますが、議案第４１号  令和

５ 年 度 美 浜 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） に つ き ま

し て は 、 佐 田 地 区 で の 送 水 管 布 設 工 事 の ほ か 、 水 道 管 路 台 帳 の 電

子 化 に 伴 い 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ４ ， ０ ４ ８ 万 円 を 追 加 し 、 予 算 総

額を２億７，０４９万５，０００円とするものであります。  

議案第４２号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予 算 （ 第 １ 号 ） に つ き ま し て は 、 佐 田 地 区 で の 汚 水 管 渠 等 整 備 工

事 の ほ か 、 集 落 排 水 台 帳 の 作 成 に 伴 い 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ３ ， ６

３ ７ 万 ７ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ２ 億 ４ ， ０ ９ ６ 万 ２ ，

０００円とするものであります。  

議案第４３号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算 （ 第 １ 号 ） に つ き ま し て は 、 木 野 地 区 で の 管 渠 改 修 工 事 の ほ か 、

下 水 道 台 帳 の 更 新 、 電 子 化 に 伴 い 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ５ ４ ５ 万 ６ ，

０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ７ 億 ６ ， ８ ２ １ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 と

するものであります。  

議案第４４号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（ 第 １ 号 ） に つ き ま し て は 、 用 地 売 却 に 伴 う 県 整 備 資 金 の 償 還 の

ほ か 、 調 整 池 の 堆 積 土 砂 の 除 去 及 び フ ェ ン ス 門 扉 や 排 水 施 設 の 整

備 に 伴 い 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ １ 億 ９ ０ ６ 万 ９ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、

予 算 総 額 を １ 億 １ ， ２ ３ １ 万 ２ ， ０ ０ ０ 円 と す る も の で あ り ま す 。  

議案第４５号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（ 第 １ 号 ） に つ き ま し て は 、 美 浜 西 小 学 校 前 分 譲 地 整 備 及 び 購 入

補 助 に 係 る 経 費 の ほ か 、 ス マ ー ト タ ウ ン 整 備 の 基 本 設 計 業 務 に 伴

い 、 歳 入 歳 出 そ れ ぞ れ ７ ， ６ ９ ６ 万 １ ， ０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 予 算
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 総額を８，９１０万６，０００円とするものであります。  

議案第４６号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算 （第１

号 ） に つ き ま し て は 、 管 路 耐 震 化 計 画 策 定 業 務 に 伴 い ７ １ ２ 万 ８ ，

０ ０ ０ 円 を 追 加 し 、 予 算 総 額 を ４ 億 ４ ３ ０ 万 ６ ， ０ ０ ０ 円 と す る

ものであります。  

議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改

正 す る 条 例 の 制 定 に つ き ま し て は 、 電 子 署 名 等 に 係 る 地 方 公 共 団

体 情 報 シ ス テ ム 機 構 の 認 証 業 務 に 関 す る 法 律 の 一 部 改 正 に 伴 い 、

関係規定を整備したく、本案を提出した次第であります。  

議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の制定につき

ま し て は 、 地 方 税 法 等 の 一 部 を 改 正 す る 法 律 等 が 公 布 さ れ た こ と

に 伴 い 、 個 人 町 民 税 等 に 係 る 規 定 を 整 備 し た く 、 本 案 を 提 出 し た

次第であります。  

議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の 制 定 に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り

収 入 が 減 少 し た 被 保 険 者 等 に 係 る 国 民 健 康 保 険 税 の 減 免 に 関 す る

規定を整備したく、本案を提出した次第であります。  

議案第５０号  美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定

に つ き ま し て は 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 の 影 響 に よ り 収 入 が

減 少 し た こ と な ど に よ る 被 保 険 者 に 係 る 介 護 保 険 料 の 減 免 に 関 す

る規定を整備したく、本案を提出した次第であります。  

議案第５１号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 建 築 ） に 関 す る 協 定 に つ き ま し て は 、 美 浜 町

浄 化 セ ン タ ー の 改 築 修 繕 工 事 を 実 施 す る に 当 た り 、 日 本 下 水 道 事

業 団 と 委 託 協 定 を 締 結 い た し た く 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ

ります。  

議案第５２号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 電 気 設 備 ） に 関 す る 協 定 に つ き ま し て は 、 美

浜 町 浄 化 セ ン タ ー の 電 気 設 備 の 改 築 修 繕 工 事 を 実 施 す る に 当 た り 、

日 本 下 水 道 事 業 団 と 委 託 協 定 を 締 結 い た し た く 、 議 会 の 議 決 を 求

めるものであります。  

以上、御提案いたしました議案について、それぞれ概要を御説明

申 し 上 げ ま し た が 、 不 備 な 点 等 に つ き ま し て は 、 そ の 都 度 私 ま た
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 は 関 係 者 か ら 御 説 明 申 し 上 げ ま す の で 、 何 と ぞ 慎 重 御 審 議 の 上 、

妥 当 な 御 決 議 を 賜 り ま す よ う お 願 い 申 し 上 げ 、 御 挨 拶 と 提 案 理 由

の説明とさせていただきます。  

どうぞよろしくお願い申し上げます。  

議   長   町長の提案理由の説明は終わりました。  

続いて、議案の説明を総務課長に求めます。  

なお、各議案の説明は、会議規則第３９条第２項の規定により、

議案表題部分のみとして、ほかは省略したいと思います。  

御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長   異議なしと認めます。  

説明は、議案表題部分についてのみお願いいたします。  

総務課長。  

総務課長   議案表題部分の朗読をもって、説明に代えさせていただきます。  

議案第３６号  専決処分の承認を求めることについて ｛令和５年

度美浜町一般会計補正予算（第１号）｝。  

議案第３７号  専決処分の承認を求めることについて ｛令和５年

度美浜町一般会計補正予算（第２号）｝。  

議案第３８号  専決処分の承認を求めることについて （美浜町税

条例の一部を改正する条例の制定について ）。  

議案第３９号  専決処分の承認を求めることについて（美浜町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について ）。  

議案第４０号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第３号）。  

議案第４１号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）。  

議案第４２号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算（第１号）。  

議案第４３号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）。  

議案第４４号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（第１号）。  

議案第４５号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（第１号）。  
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 議案第４６号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算 （第１

号）。  

議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改

正する条例の制定について。  

議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の制定につい

て。  

議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について。  

議案第５０号  美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定

について。  

議案第５１号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

ター建設工事委託（建築）に関する協定について。  

議案第５２号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

ター建設工事委託（電気設備）に関する協定について。  

令和５年６月６日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  

議   長   以上で、各議案の説明は終わりました。  

これより質疑に入ります。  

質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長   なしと認め、質疑を終結いたします。  

ここで、ただいま上程いたしました各議案を、全員協議会での協

議 、 ま た は 、 そ れ ぞ れ 所 管 の 常 任 委 員 会 に 付 託 い た し た い と 思 い

ます。  

お諮りいたします。  

日程第４  議案第３６号  専決処分の承認を求めることについて

｛ 令 和 ５ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ）｝、 日 程 第 ５  議

案 第 ３ ７ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て ｛ 令 和 ５ 年 度

美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ２ 号 ）｝、 日 程 第 ８  議 案 第 ４ ０ 号  

令和 ５ 年 度美 浜 町 一般 会 計 補正 予 算 （第 ３ 号）、 日程 第 ９  議 案 第

４ １ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 補 正 予 算 （ 第 １

号）、 日程 第 １０  議案 第 ４ ２号  令 和５ 年 度 美浜 町 集 落排 水 処 理

事業 特 別 会計 補 正 予算 （ 第 １号 ）、 日 程第 １ １  議 案 第 ４３ 号  令

和５ 年 度 美浜 町 公 共下 水 道 事業 特 別 会計 補 正 予算 （ 第 １号 ）、日 程
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 第 １ ２  議 案 第 ４ ４ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 産 業 団 地 事 業 特 別 会 計

補正 予 算 （第 １ 号）、日 程 第 １３  議 案第 ４ ５ 号  令 和 ５年 度 美 浜

町住 宅 団 地事 業 特 別会 計 補 正予 算 （ 第１ 号 ）、 日 程第 １ ４  議 案 第

４６号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算 （第１号）。  

以上９議案は、予算決算常任委員会に付託いたしたいと思います。  

これに御異議ございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長   異議なしと認めます。  

よって、議案第３６号、議案第３７号及び議案第４０号から議案

第 ４ ６ 号 ま で は 、 予 算 決 算 常 任 委 員 会 に 付 託 す る こ と に 決 定 い た

しました。  

次に、日程第６  議案第３８号  専決処分の承認を求めることに

つい て （ 美浜 町 税 条例 の 一 部を 改 正 する 条 例 の制 定 に つい て ）、 日

程 第 ７  議 案 第 ３ ９ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て

（ 美 浜 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い

て）、 日程 第 １５  議案 第 ４ ７号  美 浜町 印 鑑 条例 及 び 美浜 町 手 数

料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ６  議 案

第 ４ ８ 号  美 浜 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、

日 程 第 １ ７  議 案 第 ４ ９ 号  美 浜 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を

改正する条例の制定について。  

以上５議案は、総務文教常任委員会に付託いたしたいと思います

が、これに御異議はございませんか  

（異議なしの声あり）  

議   長   異議なしと認めます。  

よって、議案第３８号、議案第３９号及び議案第４７号から議案

第 ４ ９ 号 は 、 総 務 文 教 常 任 委 員 会 に 付 託 す る こ と に 決 定 い た し ま

した。  

次に、日程第１８  議案第５０号  美浜町介護保険条例の一部を

改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て 、 日 程 第 １ ９  議 案 第 ５ １ 号  令 和

５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 美 浜 町 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託

（ 建 築 ） に 関 す る 協 定 に つ い て 、 日 程 第 ２ ０  議 案 第 ５ ２ 号  令

和 ５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 美 浜 町 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託

（電気設備）に関する協定について。  
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 以上３議案は、産業厚生常任委員会に付託いたしたいと思います

が、これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長   異議なしと認めます。  

よって、議案第５０号から議案第５２号は、産業厚生常任委員会

に付託することに決定いたしました。  

各委員会におかれましては、よろしく御審議をお願いいたします。  

これより別室において全員協議会を開催いたしまして、ただいま

上 程 い た し ま し た 議 案 の う ち 、 予 算 決 算 常 任 委 員 会 に 付 託 す る 議

案 以 外 の ８ 議 案 に つ い て 、 理 事 者 か ら 詳 細 説 明 を 受 け た い と 思 い

ます。  

これより休憩いたします。  

 

（休憩宣言  午前１１：０５）  
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 議   長  本日は、本日は１３番  藤本議員からの欠席届が出ております。  

現在１３名が出席されております。  

定足数に達しておりますので、 会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：００）  

議   長  ただいまより、令和５年第３回美浜町議会定例会を再開いたしま

す。  

直ちに本日の議会を開きます。  

職務執行のため、事務局長を出席させております。  

地方自治法１２１条の規定により 、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

 １番  幸𠀋 佑馬君  

１１番  﨑元良栄君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  一般質問を行います。  

発言者各位におかれましては、通告外の質問や質問回数など、規

定に反する質問は厳に慎んでいただくようお願いいたします。  

それでは、順次発言を許します。  

５番、髙橋修議員の一般質問を 許します。  

髙橋議員。  

  ５番   おはようございます。よろしくお願いをいたします。  

コロナ禍が収束を見せ、観光地にも人が戻ってきました。今年の

５ 月 連 休 は 、 コ ロ ナ 禍 以 前 の 人 出 を 上 回 る と こ ろ も 見 ら れ た よ う

です。  

そうした中、美浜においては、３月にレイクセンターが開業され、

６ 月 ２ 日 に は 道 の 駅 は ま び よ り が 開 業 し 、 デ マ ン ド 交 通 も 実 証 運

行 が 開 始 さ れ ま し た 。 そ し て 、 い よ い よ 来 年 の 春 に は 新 幹 線 の 敦

賀 開 業 を 迎 え ま す 。 全 国 、 そ し て 海 外 か ら も 多 く の お 客 様 に 美 浜

を 訪 れ て い た だ き 、 美 浜 に に ぎ わ い と 豊 か さ を 取 り 戻 す 、 そ う い
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 う 願 い を 持 っ て 進 め て い る わ け で す が 、 華 や か な 話 ば か り を す る

わけにはまいりません。  

まず、人口減少問題について質問いたします。  

後ろに美浜町における人口減少についてというグラフを添付して

い ま す の で 、 参 照 い た だ き た い と 思 い ま す 。 グ ラ フ に つ い て 少 し

説 明 を し ま す と 、 折 れ 線 が ２ 本 書 い て ご ざ い ま す が 、 い ず れ も 国

立 社 会 保 障 人 口 問 題 研 究 所 が 国 勢 調 査 結 果 に 基 づ い て 公 表 し た 美

浜 町 の 推 計 人 口 で 、 上 の 線 は ２ ０ １ ３ 年 に 公 表 さ れ た も の 、 下 の

線は５年後の２０１８年に公表されたもの です。  

美浜町の第５次総合振興計画は、２０１５年に策定されています

が、 当 初 、１ ０ 年 後、 つ ま り２ ０ ２ ５年 の 人 口目 標 を ９ ,４ ００ 人

と し て い ま し た 。 し か し 早 々 と 、 ２ ０ １ ９ 年 、 ６ 年 ほ ど 早 く 目 標

を 割 っ て し ま っ て い ま す 。 そ の 結 果 を 踏 ま え て 見 直 し た 後 期 計 画

にお い ては 、 人口 目標 を 、２ ０ ２７ 年に ８ ,８ ３２ 人 と して い ます 。  

私が、このように一般質問で人口減少問題を取り上げるのは５回

目 で す が 、 前 回 は ２ ０ ２ １ 年 ３ 月 議 会 で 見 直 し さ れ た 後 期 総 合 振

興計 画 に おい て 、 ２０ ２ ７ 年の 美 浜 の人 口 目 標を ８ ,８ ３２ 人 と し

て い る こ と に 対 し て 、 人 口 減 少 は 総 合 的 な 政 策 の 結 果 で あ る が 、

見 通 し が 甘 過 ぎ な い か 、 こ う い う 趣 旨 の 質 問 を い た し ま し た 。 し

かし 、 結 果は 残 念 なが ら 、 今年 ５ 月 時点 の 美 浜町 の 人 口は 既 に ８ ,

９３ ０ 人 、６ 月 は ８ ,９ ２０ 人 と書 い てご ざ い まし た け ども 、 後 期

振興 計 画 の２ ０ ２ ７年 目 標 ８ ,８３ ２ 人を 、 も しか す る と来 年 に も

割り込む懸念があります。  

美浜町の人口減少の実態は、２０１８年に社会保障人口問題研究

所 が 推 計 し た も の 、 先 ほ ど の グ ラ フ の 下 側 の 折 れ 線 で ご ざ い ま す

が 、 そ れ に 非 常 に 近 似 し て 減 少 し て お り ま し て 、 町 の 人 口 目 標 、

こ れ を 大 き く 下 回 っ て き て お り 、 人 口 減 少 を 緩 和 す る た め に 行 う

と し た こ れ ま で の 町 の 諸 施 策 は 、 ほ と ん ど 効 果 を 見 る こ と が で き

な か っ た の で は な い か と い う ふ う に 考 え ま す が 、 こ の 点 に つ い て

どう考えるのか、お尋ねをいたします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 人 口 減 少 を 緩 和 す る た め の 町 の 施 策 は ほ と ん ど 効 果 が

ないんじゃないかという御質問をいただいたわけでございますけど
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 も、人口減少対策は本町の優先施策の一つでございまして、重要な

施策課題でございます。  

現在、町の人口動態を分析し、策定をいたしました美浜町人口ビ

ジ ョ ン に 基 づ き 、 子 ど も ・ 子 育 て 総 合 支 援 対 策 や 住 宅 分 譲 地 の 整

備 な ど 、 若 者 や 子 育 て 世 代 の 転 入 促 進 と 転 出 抑 制 に つ な が る 施 策

を進 め て いる と こ ろで ご ざ いま し て 、２ ０ ４ ０年 の 目 標人 口 ７ ,９

０ ０ 人 の 達 成 に 向 け て 、 鋭 意 、 現 在 事 業 を 進 め て い る と こ ろ で ご

ざいます。  

こうした人口減少対策の効果でございますけども、これは中長期

的 な 視 点 か ら 見 極 め る 必 要 が ご ざ い ま し て 、 一 喜 一 憂 す る も の で

は ご ざ い ま せ ん け ど も 、 コ ロ ナ 禍 に よ り 出 生 数 が 全 国 的 に 減 少 傾

向 に あ る 中 、 本 町 の 合 計 特 殊 出 生 率 で ご ざ い ま す が 、 令 和 ２ 年 は

１ .６０ 、 令和 ３ 年 が１ .６ ４ 、そ し て 昨年 度 は１ .８ ９ と 伸び る景

況 に ご ざ い ま し て 、 全 国 １ .２ ６ 、 県 の １ .５ に 比 べ ま し て 高 い 水

準となっているところでございます。  

また、人口減少対策、とりわけ住宅分譲や空き家の利活用が進ん

だ こ と も ご ざ い ま し て 、 僅 か で は あ り ま す け ど も 、 こ こ 数 年 来 、

若 者 世 代 人 口 の 社 会 動 態 や 出 生 が 減 少 傾 向 か ら 横 ば い と な る な ど 、

自 然 動 態 に 改 善 の 兆 し が 認 め ら れ 、 社 人 研 の 推 計 に 準 拠 し て 、 本

町 の 施 策 推 進 に よ り ま す 効 果 を 反 映 し た 今 年 ３ 月 末 の 人 口 推 計 値

と 実 績 値 を 比 較 い た し ま す と 、 ほ ぼ 、 そ れ に 近 い 数 字 が 実 現 を で

き て い る と い う ふ う に 我 々 は 分 析 を し て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

社会情勢は、刻々と変化することから、これからも住民ニーズも

も と よ り 、 人 口 動 態 を し っ か り と 分 析 す る こ と で 、 機 動 的 か つ 効

果 的 な 人 口 減 少 対 策 に 取 り 組 ん で い く 必 要 が あ る と 、 こ の よ う に

考えているところでございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   私の質問は、今まで行われてきた施策がどのように効果があった

のかと。分析されているのかどうか分かりませんが、その辺のとこ

ろを質問したわけでございますけれども、これは容易にはできない

というふうに思いますので、次の関連する質問に移りますが、私は

人口減少は喫緊の重要課題であると、そういうふうに言われてきた

わけでございますけれども、本当にそれに対して、あまり資源を投
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 入してこなかったというふうに感じています。  

ＰＤＣＡは実はＣから始まりますが、人口減少問題はＣ、チェッ

ク で す ね 、 評 価 が で き て い な い 、 真 の 原 因 を つ か ん で い な い 、 人

口 が 目 標 以 下 に な っ て も あ ま り 顧 み な い 、 人 口 が 減 り 、 空 き 家 が

増 え 、 地 域 の 運 営 に も 支 障 を 来 す 、 こ の 実 態 を し っ か り 認 識 し 、

議 論 す る 場 が 少 な い 、 行 動 に 結 び つ か な い と い う よ う な こ と で は

ないかというふうに思います。  

例えば、美浜に生まれ育った若者が 、敦賀等の他の市町に住むケ

ー ス 、 美 浜 よ り も 他 の 市 町 が 勝 る 魅 力 は 何 か 。 他 の 市 町 を 上 回 る

魅 力 を 美 浜 に ど う や っ て つ く る か 、 そ し て 、 美 浜 に 住 ま な い 理 由

は 何 か 、 そ の 理 由 を 改 善 で き な い か 等 々 の 調 査 と 対 策 を 、 も っ と

現 場 に 密 着 し て 綿 密 に 行 う べ き だ と 思 い ま す が 、 ど う 考 え る の か 、

お尋ねいたします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 人 口 減 少 対 策 、 こ れ に つ い て は 、 現 場 に 密 着 し て 施 策

を分析しながら推進すべきじゃないかという御質問をいただいたと

ころでございますけども、本町では、これまでから人口減少対策と

いたしまして、現状分析や地域の声、議会の皆さん方の御意見等を

踏まえ、様々な施策を進めているところでございます。  

まず、働く場を確保すべく、産業団地を整備、企業誘致を進めて

お り ま し て 、 こ の １ ０ 年 で 予 定 も 含 め ９ 社 の 進 出 を い た だ き 、 １

４ ０ 名 の 雇 用 を 創 出 し た と こ ろ で ご ざ い ま す し 、 ま た 人 口 動 態 を

し っ か り と 分 析 を い た し ま し て 、 若 者 世 代 の 転 入 促 進 と 転 出 抑 制

に 向 け 、 若 者 の ニ ー ズ に 沿 っ た 美 し 野 住 宅 団 地 を 整 備 し 、 ６ ０ 世

帯 、 ２ １ ９ 人 が 生 活 す る 新 た な 行 政 区 が ３ ３ 年 ぶ り に 誕 生 し た と

こ ろ で ご ざ い ま し て 、 引 き 続 き 、 同 様 の 分 譲 住 宅 地 を 美 浜 西 小 学

校 前 に 整 備 し 、 ８ 月 か ら 分 譲 を 開 始 す る ほ か 、 新 た な ス マ ー ト タ

ウンの整備に向けた基本計画にも着手をいたします。  

空き家につきましても、地元のＮＰＯや地域の皆様との協力 、連

携 に よ り ま し て 、 こ れ ま で に ３ ５ 軒 、 ６ １ 人 の 活 用 に よ り ま す 転

入 の 促 進 に も つ な げ て き た と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 若 者 世 代 に 対

す る 分 譲 用 地 の 取 得 や 建 築 、 空 き 家 の 改 修 、 多 世 帯 同 居 ・ 近 居 に

対 す る 支 援 を は じ め 、 子 育 て 支 援 の 充 実 強 化 な ど 、 多 様 な 事 業 を
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 展開しているところでございます。  

とりわけ、町民の皆さんの声を踏まえ、活性化の柱となりますに

ぎ わ い ゾ ー ン の 整 備 を 進 め て お り ま し て 、 そ の 核 と な り ま す 道 の

駅を 先 般 、開 業 を し、 開 業 から ３ 日 間で １ 万 ２ ,００ ０ 人の 利 用 が

あ る な ど 、 活 況 を 呈 し て お り 、 さ ら な る 活 性 化 に 向 け ま し て 、 町

の 魅 力 向 上 に 向 け て 、 こ の ほ ど み は ま シ ナ プ ス プ ロ ジ ェ ク ト を 始

動するということとしてございます。  

さらには、来春、北陸新幹線敦賀開業を契機に、観光誘客を強化

す る こ と で 、 交 流 人 口 の 拡 大 に よ り ま す 町 の 活 性 化 に 取 り 組 ん で

いくこととしてございます。  

このように、町民の皆様の声や参画をいただきながら、現状分析

を し っ か り 取 り 組 む こ と で 、 人 口 減 少 対 策 を 、 こ れ は 持 続 的 に 進

め る ほ か 、 人 口 減 少 社 会 に あ り ま し て も 、 に ぎ わ い の 創 出 や 地 域

愛 の 醸 成 等 に よ り ま す 、 住 ん で い る こ と に 幸 せ と 誇 り を 実 感 で き

るまちづくりを、鋭意、進めてまいる所存でございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   マクロ的に行われている政策は存じ上げておりますけども、 今、

議会においていろんな議論を踏まえたというようなお話がございま

したけれども、議会で具体的な人口減少の原因をどうなんだと、そ

ういう人口減少に絞った議論をしたという記憶はございません。  

なぜここまでひどい人口減少を招いてしまったのか 、非常に腹立

た し い 気 が い た し ま す 。 今 、 住 ん で お ら れ る 方 の 責 任 で は な く て 、

経 緯 が あ る わ け で す が 、 そ の 原 因 と 責 任 は ど こ に あ る の か 、 今 行

っ て い る 施 策 は 、 こ れ ま で と 何 が 違 う の か 、 同 じ 過 ち を 犯 そ う と

していないか、よく考える必要があると思います。  

そして一方、これほど進んだ人口減少の状況は簡単には止められ

ま せ ん 。 人 口 減 少 を 受 け 入 れ 、 そ れ を 前 提 と し た 覚 悟 と 対 応 、 い

か に 軟 着 陸 、 ソ フ ト ラ ン デ ィ ン グ す る か 、 そ の た め に は 何 が 必 要

か 、 そ う い っ た 議 論 を 住 民 レ ベ ル で 行 う 必 要 が ご ざ い ま す 。 ５ 年

後 、 １ ０ 年 後 の 人 々 か ら 、 あ の と き 何 や っ た ん だ と い う 非 難 を 受

けない、そういう対応が必要だと思っております。  

次の質問に行きます。  

冒頭に申し上げましたとおり、来年春の北陸線の敦賀開業により、
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 全 国 、 そ し て 海 外 か ら も 多 く の お 客 様 に 美 浜 を 訪 れ て い た だ き 、

美 浜 に に ぎ わ い と 豊 か さ を 取 り 戻 す 、 そ う し た 願 い を 持 っ て 進 め

て い る わ け で す が 、 こ の チ ャ ン ス を も の に す る こ と は 簡 単 で は な

い、これからまさに正念場だろうというふうに思います。  

多くのお客様を引きつけるためには、お客様が おおっと驚くほど

の ク オ リ テ ィ 、 質 を つ く り 出 す 必 要 が あ る 、 こ う い う ふ う に 言 わ

れ ま す 。 美 浜 に 来 て み た ら す ご い 、 こ う い う こ と が あ っ て 初 め て

リピーターが生まれるということでございます。  

しかし、観光客や住民の目と、食に対する 舌の想像以上に肥えて

い て 、 簡 単 に は 、 他 の 市 町 に 勝 る 満 足 を 提 供 す る こ と は で き な い

と考えるべきです。  

クオリティを継続的に上げる施策の一つとして、常に顧客の声を

収集し、迅速に対応を修正する仕組みの構築を提案します。  

昨年、議会の産業厚生常任委員会で 滋賀県の道の駅アグリパーク

竜 王 を 視 察 し ま し た 。 こ の 道 の 駅 は 、 は ま び よ り が 目 標 と し て い

る 年 間 約 ５ ０ 万 人 が 訪 れ る よ う で す が 、 そ こ で は 来 訪 者 全 員 に ア

ン ケ ー ト を お 願 い し 、 そ の 内 容 を 集 計 、 分 析 し て 、 運 営 方 法 を 継

続的に直していました。  

私は美浜においても、町が関与して運営する事業、 道の駅に限ら

ず い ろ ん な 事 業 ご ざ い ま す が 、 こ の よ う な ア ン ケ ー ト 、 ア ン ケ ー

ト に 限 り ま せ ん け れ ど も 、 そ う い っ た 仕 組 み を し っ か り つ く り 、

利 用 者 の 声 を 積 極 的 に 聴 取 、 分 析 、 反 映 す る 仕 組 み が 不 可 欠 だ と

思いますが、お考えをお尋ねいたします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  町では、これまでレインボーラインの天空のテラスや、三方五湖

の豊かな自然に調和し、ＤＸを先取りする再エネ１００％の電池推

進遊覧船やレイクセンター、民宿のリニューアル支援など、様々な

観光資源の魅力アップに取り組んでまいりました。  

こうした観光施策を進めるに当たり、観光事業者等で組織する 美

浜 観 光 ま ち づ く り 会 議 に お い て 、 観 光 客 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 を 実

施 し 、 満 足 度 や ニ ー ズ を は じ め 、 様 々 な 声 を 施 策 に 反 映 し て き た

ところでございます。  

また、昨年から福井県観光連盟が実施する観光地でのＱＲコード
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 方 式 の ア ン ケ ー ト に お い て も 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン や レ イ ク セ ン タ

ー を 対 象 地 に 登 録 し て い た だ き ま し て 、 旅 行 す る き っ か け や 目 的 、

満 足 度 な ど 、 観 光 客 の ニ ー ズ を 常 に 把 握 で き る 仕 組 み を 活 用 し て

いるところでございます。  

また、こるぱでは、有識者による運営委員会を四半期ごとに開催

し 、 運 営 状 況 等 を モ ニ タ リ ン グ し て お り ま し て 、 レ イ ク セ ン タ ー

や は ま び よ り に お い て も 同 様 に 運 営 会 議 を 開 催 し 、 セ ル フ モ ニ タ

リ ン グ や ア ン ケ ー ト 結 果 等 を 踏 ま え ま し て 、 適 正 に 運 営 が な さ れ

るよう努めていくこととしております。  

これからも、本町を訪れる観光客の皆様や旅行会社の方などの 、

声 を し っ か り と 受 け 止 め な が ら 、 利 用 者 目 線 を 生 か し た 観 光 の 振

興に努めてまいりたいと思っております。  

以上でございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   今お聞きした内容は知っています。  

でも、それでは本当の来訪者の意見はつかんでいるとは言えない。

日 々 、 あ る い は 週 に １ 回 、 あ る い は 常 に そ う い う 声 を 聞 く ん だ 、

何 を 考 え て る ん だ と い う こ と を 探 る ん だ と 、 そ う い う 前 向 き な 気

持ちでやっていただきたい。待ち受けでは駄目です、絶対。  

そういうことで、きちんとした、私は観光だけに限っていないん

で す 。 い ろ ん な 施 設 が あ り ま す 。 い ろ ん な 不 満 も あ り ま す 。 い ろ

ん な と こ ろ 壊 れ て い る け ど 直 っ て な い ん じ ゃ な い か と 。 こ こ は 使

い に く い よ と 、 そ う い う 声 も 絶 え ず 聞 い て 、 そ れ に 応 え て い く と

い う 仕 組 み 、 そ う い う 姿 勢 、 こ れ が 大 事 だ と 思 い ま す の で 、 よ ろ

しくお願いいたします。  

２０１９年の７月に行った商工団体との議会と語ろう会、ちょっ

と 古 い ん で す が 、 ２ ０ １ ９ 年 、 私 座 長 を や り ま し た ん で 、 そ こ で

道 の 駅 の 進 め 方 や 見 直 し 等 に つ い て の 意 見 や 質 問 が 続 出 し ま し た 。

も う 道 の 駅 は 相 当 進 ん ど っ た ん で す が 。 そ れ で 私 は 、 こ の １ ２ 月 、

そ の 年 の ２ ０ １ ９ 年 １ ２ 月 の 議 会 で 、 道 の 駅 、 町 民 の 理 解 が 不 十

分 、 こ う い う 趣 旨 の 一 般 質 問 を し ま し た 。 そ の 後 、 二 、 三 か 月 後

に 役 場 の 担 当 課 長 か ら 私 に 連 絡 が あ り ま し て 、 い ろ い ろ 説 明 が あ

り ま し た け ど も 、 結 論 的 に は 、 そ の 商 工 団 体 を よ く 叱 っ て お き ま
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 し た と 私 は 言 わ れ た 。 新 米 議 員 だ っ た 私 は 非 常 に 憤 慨 し ま し た 。

と同時に、想像以上にひどいなと あきれました。  

それと、また今年３月の統一地方選挙があったわけですが、その

と き に い ろ ん な 方 に 接 し ま し た 。 道 の 駅 の 地 元 の 方 よ り 、 道 の 駅

を 造 る に 当 た っ て 議 会 は 何 を し て く れ た ん だ 、 何 か や っ た の か と 。

当 初 の 話 と 全 く 違 う の で 参 画 で き な い 、 こ う い う ふ う に 言 わ れ ま

した。  

私は、委員長も務めているということもありまして、議会も特別

委 員 会 を 設 置 し て 、 多 く の 道 の 駅 を 訪 問 調 査 す る と 、 い ろ ん な 意

見 を 具 申 し て き た が 、 行 政 が 受 け 止 め て く れ て 対 処 し て も ら っ た

と い う よ う な 記 憶 は な い と 、 申 し 訳 な か っ た と い う ふ う に 謝 罪 を

した次第でございます。  

そうした中、６月２日の道の駅は まびよりの開業式典において、

美 浜 暮 ら し ブ ラ ン ド 株 の 合 掌 社 長 が こ う 言 わ れ ま し た 。 今 は ス タ

ー ト 地 点 で あ り 、 現 時 点 の 内 容 は マ イ ナ ス か ら の ス タ ー ト か も し

れ な い 。 し か し 、 今 後 は 、 小 さ な 意 見 も 、 厳 し い 意 見 も 全 て 受 け

止 め 、 一 丸 と な っ て 改 善 し て い き た い 、 こ う い う 趣 旨 の 御 挨 拶 を

されました。  

現状に対する厳しい認識と今後の継続的な改善への経営トップと

し て の 意 思 表 明 に 私 は ほ っ と す る 思 い を し ま し た 。 そ れ と 同 時 に

敬 意 を 表 し た い と 、 こ う い う ふ う に 思 い ま し た 。 恐 ら く 従 業 員 の

方 々 の 気 持 ち 、 モ チ ベ ー シ ョ ン 、 こ れ に は 大 き な モ チ ベ ー シ ョ ン

に な っ た だ ろ う と 。 社 長 が こ う 思 っ て い る ん だ 、 頑 張 ろ う と 、 き

っ と そ う 思 っ た で し ょ う 。 こ れ か ら 道 の 駅 の 運 営 と い う こ と に つ

い て は 非 常 に 厳 し い 道 だ と 思 い ま す け れ ど も 、 頑 張 っ て い た だ き

たいと思います。  

行政におかれても、住民福祉の向上を目指して、新たな施設や仕

組 み を つ く る 、 そ の こ と に は 大 変 な 労 苦 が あ る と 、 こ れ は 想 像 し

ま す 。 し か し 実 は 、 そ の 後 の 運 営 管 理 こ そ が 重 要 で あ り 、 そ の い

か ん に よ っ て 成 果 は 何 倍 に も 違 っ て き ま す 。 そ こ に こ そ 注 意 を 払

う必要があるのです。  

いろんな施設や仕組みを一定の計画 、Ｐｌａｎに基づいて、運営、

Ｄ ｏ す る 、 そ し て 利 用 者 の 意 見 を 謙 虚 に 聞 き 、 評 価 、 Ｃ ｈ ｅ ｃ ｋ
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 す る 、 そ し て 対 策 を す る 、 こ の Ｐ Ｄ Ｃ Ａ を 真 摯 に 迅 速 に 回 し 、 常

に 継 続 的 な 改 善 を 行 う 仕 組 み と 習 慣 で す ね 、 私 は 風 土 だ と 思 い ま

す け れ ど も 、 そ う い う も の は 非 常 に 大 事 な ん じ ゃ な い か と い う ふ

うに思います。  

そして、一方、公共の施設は住民の財産であり、その建設 と運営

に は 大 き な 血 税 が 投 入 さ れ る こ と に な り ま す 。 積 極 的 に 住 民 の 意

見 を 聞 き 、 小 ま め に 反 映 し て い く 必 要 が あ り 、 そ の こ と が ま ち づ

く り へ の 住 民 参 加 に つ な が る と 思 い ま す 。 意 見 を 聞 い て も ち ゃ ん

と し た 返 事 が 来 な け れ ば 言 う 気 に な り ま せ ん 。 決 ま っ た こ と は き

ち っ と 返 答 を し て 、 こ う し た い と 、 で き な い こ と は で き な い と は

っ き り 返 事 を し て い た だ く こ と が 大 事 な ん だ ろ う と い う ふ う に 思

います。  

では、次の質問に行きます。  

２０２２年に策定された観光振興計画、これ の美浜への観光入込

客 数 目 標 は ２ ０ １ ８ 年 に ９ ３ 万 人 だ っ た よ う で す が 、 こ れ を ２ ０

２６年に１３５万人にすると、こういうものでございます。  

私もこの委員で、こんな計画じゃ駄目なんだということで相当申

し 上 げ た の で す が 、 新 幹 線 の 敦 賀 開 業 と そ れ を 目 指 し て 行 わ れ た

こ れ ま で の 諸 施 策 に よ っ て 、 こ の 目 標 が ど の 程 度 達 成 で き る と 考

え て い る の か 、 あ る い は 今 後 さ ら に ど の よ う な 取 組 、 施 策 が 必 要

と考えているのかお聞きします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  今ほどの質問に対しても私のほうからお答えさせていただきたい

と思います。  

令和３年度に改定いたしました観光振興計画では、２０２６年の

観 光 入 込 客 数 を １ ３ ５ 万 人 と す る 目 標 を 掲 げ ま し た が 、 昨 年 は 新

型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 等 の 影 響 も あ り ま し て 、 約 ６ ６ 万 人 と 目 標 の 半

分にとどまっているところでございます。  

しかし、先月から感染法上の位置づけが緩和され、社会経済活動

も 徐 々 に 正 常 な 状 態 に 戻 り つ つ あ り 、 大 き く 落 ち 込 ん だ イ ン バ ウ

ンドも回復傾向にあります。  

現在、来春の北陸新幹線敦賀開業を契機に、多くの観光客を迎え

る べ く 、 若 狭 美 浜 観 光 協 会 と 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ と 町 、 三 者 が 一 体 と
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 な り ま し て 、 首 都 圏 を は じ め 北 陸 新 幹 線 沿 線 等 へ の 出 向 宣 伝 に 加

え 、 大 手 旅 行 会 社 へ の プ ロ モ ー シ ョ ン な ど を 行 う な ど 、 誘 客 対 策

を強力に展開してまいりたいというふうに考えており ます。  

本町への二次交通につきましては、町内観光の足となるチョイソ

コ み は ま や 小 浜 線 の ほ か 、 県 や 嶺 南 市 町 と 連 携 し 、 路 線 バ ス の 利

便 性 の 向 上 、 広 域 バ ス や 観 光 列 車 の 運 行 な ど の 充 実 を 図 っ て ま い

ります。  

また、観光客の皆様には、心地よいお宿やおいしい食、おもてな

し の 心 を 持 っ て お 迎 え し 、 美 浜 の よ い と こ ろ を 実 感 し て い た だ く

と い う こ と で リ ピ ー タ ー と な っ て い た だ き ま し て 、 口 コ ミ で の 集

客にもつながるよう努めていくこととしております。  

こうした取組に加えまして、本年度から観光アドバイザーをお迎

え し 、 専 門 的 な 見 地 か ら 助 言 、 御 指 導 を い た だ き ま し て 、 効 果 的

か つ 機 動 的 な 将 来 を 見 据 え た 誘 客 活 動 を 行 う こ と で 、 目 標 達 成 に

向け、全力で取り組んでいく所存であります。  

以上でございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   美浜を訪れていただこうとすれば、美浜町全域が 美浜商店、この

お店にお客さんが再び足を運んでくれるのか、行ってみたいなと思

っていただけるのか、それが大事ですよね。おもてなし当然大事で

す。  

この間も渡辺課長にはメールで出したけれども、美浜駅のトイレ

が 夕 方 か ら 使 え な い と 。 そ う い う こ と に 対 し て ち ゃ ん と 返 事 を し

て い た だ き ま し た 。 で も 、 一 旦 そ の 場 面 に 直 面 し た 人 は 、 こ ん な

町 も う 行 く か と 、 そ う な る ん で す よ 。 思 い ま せ ん か 、 お 店 に 行 っ

て 変 な も ん 出 し て く れ た ら こ ん な 店 二 度 と 行 く か と 、 こ う 思 う で

しょう。  

そういう細かな気遣い、そういったことが絶対に必要ですから、

そ う い っ た こ と を 踏 ま え て 、 ど こ に 課 題 が あ る の か 、 何 が 美 浜 の

魅 力 と し て リ ピ ー タ ー を 呼 び 込 む こ と が で き る の か 、 よ く 考 え て

いただきたい。よろしくお願いをしたいと思います。  

では、次の質問に行きます。  

美浜への入込客数が目標の１３５万人に増えたとした場合に、そ
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 の こ と が 、 ど の よ う な 道 筋 で 美 浜 に 、 特 に 農 業 、 水 産 業 等 の 地 場

産 業 に 対 し て も 豊 か さ を も た ら す の か 、 人 口 減 少 と 高 齢 化 が 進 む

今 、 真 剣 に 考 え て お く 必 要 が あ る と 思 い ま す が 、 そ の 点 に つ い て

お尋ねをいたします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  今ほどの御質問にも私のほうからお答えさせていただきたいと思

います。  

観光客の皆様には、町内をじっくりと周遊していただいて、宿泊

を い た だ く こ と で 、 地 元 の お 米 や 酒 、 新 鮮 な 海 や 山 の 幸 を 堪 能 し

て い た だ け れ ば 、 地 場 産 業 へ の 大 き な 波 及 効 果 が 期 待 で き る と い

うふうに考えてございます。  

町では、これまでより魅力ある農産物の生産に向けた営農指導や

出 荷 支 援 を 実 施 し て ま い り ま し た が 、 道 の 駅 は ま び よ り や ふ る さ

と 納 税 を 通 じ て 、 地 元 の 生 産 物 を 買 っ て い た だ け る 取 組 も 引 き 続

き推進してまいりたいというふうに考えてございます。  

今後、交流人口の拡大をきっかけとして、人と人との交流が広が

り 、 ま た 観 光 消 費 の 拡 大 に よ る 地 場 産 業 の 振 興 、 ひ い て は 地 域 の

活 性 化 に つ な が る よ う 、 地 域 住 民 の 皆 様 の 参 画 と 連 携 に よ る 観 光

振興に努めてまいりたいと考えているところでございます。  

以上です。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   これは町長から返事をいただきたかったんだけど、今、御答弁の

中で、地域住民の参画と、これ非常に大事です。それが本当に行わ

れているか、うまくいっているかってことについて私は非常に疑問

を感じている。  

農業、水産業、誰がそこに品物を持ってきて、例えば道の駅です

よ 、 そ う い っ た と こ ろ に 対 し て 、 生 産 者 組 合 を つ く り ま し ょ う 、

今 か ら そ う い う 機 運 を 盛 り 上 げ ま し ょ う と 、 い ろ い ろ 我 々 申 し 上

げてきたけれども、一つとして実現していただけなかった。  

今後、社会情勢が激変し、伴って行政ニーズや重点、 こういった

も の も 大 き く 変 化 す る と 思 い ま す 。 限 ら れ た 行 政 マ ン パ ワ ー で 対

応 す る た め に は 、 非 効 率 な 部 分 は 勇 気 を 持 っ て や め 、 よ り 重 要 な

政策に対応していくと、そういう必要もあると思います。  
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 大切なことは、常に学び、声を聞き、日々改善する姿勢と風土だ

と 思 い ま す 。 住 民 に 対 し 、 現 状 の 課 題 と 政 策 の 狙 い を し っ か り 説

明 し 、 で き る だ け 多 く の 住 民 の 共 感 と 住 民 参 加 を 得 る べ く 、 丁 寧

に 進 め て い た だ き た い 。 い ろ ん な 政 策 を 打 ち 出 し て も 、 そ こ の 丁

寧 さ な り 、 き め 細 か さ が な け れ ば な か な か 難 し い ん だ ろ う と い う

ふうに思います。よろしくお願いしたいと思います。  

では次に、美浜町のＤＸ、ホームページの刷新が急務ということ

で お 話 を い た し ま す 。 長 い ん で 、 途 中 割 愛 す る か も し れ ま せ ん が 。  

私は２０２０年６月の一般質問で、戦略性のあるＩＣＴ基盤の整

備を要請しました。  

続いて、美浜町のＤＸと、ＤＸという言葉になって いますので、

に関連する質問でございます。  

政府のデジタル田園都市国家構想にもあるように、デジタル技術

は あ ら ゆ る 産 業 や 暮 ら し を 急 激 に 変 革 し 、 都 市 や 地 方 を 問 わ ず 、

工 夫 次 第 で 、 全 国 ど こ で も 、 誰 も が 便 利 で 快 適 に 暮 ら せ る 環 境 を

つ く り 出 し ま す 。 そ の と お り だ と 思 い ま す 。 し た が っ て 、 デ ジ タ

ル 社 会 に 向 け た 取 組 、 Ｄ Ｘ 、 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン

は 、 地 方 に こ そ チ ャ ン ス で あ り 、 避 け る こ と の で き な い 重 要 な 課

題だと思います。  

そうした認識で質問しますが、その出発点といいますか 、起点と

い い ま す か 、 そ の あ ら ま し が そ こ で よ く 表 れ て い る 美 浜 町 の ホ ー

ム ペ ー ジ で す が 、 大 変 分 か り に く い と い う 声 が 多 い こ と を 御 存 じ

でしょうか。  

私は、各市町のＩＣＴあるいはＤＸへの取組を見たいので、よく

訪 れ る 、 よ く 行 く 県 内 ６ つ の 市 町 の ホ ー ム ペ ー ジ を 自 分 の ス マ ホ

のホーム画面に置き、折に触れて 見ています。  

それぞれ特徴があり、好みはあると思いますが、敦賀市や小浜市

は も と よ り 、 お お い 町 や 勝 山 市 の ホ ー ム ペ ー ジ は 参 考 に な る と 思

い ま す 。 し か し 残 念 な が ら 、 美 浜 町 の ホ ー ム ペ ー ジ は 低 レ ベ ル に

あると私は思います。その理由を少し申し述べます。  

美浜町のスマホのホームページを開くと、まず美浜の公共施設や

重 点 施 策 の ア ピ ー ル 欄 が あ っ て 、 そ の 下 に 重 要 な お 知 ら せ 欄 が あ

り 、 そ こ に は 行 政 施 策 に 関 わ る 町 の Ｐ Ｒ や 住 民 へ の 広 報 事 項 が 並
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 び ま す 。 ホ ー ム ペ ー ジ を 開 く た び に 毎 回 大 き な ス ペ ー ス で こ れ ら

が表示され、辟易といたします。  

そして、その下に情報を探すという欄があり、使用者にキーワー

ド 、 ま た は 記 事 Ｉ Ｄ を 入 力 し て 検 索 を 求 め る 画 面 が 出 ま す が 、 こ

れ は 言 わ ば 行 政 職 員 向 け で 使 い な れ た 方 な ら と も か く 、 私 は そ ん

な検索を求められる時点で、やる気が少し萎えてしまいます。  

そして、例えばキーワード検索をやってみますと、関連性の大小

と は 無 関 係 に い ろ ん な 情 報 が 順 不 同 で 羅 列 さ れ 、 行 政 職 員 等 で な

け れ ば 目 的 情 報 に は た ど り 着 け ま せ ん 。 な ぜ こ の よ う な 画 面 を

早々と出すのか、がっかりいたしました。  

それをパスして下に行くと、分類で探す、組織で探す、カレンダ

ー で 探 す と い う 欄 が あ り 、 こ こ ま で 頑 張 る と 、 や っ と 住 民 が 使 い

た い 目 的 ペ ー ジ に た ど り 着 く 場 合 が あ り ま す が 、 手 続 き 申 請 ナ ビ 、

そ れ は そ の 次 に あ り ま し て 、 こ こ ま で 来 な い と 手 続 関 係 は 分 か り

ません。  

さらにその下のおすすめページで、 移住・定住、新型コロナワク

チ ン 接 種 、 応 援 ク ル ー 、 職 員 採 用 の 行 政 ニ ー ズ で の キ ー ワ ー ド 検

索 欄 が あ り 、 開 く と 、 そ の ワ ー ド を 含 む 新 旧 多 く の 記 事 が 順 不 同

に 並 び ま す が 、 住 民 に と っ て 有 効 と 思 わ れ る 情 報 は ほ と ん ど 得 ら

れません。  

その下にやっとライフインデックス欄がありますが、ライフステ

ー ジ に よ っ て 表 示 さ れ る 情 報 の 内 容 と 量 、 表 示 方 法 に 大 き な ば ら

つ き が あ り 、 が っ か り す る ペ ー ジ が 多 く あ り ま す 。 他 の 市 町 と 比

較をしていただいて、見ていただきたいと思います。  

さらにその下にトピックス欄、そして 新着情報欄が大きなスペー

ス を 取 っ て い ま す け れ ど も 、 例 え ば 、 は ま び よ り オ ー プ ン と い う

記 事 で す ね 、 こ れ 最 近 ま で あ り ま し た で す ね 。 冒 頭 に 説 明 し た 重

要 な お 知 ら せ 欄 、 ト ッ プ に あ り ま し た 。 ト ピ ッ ク ス 欄 に も あ り ま

し た 。 新 着 情 報 欄 に も あ り ま し た 。 同 じ 記 事 が 掲 載 さ れ て お り 、

どういう考えでアップされているのか不可解でござい ます。  

また、新着情報欄、新着情報であれば日付順に並んでなきゃおか

し い な と 思 う ん で す が 、 掲 載 順 序 が 日 付 順 に な っ て お ら ず 、 ５ 月

と４月の記事が入り乱れて並んでいます。  
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 ホームページの使用経験、これを一つ申しますと、５月の連休中

の ５ 月 ５ 日 金 曜 日 、 こ れ は 平 日 で ご ざ い ま し た ね 。 に 、 ご み ス テ

ー シ ョ ン に 家 庭 ご み を 出 し て も よ い か ど う か 、 こ れ は ち ょ っ と 意

地悪的にホームページで調べました 。  

美浜の場合は、分類で探すごみ衛生、ごみリサイクル 、お知らせ

と 来 ま し た が 、 そ こ に は 私 の 住 む 麻 生 の ご み 収 集 計 画 は 掲 載 さ れ

て お ら ず 、 確 認 で き ま せ ん で し た 。 ま た 、 メ ニ ュ ー 、 ご み 情 報 、

ご み 収 集 、 耳 地 区 、 ご み 収 集 計 画 、 麻 生 と 見 ま し た が 、 そ こ に は

原 則 的 な 収 集 曜 日 、 こ れ が 表 示 さ れ て い る の み で 、 ５ 月 ５ 日 の 可

否は確認できませんでした。  

なお、このページには、その時点は令和４年度の収集計画の記事

が 表 示 さ れ て お り ま し て 、 ５ 年 度 に 更 新 す る 必 要 が あ る と 思 い ま

す。  

なお、ごみサポアプリからも検索しましたが、気づいたのは、美

浜 町 の ホ ー ム ペ ー ジ を 見 て く だ さ い と い う こ と で 確 認 す る こ と が

できませんでした。  

勝山市はどうか。分類で探す、ごみ衛生、ごみリサイクル、地域

別 の 令 和 ５ 年 ご み カ レ ン ダ ー 、 そ こ に ５ 月 ３ 日 か ら ５ 日 は 収 集 い

たしませんと明示されておりました。  

おおい町はどうか。ライフイベント、生活イベントカレンダーを

見 る 、 そ こ に は ゴ ミ の 日 、 休 日 当 番 医 、 イ ベ ン ト 、 講 座 ・ 教 室 、

祭 り ・ 行 事 等 々 が 、 ５ 月 １ 日 か ら ５ 月 ３ １ 日 ま で 、 １ 日 ご と に 行

わ れ る 行 事 が カ レ ン ダ ー 表 示 さ れ て お り ま し て 、 よ く 分 か り ま し

た 。 ま た 、 メ ニ ュ ー 、 生 活 環 境 ご み 、 ご み の 分 け 方 の 出 し 方 に つ

い て 、 そ こ に も し っ か り と 書 い て ご ざ い ま し て 、 ５ 月 ５ 日 は 出 せ

な い ん だ な と い う こ と が よ く 分 か り ま し た 。 例 え ば こ ん な 状 態 で

ございます。  

ホームページの管理、あるいは改善、そういったものはどのよう

に行われているのでしょうか。  

また、今後どのように進める計画なのかについて、お尋ねいたし

ます。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうからお答え
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 させていただきます。  

町のホームページにつきましては、令和２年度に使いやすさ、探

し や す さ の 向 上 、 高 齢 者 、 障 害 者 等 、 情 報 弱 者 へ の 配 慮 の 向 上 、

品 質 の 経 年 劣 化 の 防 止 、 将 来 コ ス ト の 低 減 の ３ 点 を 重 視 し て リ ニ

ュ ー ア ル し て お り ま し て 、 情 報 の 更 新 等 に つ き ま し て は 、 各 課 に

お い て 所 要 の 情 報 を 随 時 発 信 し て い く と い う と こ ろ で ご ざ い ま す 。  

ホームページにつきましては、高い情報発信機能を持つ一方で、

情 報 量 が 膨 大 で 更 新 が 随 時 行 わ れ る た め 、 情 報 が 探 し に く い 、 分

か り に く い な ど の 短 所 が ご ざ い ま す の で 、 緊 急 性 の あ る も の や 期

間 限 定 の も の に つ き ま し て は 、 ト ッ プ ペ ー ジ の ト ピ ッ ク ス や 新 着

情報欄に掲出するなど、工夫を行っているところでございます。  

ホームページの質向上のため、各課のＤＸ推進委員による検証を

行 う と と も に 、 今 年 度 計 画 し て お り ま す ホ ー ム ペ ー ジ の 作 成 研 修

を 通 じ ま し て 職 員 の レ ベ ル ア ッ プ を 図 り 、 使 い や す い 、 分 か り や

す い ホ ー ム ペ ー ジ と な り ま す よ う に 努 め て い き た い と い う こ と で

考えております。  

以上でございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   今の答弁なんですけど、住民目線というのがないんですよ。庁内

で考えてやります。住民目線になっていないんですよ。住民が何を

困ってんのか、何をホームページに期待するのか、さっきから言っ

ていますけども、住民の声を聞くというスタンスじゃないんですよ。

継続的な改善をしようと思ったら、常に住民なり、お客なり、その

声を聞かないと駄目なんですよ。それをきちんとやって、他の市町、

いろんなものがありますから、そこと比べて、何が美浜にとって一

番いいのか、効率的なのか、また住民のＩＣＴに関する熟度も、そ

れぞれ市町によって違いますから、それも考えながらそれをどう向

上していくのか、そういったことも織り交ぜてやっていかないと。  

やはりホームページをきちんと運営する部署 なり、管理者なり、

そ う い う ポ テ ン シ ャ ル の あ る 方 を そ こ に 配 置 し て 、 き ち ん と 総 合

的 な 管 理 が 必 要 じ ゃ な い で す か 、 そ う い う ふ う に 思 い ま す 。 よ ろ

しくお願いしたいと思います。  

美浜町のホームページをつくる際に 、議会ともよく協議してほし
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 い と 、 こ う い う 旨 を 議 会 と し て も 要 望 し て い ま し た 。 し か し ほ と

ん ど 受 け 止 め ら れ る こ と な く 、 突 然 ア ッ プ さ れ 、 大 変 不 満 に 思 っ

た 記 憶 が あ り ま す 。 こ れ を つ く る に 際 し て は ね 。 そ れ 以 上 は 申 し

ませんけど。  

それはともかく、委員会等でこの情報は住民にどのように広報す

る ん で す か と 今 で も 質 問 を し ま す と 、 ホ ー ム ペ ー ジ に 掲 載 し ま す

と 。 そ の 情 報 を 後 で 見 よ う と す る と 大 変 な ん で す よ 、 見 れ な い で

す よ 。 本 当 に 住 民 に 伝 わ っ て い る の か 、 活 用 さ れ て い る の か 、 そ

う い う 目 線 で 、 よ く み ん な の 声 を 聞 く 、 聞 き に 行 か な き ゃ 駄 目 で

すよ、待っとったら。そういうことを考えていただきたい。  

ホームページは、ある意味、バーチャルの役場のようなもの です。

今 後 は バ ー チ ャ ル の 役 場 が ど ん ど ん 重 要 に な っ て き ま す 。 先 進 市

町 の 例 も 参 考 に し て 、 声 を 聞 い て 、 継 続 的 な 改 善 を お 願 い い た し

ておきます。  

次に行きます。公共Ｗｉ－Ｆｉ の話ですが。  

次に、公共施設におけるＷｉ－Ｆｉの整備について質問します。  

ＳＮＳに代表されるように、インターネットで 情報交換すること

が 日 常 に な り ま し た 。 そ し て 、 そ う し た こ と が 難 な く 便 利 に 行 え

る社会をつくっていくことがＤＸの一つの目的でもあります。  

また、特に都市部からの来訪者にとっては、 Ｗｉ－Ｆｉが整備さ

れ て い る こ と は 当 然 の こ と で 、 な け れ ば 違 和 感 、 失 望 感 を 覚 え る

ことでしょう。  

そうした意味で、私は役場をはじめ、道の駅やその他の公共施設

に 誰 も が 無 料 で 使 用 で き る Ｗ ｉ － Ｆ ｉ を 整 備 す べ き だ と 思 い ま す 。

そ れ な り の 費 用 は 必 要 に な り ま す が 、 こ れ か ら の 重 要 な イ ン フ ラ

と し て 相 応 の 投 資 は 不 可 欠 だ と 考 え ま す が 、 お 考 え を お 尋 ね い た

します。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきましては、私のほうから御回

答させていただきます。  

町では現在、生涯学習センターなびあす、美浜駅、歴史文化館、

健 康 楽 膳 拠 点 施 設 こ る ぱ 、 美 浜 町 レ イ ク セ ン タ ー 、 道 の 駅 、 若 狭

美 浜 は ま び よ り に お き ま し て 、 無 料 で 使 用 で き ま す Ｗ ｉ － Ｆ ｉ が
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 整備されているところでございます。  

また、指定避難所となります町内４小中学校、北西郷公民館、 耳

公 民 館 新 庄 分 館 、 山 東 公 民 館 の 菅 浜 分 館 、 き い ぱ す に お き ま し て

も 、 災 害 時 に 無 料 で 使 用 で き る Ｗ ｉ － Ｆ ｉ が 整 備 さ れ て い る と い

うところでございます。  

今後も、ニーズ調査等を行いながら、順次、整備のほう をしてい

きたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   ぜひよろしくお願いします。  

おおい町のホームページを見ると、町内のどの公共施設ではどこ

に 無 料 Ｗ ｉ － Ｆ ｉ が あ り ま す と い う も の も き ち っ と 書 い て ご ざ い

ま す よ ね 。 そ う い っ た こ と で き ち ん と Ｐ Ｒ を し て い た だ い て 、 皆

さ ん が 便 利 に 使 え る 、 み ん な が 分 か っ て い る 、 こ こ へ 行 け ば Ｗ ｉ

－ Ｆ ｉ が あ る と い う こ と が 分 か る 、 そ う い う ふ う な 仕 組 み も 整 え

ていただくといいなというふうに思います。  

人口減少と高齢化が進む、こういう地方の再生のためにはＤＸを

強 力 に 進 め る 必 要 が あ り ま す 。 Ｄ Ｘ は 、 人 口 減 少 に 対 す る 重 要 な

施 策 で も あ り ま す の で 、 ぜ ひ し っ か り と 進 め て い た だ き た い と い

うふうに思っております。  

それでは次に、地域愛ということについて質問いたします。  

私は２０１９年３月議会で、町長が 訴える地域愛とはについて質

問 し 、 町 長 よ り 御 答 弁 い た だ き ま し た が 、 い ま だ に 、 な ぜ 今 、 地

域愛なのかという点で理解できておりません。  

例えば、今年３月の議会で、地域愛を育むひと づくり推進基金条

例が 制 定 され 、 １ 億２ ,００ ０ 万円 が 積み 立 て られ ま し た。 そ の 基

金 条 例 で す ね 、 こ の 第 １ 条 に 設 置 の 目 的 と し て 、 地 域 愛 を 育 み 、

自 ら を 高 め 、 夢 を 実 現 す る 人 づ く り に 資 す る こ と を 目 的 と し た 教

育 施 策 の 推 進 、 並 び に そ の 施 策 に 関 す る 町 内 の 教 育 施 設 の 整 備 及

び 改 修 等 に 必 要 な 資 金 を 積 み 立 て る 云 々 、 こ う い う 目 的 が 明 示 さ

れております。第１条でございます。  

そして、その第７条には、この基金は設置の目的以外に処分する

こ と が で き な い 。 つ ま り 、 地 域 愛 を 育 む 人 づ く り 、 自 ら を 高 め 、
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 夢 を 実 現 す る 人 づ く り 、 こ れ に 資 す る 目 的 で な け れ ば 使 え な い と

いうふうに書いてございます。  

この条例案に関する総務文教常任委員会、そこで委員長報告を見

ま す と 、 私 は 委 員 で は ご ざ い ま せ ん の で 委 員 長 報 告 を 見 て 発 言 を

し て お り ま す が 、 委 員 よ り 、 運 動 公 園 の 改 修 工 事 に は 、 こ の 基 金

を 使 え る の か と い う 質 問 が あ っ た よ う で ご ざ い ま し て 、 そ の 回 答

と し て 、 こ の 条 例 は 、 総 合 振 興 計 画 教 育 大 綱 、 教 育 振 興 計 画 を 勘

案 し な が ら 条 例 化 し た も の で 、 運 動 公 園 も 生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興 と

い う 観 点 で い く と 、 教 育 大 綱 に 該 当 し 、 目 的 に 合 う も の と 考 え る 。

こういう答弁があったようですね。  

基金条例には、その目的第１条には、地域愛を育み、自らを高め 、

夢 を 実 現 す る 人 づ く り に 資 す る こ と を 目 的 、 こ う い う ふ う に 規 定

し て お い て 、 実 際 の 運 用 時 に は 条 例 で は 全 く 触 れ て い な い 総 合 振

興 計 画 、 教 育 大 綱 、 教 育 振 興 計 画 に 照 ら し て 考 え て 判 断 す る 。 そ

ん な こ と が あ っ て い い ん で す か ね 。 こ の 分 か り に く さ と い う の は

私 は 傲 慢 だ と 思 い ま す 。 何 で も 地 域 愛 で あ れ ば い い ん だ と 。 何 で

も地域愛なんだと。  

条例の目的に地域愛云々と表記し、それをいかようにも解釈して

運 用 す る 。 何 の た め の 条 例 な の か 。 私 は 住 民 の 理 解 を 得 る の は 困

難 だ と 考 え て 、 住 民 の 代 表 と し て 、 こ の 条 例 に 反 対 を い た し ま し

た。  

また、今年３月に第３次美浜町地域福祉計画が策定されました。

そ の 基 本 理 念 と 基 本 目 標 、 こ れ 一 番 最 初 に 書 い て あ る 。 住 民 の 美

浜 を 思 う 心 、 地 域 愛 を 源 泉 に こ の 福 祉 計 画 を 進 め る と 。 こ う い う

ふうに一番最初に書いてございます。  

ある会合で、担当課長が第３次美浜町地域福祉計画がこのように

で き ま し た と い う 説 明 が あ っ た 質 疑 に お い て 、 出 席 者 か ら 、 住 民

の 方 か ら 、 地 域 愛 と は 何 な の か 、 地 域 愛 を 持 っ て い る か ら 美 浜 に

住 ん で い る わ け で 、 皆 が 持 っ て い る 地 域 愛 を 源 泉 に す る と は ど う

い う 意 味 な の か 。 そ う い う 趣 旨 の 、 勇 気 あ る と い い ま す か 、 当 然

の 質 問 が ご ざ い ま し た 。 担 当 課 長 は 一 生 懸 命 説 明 さ れ ま し た が 、

疑 問 が 拭 え ず 、 私 は 不 可 解 に 思 っ て い る の は 私 だ け で は な い ん だ

なと感じた次第でございます。  
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 実は、２０１９年３月議会で私が同様の質問をしたとき、町長は、

私 の 訴 え る 地 域 愛 と は 、 自 然 、 風 景 、 伝 統 文 化 、 食 、 地 域 と 人 を

よ く し た い と 思 う 心 で あ り 、 ま ち づ く り の 源 泉 と 考 え る と い う 趣

旨 の 答 弁 を さ れ ま し た 。 至 極 当 然 な こ と か も し れ ま せ ん が 、 そ の

と き 私 は 、 そ の よ く す る と い う 心 や 行 動 は 人 に よ っ て 千 差 万 別 で

あ り 、 町 長 が よ い と 考 え て 進 め る 諸 施 策 に 沿 っ て 行 動 す る こ と が

地 域 愛 で 、 そ れ に 異 を 唱 え る こ と や 、 さ ら に 多 様 な 意 見 を 封 ず る

息 苦 し さ 、 こ れ を 感 じ ま し た 。 今 は 、 当 時 以 上 に 至 る と こ ろ に 地

域愛が出てきまして、当時以上に感じます。  

それはともかく、これだけ地域愛という言葉が使われている以上、

正 式 な 地 域 愛 の 定 義 と 、 今 、 美 浜 に お い て 地 域 愛 が 最 優 先 で あ る

理由を御提示いただきたいというふうに思います。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま の 地 域 の 定 義 と 、 何 で 今 、 最 優 先 に す べ き な の か と い

う御質問をいただいたところでございますけども、この地域愛は、

１期目に仕事をさせていただく前から、これは必要だというふうに

訴えてきたところでございまして、今日も皆様方、ポロシャツに、

しっかりそういう地域愛というものをつけていただいて意識の醸成

に努めていかれているかなというふうに思っておりまして、ありが

たく思っているところでございます。  

まず地域愛の定義について、御質問を 頂戴しましたんで、これは

自 然 や 風 景 、 伝 統 文 化 や 食 、 地 域 や 人 な ど へ の 愛 着 等 、 そ れ に 対

す る 思 い や り の 心 だ と い う ふ う に 私 は 思 っ て お り ま す け ど も 、 こ

れ は 人 の 心 に 内 在 す る も の で あ り ま し て 、 そ の 対 象 は も と よ り 、

思 い の 度 合 い も 、 当 然 な が ら 異 な る わ け で ご ざ い ま し て 、 こ れ を

明 確 に 定 義 づ け る も の で は な い と 、 そ の よ う に 思 っ て ご ざ い ま す 。  

例えば、道端に落ちているごみをちょっと拾う行為、こういった

も の も 地 域 愛 の 一 つ だ と い う ふ う に 私 は 考 え て い る と こ ろ で ご ざ

います。  

また、なぜ最優先かということでございますけども、それはその

よ う に 申 し 上 げ た こ と は な い わ け で ご ざ い ま し て 、 要 は 、 物 事 を

進 め る に 当 た り ま し て 、 そ の 源 泉 に 愛 す る 、 よ く し た い 、 そ う い

う 心 が あ る と す れ ば 、 向 き 合 い 方 も お の ず と 違 っ て く る と い う ふ
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 うに私は考えているところでございます。  

先日、お見えになりました五木ひろしさんが申されておりました

け ど も 、 ６ ０ 年 間 歌 手 を 続 け る こ と が で き た の は 、 私 は 、 歌 が 大

好 き で あ る か ら だ と い う ふ う に お っ し ゃ っ て お り ま し た し 、 ま た 、

コ ン サ ー ト の 当 日 、 先 日 ま た Ｎ Ｈ Ｋ の テ レ ビ 放 映 も ご ざ い ま し た

け ど も 、 五 木 さ ん は い つ も ふ る さ と の き れ い な 海 、 食 、 恩 師 の こ

と や 川 で 遊 ん だ こ と な ど を 熱 く 語 っ て お ら れ ま す 。 こ う し た ふ る

さ と へ の 愛 着 と 思 い や り の あ る 地 域 愛 、 こ れ が ３ ５ 年 に わ た り 、

マ ラ ソ ン 大 会 や コ ン サ ー ト 、 地 域 の た め に 、 美 浜 の た め に 続 け て

い た だ い た そ の も の 、 源 泉 で あ る と い う ふ う に 私 は 理 解 を し て い

るところでございます。  

議   長  髙橋議員。  

  ５番   先ほどお話ししました基金条例 とか、地域福祉計画に加えて、６

月２日の記者会見内容の説明においても、町長２期目の主要施策の

５項として、地域愛の醸成です、これが掲げられました。  

その中身は、省エネ性能の高い家電への買換えに対する費用支援、

こ れ に 加 え て 、 さ ら に 地 域 愛 を 学 び 、 地 域 愛 を 育 む と 、 地 域 愛 が

足 り な い か ら 育 む と 。 地 域 愛 が 足 り な い か ら 醸 成 す る と い う ふ う

に 捉 え て も 仕 方 が な い 、 そ う い う ふ う な 見 出 し の 下 で 、 地 域 愛 フ

ィ ー ル ド ト リ ッ プ と 称 す る 小 学 ６ 年 か ら 中 学 ２ 年 生 及 び 町 内 各 学

校 教 諭 に よ る レ イ ン ボ ー ラ イ ン 、 レ イ ク セ ン タ ー 、 道 の 駅 、 観 光

公 園 、 ト マ ト ハ ウ ス へ の 校 外 学 習 。 ２ 番 目 と し て 、 国 吉 城 址 調 査

活 用 事 業 。 ３ 番 、 北 前 船 日 本 遺 産 登 録 事 業 、 こ う い っ た 内 容 で ご

ざ い ま し た 。 個 々 の 内 容 に つ い て 、 私 は 大 き な 異 論 は ご ざ い ま せ

ん。いいことだと思います。  

しかしなぜ、地域愛の醸成なのだと 。地域愛を育むんだと。それ

を 一 番 上 に 持 っ て き て 書 か な き ゃ い け な い の か 。 そ れ は ど う し て

も 納 得 で き な い で す ね 。 か つ 、 家 電 の 買 換 え 支 援 が 地 域 愛 に な る

ん や と 。 非 常 に 安 易 に 地 域 愛 と い う 言 葉 を 使 っ て い る 。 地 域 愛 を

そ こ に 書 い て お け ば 、 何 で も え え ん や と い う よ う な 安 易 さ に つ な

がっていませんか。  

分かりにくいということと、それから行政職員、そして住民の理

解 、 あ る い は マ イ ン ド 、 曖 昧 さ 、 そ う い っ た も の に つ な が る 大 変
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 危うい風土というふうに私は感じており ます。  

時代はどんどん変わってきまして、多様性、あるいは異論 、今ま

で の 常 識 で は 考 え ら れ な い 何 を 言 っ て ん だ と い う ふ う な 意 見 、 こ

ういったものこそが今後必要かつ発展の 源泉だと思います。  

そういう意味で、やはりもう少し 分かりやすくいろんな表現をし

な い と 、 住 民 参 加 も 難 し く な る と い う ふ う な 気 が し ま す の で 、 議

員 の 責 任 と し て 、 私 個 人 の 責 任 と し て 、 警 鐘 を 鳴 ら さ せ て い た だ

きます。  

以上で、私の質問を終わります。  

議   長  以上で、髙橋議員の一般質問は終わります。  

次に、河本猛議員の一般質問を許します。  

河本議員。  

  ７番   おはようございます。河本猛です。  

美浜町総合運動公園にじいろパークについて質問していきます。  

にじいろパーク内のふわふわドームについては、利用開始以来、

ト ラ ロ ー プ を 網 で 仕 切 り が さ れ て お り 、 利 用 時 間 に 制 限 が あ っ た

り 、 毎 週 月 曜 日 、 祝 祭 日 の 翌 日 は ふ わ ふ わ ド ー ム の 使 用 が で き な

いなど、利用者にとって利便性が悪い状態になっていました。  

何よりトラロープと網での仕切りが運動公園にじいろパークの景

観 を 損 な っ て い ま し た が 、 こ の た び 、 ト ラ ロ ー プ と 網 で の 仕 切 り

が撤去され、景観は見違えるほどよくなりました。  

今回、トラロープと網での仕切りが撤去された理由は、住民や利

用 者 か ら の 要 望 な ど に よ る も の な の か 、 町 行 政 が ト ラ ロ ー プ と 網

での仕切りを撤去するに至った状況について 伺います。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 、 に じ い ろ パ ー ク 、 ふ わ ふ わ ド ー ム に つ い て の 御 質 問

を頂戴したわけでございますけども、子ども・子育て施策は、これ

は重要な取組でございまして、その一環として、子供たちや保護者

等の声をいただきながら、運動公園ににじいろパークを整備したも

のでございます。  

令和３年６月ににじいろパークとふわふわドームの供用を開始し、

コ ロ ナ の 感 染 状 況 に よ り ま し て 、 一 時 、 入 場 制 限 も い た し ま し た

け ど も 、 こ れ ま で に ３ 万 人 を 超 え る 子 供 た ち の 利 用 が あ っ た わ け
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 でございます。  

これからもこうしたニーズをしっかり受け止めながら、子供たち

が 安 心 し て 笑 顔 で 遊 べ る 環 境 の 醸 成 に つ い て 努 め て い き た い な と

いうふうに考えてございます。  

以降、にじいろパーク等について議員からいろいろと御質問を 頂

戴 し て お り ま す け ど も 、 詳 細 等 に つ き ま し て は 、 課 長 か ら 御 説 明

をさせていただきます。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  それでは、詳細については私のほうから回答をさせていただきま

す。  

令和３年６月にふわふわドームを供用開始し、当時は、新型コロ

ナ ウ イ ル ス 感 染 症 対 策 と し て 、 ３ 密 を 回 避 す る 必 要 が あ っ た た め 、

遊 べ る 人 数 を 制 限 す る 仕 切 り と し て 、 ト ラ ロ ー プ と 網 を 設 置 し た

も の で す 。 去 る 先 月 ８ 日 に 、 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 が ５ 類 感

染 症 に 移 行 し た こ と に 伴 い 、 人 数 制 限 の 必 要 が な く な っ た こ と か

ら、仕切りを撤去したものです。  

議   長  河本議員。  

  ７番   こういったことが本当に周知されていたのか というのは、ちょっ

と疑問に思うところなんですけども、今まで、人を使って管理した

りとかということもしていたんですが、これまでの利用時間とか管

理体制というのは、変更はあるんでしょうか。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  これまでにじいろパークの利用については、総合運動公園の開園

日、かつ利用時間内の利用に限られていましたが、仕切りを完全撤

去したことに伴い、にじいろパーク内の他の遊具と同様に、ふわふ

わドームにおいても、開園日及び時間にとらわれず、いつでも御利

用いただける体制に変更いたしております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   行政が一度決めて管理を始めるとなかなか修正が 利かないと思っ

ていたんですが、今回そのトラロープと網での仕切りを撤去して管

理体制を変更したことは、本当に評価できることだと思っておりま

す。  

私も、利用者の方からいろいろお話聞くんですけども、本当に景
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 観 が よ く な っ た と 評 判 も い い よ う に 感 じ ま す し 、 利 用 者 も 増 え て

き て い る よ う に 思 い ま す 。 に じ い ろ パ ー ク は 税 金 を か け て 整 備 し

た も の で す か ら 、 町 民 が 使 い や す く し っ か り 利 用 し て い た だ け る

仕組みが一番大事だと思っています。  

にじいろパークについては、私も子供を連れて利用する利用者の

一 人 な ん で す け ど も 、 に じ い ろ パ ー ク に 設 置 さ れ て い る 運 動 器 具

の利用がほとんどないように見えます。  

運動器具設置後の利用状況について、町行政はどのような評価を

しているのか、考えを伺います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  運動器具はふわふわドームと同時期に設置したもので、 にじいろ

パーク内を利用する子供さんの親御さんや運動公園の利用者の皆さ

んが、町が推奨するげんげん歩楽寿の健康運動に取り組んでいただ

くきっかけになることを目的として設置したものです。この器具は、

それぞれ健康づくりにつながる機能が備わっているものの、あまり

利用が進んでいないのが実態であります。  

これからより利用が進むよう、町民の方や公園を訪れた方を はじ

め 、 町 の ス ポ ー ツ 教 室 や 健 康 づ く り 教 室 で の 利 活 用 や 、 総 合 体 育

館 等 の 公 共 施 設 利 用 者 等 に 各 器 具 の 機 能 を 広 く 周 知 す る こ と で 利

用が進むように努めてまいります。  

議   長  河本議員。  

  ７番   運動器具の利用状況を見ると、本当に対策、改善が必要な状況だ

と思います。税金で整備したものは利用してもらって初めて町民の

役に立つわけですから、町民に利用されないものはどうしても町民

や利用者のことを考えていないとか、税金の無駄遣いだというよう

な評価になってしまいます。  

ふわふわドームなどのにじいろパークの再整備計画の段階で、議

員 の 中 か ら 運 動 器 具 は や め て 子 供 の 遊 具 に 特 化 し た 整 備 を 求 め る

意 見 も あ っ た わ け で す が 、 現 状 を 見 ま す と 、 子 供 の 遊 具 に 特 化 し

た 整 備 を 行 っ て い た ほ う が 運 動 公 園 の に ぎ わ い や 利 用 度 を 高 め る

ことができたと思います。  

だからといって一度整備した運動 器具を取り払えというようなこ

と も 言 い 難 い 状 況 な ん で す け ど も 、 何 と か 町 民 の 皆 さ ん に 利 用 し
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 ていただけるよう、しっかり対策を講じるべきだと思います。  

本当に、いろんな取組の中で周知させていくことが可能なのか、

その辺お伺いします。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  周知については、健康福祉課の健康づくり教室や、うちの課だけ

ではなくて、横断的にたくさんの課にお声かけさせていただいて、

一体的に取り組むように努力してまいりたいと思います。  

議   長  河本議員。  

  ７番   今後もその経過については、こちら側としても厳しくチェックし

ていきたいと思います。  

運動公園ですが、以前からほかの議員も指摘してきたように、子

供 の 遊 具 を 増 や し て 、 子 供 を 中 心 と し た 交 流 の 場 と し て も っ と 敷

地 を 有 効 活 用 し て い く 考 え と い う の は な い ん で し ょ う か ね 、 ど う

なんでしょうか。考えを伺います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  令和５年２月に、０歳から小学６年生までのお子さんのいる世帯

を対象とした子どもの遊び場に係るアンケート調査を実施したとこ

ろ、全天候型遊び場の新設や既存施設の開放、校庭や園庭、集落公

園の遊具の充実など、実に多くの御意見をいただき、遊び場に係る

ニーズの高さを改めて実感した次第です。  

総合運動公園の敷地をはじめ、町の資源の有効活用については、

多 数 の 御 意 見 を い た だ い て お り ま す の で 、 現 在 、 町 が 進 め て い る

子 ど も の 遊 び 場 づ く り 事 業 に お い て 、 そ の 必 要 性 や 設 備 の 内 容 や

規模など、検討を進めてまいりたいと考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   この検討結果というのは、どれぐらいの時期に出てくるようなも

のなんですかね。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  そのことにつきましては、私のほうから回答させていただきます。  

今般６月議会でそういった屋内の遊び場整備に係ります基本計画

の策定に係ります予算を計上させていただいております。  

それは議決が通れば、早速７月からそういった作業を進めさせて

い た だ い て 、 今 年 度 末 に は 、 今 申 し 上 げ ま し た 屋 内 の 基 本 計 画 と
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 あ わ せ て 、 そ う い っ た 皆 さ ん 、 議 員 さ ん な り 、 ま た 遊 び 場 の 主 役

で あ り ま す お 子 さ ん の 、 そ う い っ た お 声 も お 聞 き し な が ら 年 度 末

にはまとめさせていただきたいと考えております。  

議   長  河本議員。  

  ７番   年度末ということで、本当に住民のためになるような計画 が出て

くることを期待しております。  

にじいろパークに隣接しているビオトープについてなんですけど

も 、 以 前 、 髙 橋 議 員 が 再 整 備 と か 利 活 用 に つ い て 質 問 を し て い ま

し た 。 し か し 、 質 問 か ら 数 年 が 経 過 し て い る と 思 う ん で す が 、 再

整備や利活用について何の進展も感じられません。  

現状、ビオトープの看板もなくなりまして、あの場所が一体何の

目 的 で 、 誰 の 管 理 で 存 在 し て い る の か が 分 か ら な く な っ て い ま す 。  

町行政が方向性、計画をしっかり町民に示していくべきだと考え

ますが、行政の考えを伺います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  ビオトープについては、平成１５年度に県の中山間地域総合整備

事業において整備され、メダカやザリガニ、多種多様なカエルが生

息し、これらの生き物と触れ合うことのできる場所として親しまれ

てきましたが、整備から２０年が経過し、設備の老朽化により危険

な状態となったため、近年は立入禁止区域として使われていない状

況となっております。  

今後は、町が進めている子どもの遊び場づくりを進める上で、専

門 家 や 住 民 の 声 を 聞 き な が ら 、 利 活 用 の 方 策 等 を 検 討 し て ま い り

ます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   そういったことも年度末には出てくるんですかね 、どうなんでし

ょうか。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  失礼しました。  

基本計画策定に当たりましては、一応各アドバイザー というんで

す か 、 専 門 の ア ド バ イ ザ ー の 助 言 を い た だ き な が ら 、 ま た 子 ど

も ・ 子 育 て 会 議 の そ う い っ た 委 員 さ ん 、 先 ほ ど 申 し 上 げ ま し た が 、

子 供 た ち の 意 見 を 聞 き な が ら 進 め さ せ て い た だ き た い と い う ふ う
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 に考えてございます。  

ビオトープ、当然そういった専門の方もいらっしゃいますんで、

そ う い っ た 方 々 の 意 見 を 求 め さ せ て い た だ い て 、 具 体 的 な 計 画 ま

だ 上 が っ て き ま せ ん 。 ち ょ っ と 時 間 的 な こ と も ご ざ い ま す ん で 、

計 画 で き な い と 思 い ま す が 、 方 向 性 、 そ う い っ た も の を 示 さ せ て

いただければと考えてございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   子供が利用しているにじいろパークに隣接しているんですよ、ビ

オトープって。そこで立入禁止で危険な場所として、そこ看板なり

何なりを置いているわけじゃないですか。そういう場所が、いつま

でも放置されてるとおかしいで しょ、どう考えても。  

これは早期に計画をつくって再整理するなり、方針を示していか

な い と 、 本 当 に い い も の は つ く っ て い け な い と 思 う ん で す け ど 、

その辺はどう考えますか。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  今ほどの件でございますが、立入禁止区域ということでございま

すんで、子供の安全安心を考えると早急な対応が必要かと思います。  

しかし、どの程度の整備が必要かということもちょっと改めて検

討 せ な あ か ん と 思 い ま す の で 、 ち ょ っ と お 時 間 を い た だ い て 、 今

現 在 、 立 入 禁 止 、 そ う い う 状 況 で あ れ ば し っ か り そ う い っ た 区 域

を 、 継 続 し て 禁 止 区 域 と し て 管 理 を し て い き た い と 考 え て ご ざ い

ます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   ぜひ早急な検討と対策やっていただきたいですね 。もう髙橋議員

の質問からも何年も経ってると思うんですけども、放置されている

ような状況なので、そこは真剣に受け止めて再整備なりするという

ことを早急に決めていただきたいと思います。  

休日や祝日になると、私も子供を連れて他市町の施設を利用した

り す る ん で す け ど も 、 子 育 て 世 代 や 孫 を 連 れ た 高 齢 者 の 家 族 を 見

る と 、 ほ ほ 笑 ま し さ や に ぎ わ い な ど 、 そ の 市 町 の 活 気 、 子 育 て 政

策に対する力の入れ具合などを感じます。  

美浜町総合運動公園を、そういったまちの活気とか、子育て政策

に 対 す る 力 の 入 れ 具 合 を 示 す 、 そ う い っ た 場 所 に し て い く べ き だ
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 と 私 は 考 え る ん で す が 、 行 政 は ど う い っ た 方 向 性 を 考 え て い る の

か伺います。  

議   長  生涯学習推進課長。  

生涯学習推進課長  美浜町総合運動公園は、名勝三方五湖の一つ、久々子湖や緑豊か

な自然に囲まれたすばらしいロケーションを誇る施設であります。

また、湖周には、サイクリングコースやランニング、ウオーキング

やローイングが楽しめる設備も整っており、公園を見下ろす丘陵地

には、自然や健康、野菜などに親しめる園芸ＬＡＢＯのほか、こる

ぱも整備されております。  

こうした優れた景観や機能などを、特色を生かして、食や癒やし、

健 康 づ く り や ス ポ ー ツ な ど を 通 じ た 新 た な 安 ら ぎ を 感 じ さ せ る 場

所としての利活用が進むよう努めてまいります。  

議   長  河本議員。  

  ７番   ぜひ答弁にあったように利活用を進めていただきたいと思います。

本当に、危険な場所を放置するというのはあり得ないことなので、

迅速に進めていっていただきたいと思います。  

次に、三方五湖、久々子湖周辺の環境について質問していきます。  

私は毎回、公務などがないときには三方五湖一斉清掃に議員枠で

参加しております。  

今回、４月２３日に行われた三方五湖一斉清掃で、運動公園から

水 神 公 園 ま で 湖 岸 を 清 掃 い た し ま し た が 、 例 年 に 比 べ て 非 常 に ご

みが少なかったことに驚いております。  

ご み が 少 な い 環 境 に な っ て い る こ と は 、 地 元 住 民 や 漁 協 組 合 の

方 々 な ど 、 日 々 の 努 力 の お か げ だ と 思 っ て い る わ け で す が 、 三 方

五 湖 一 斉 清 掃 に 取 り 組 む 行 政 と し て 、 三 方 五 湖 、 久 々 子 湖 周 辺 の

環境について感じることを伺います。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 三 方 五 湖 、 そ れ か ら 久 々 子 湖 周 辺 の 環 境 に つ い て の 感

じることということでお尋ねをいただいたわけでございますけども、

周囲に海や山を配し、多様で豊かな自然あふれる三方五湖でござい

ますけども、国の名勝であります。また、日本農業遺産の認定やラ

ムサール条約湿地に指定されるなど、全国的にも、また世界的にも

高く評価をされます我々の誇れる貴重な財産、そして宝であるとい
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 うふうに考えてございます。  

このかけがえのない豊かな自然を、これは未来にしっかりと引き

継 ぐ た め に 、 県 や 町 、 地 元 関 係 団 体 等 に よ り 組 織 を さ れ ま し た 三

方 五 湖 保 全 対 策 協 議 会 や 、 三 方 五 湖 自 然 再 生 協 議 会 が 中 心 に な り

ま し て 、 こ こ ４ ０ 年 来 、 環 境 対 策 に 係 り ま す 専 門 的 な 検 証 や 研 究

を は じ め 、 清 掃 活 動 や 自 然 護 岸 の 再 生 、 伝 統 漁 法 の 伝 承 、 シ ジ ミ

等 の 生 育 環 境 の 保 全 整 備 な ど 、 熱 心 な 活 動 が 続 け ら れ て い る と こ

ろでございます。  

また、御質問の冒頭にございました三方五湖の一斉清掃でござい

ま す け ど も 、 こ れ は 毎 年 ２ 回 、 美 浜 町 と 若 狭 町 、 両 町 で 実 施 を し

て い る 活 動 で ご ざ い ま す 。 議 員 も 御 参 加 を い た だ い て お り ま し た 。  

この４月２３日でございますけども、各種団体や 美浜中学校のボ

ー ト 部 の 生 徒 た ち を は じ め 、 こ れ は 両 町 で 計 ２ ２ 団 体 と 、 約 ２ ４

０名の多くの方々に御参加をいただいたところでございます。  

また、三方五湖の自然再生協議会では、三方五湖子どもラムサー

ル ク ラ ブ の 活 動 を 通 じ 、 次 代 を 担 う 子 供 た ち に 三 方 五 湖 の 自 然 体

験 活 動 や 環 境 学 習 な ど 、 楽 し く 自 然 と 文 化 を 学 ぶ 取 組 も 行 っ て い

るところでございます。  

これからも、自然豊かな我々の宝でございます 三方五湖を守り、

未 来 に 引 き 継 い で い く た め 、 こ う し た 保 全 活 動 を 通 し て 一 人 一 人

が 三 方 五 湖 の 環 境 保 全 の 重 要 性 を 肌 で 感 じ て い た だ け る よ う 、 ま

た 多 く の 町 民 や 環 境 保 全 団 体 、 関 係 機 関 と 連 携 協 力 し な が ら 、 保

全 活 動 や 環 境 意 識 の 啓 発 醸 成 に 努 め て ま い り た い と い う ふ う に 考

えているところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   近年、コロナ禍の状況で釣り客など、久々子湖を利用する町外の

人が減少していたということもありまして、ごみの量が少なくなっ

ていたかもしれませんが、コロナウイルスの規制状況が緩和されま

して、三方五湖、久々子湖を利用する人が増えれば、それに伴いご

みの量が増えることが予想されます。  

釣り客、観光客など利用者への啓発、注意喚起などの対策はしっ

かり考えられているのかどうか 伺います。  

議   長  住民環境課長。  
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 住民環境課長  こちらは私から回答させていただきます。  

三方五湖一斉清掃におきまして、平成２９年から３０年に改修さ

れ ま し た ご み の 量 は 約 ６ ０ ０ キ ロ 前 後 で 推 移 を し て お り ま し た が 、

こ の ４ 月 を 含 め 、 こ こ 数 年 は ２ ０ ０ キ ロ か ら ３ ０ ０ キ ロ 前 後 で 推

移しており、以前に比べ減少傾向にあります。  

一方、同時期にレインボーライン訪れた観光客は２８万人から増

加傾向にあり、昨年度は３９万人を超えたところであります。  

新幹線開業も間近に迫り、三方五湖の利用者が増加するものと思

わ れ ま す が 、 世 界 的 な 取 組 で あ る Ｓ Ｄ Ｇ ｓ に よ り 、 環 境 に 対 す る

意 識 も 高 く な っ て き て お り 、 マ ナ ー も 以 前 に 比 べ 改 善 さ れ 、 ご み

のポイ捨てなどが少なくなってきているものと感じております。  

しかし、いまだごみを捨てる方が一定数いることから、若狭町や

県 、 警 察 と 連 携 し な が ら 、 ご み 捨 て 禁 止 の 看 板 を 設 置 し て い る と

ころでございます。  

また、不法投棄など悪質な方に対しては、さらに注意看板や啓発

看 板 の 設 置 に 加 え 、 警 察 と 協 議 し 、 監 視 カ メ ラ 等 の 対 応 も 検 討 し

な が ら 環 境 保 全 対 策 を 進 め て ま い り た い と い う ふ う に 考 え て お り

ます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   引き続き、注意喚起などの対策、しっかり行っていただきたいと

思います。  

久々子湖に集まる水上バイクの問題も、依然として解決できてい

ない問題が残っております。  

私、４日に福井県春季総合体育大会のボート競技の決勝を見てい

た ん で す け ど も 、 旧 北 小 学 校 の 裏 か ら 水 上 バ イ ク を 下 ろ し て 遊 ん

で い た 人 た ち が 、 大 会 運 営 者 の 言 う こ と を 聞 か ず に ボ ー ト コ ー ス

内 に 侵 入 し て き た の で 、 決 勝 レ ー ス が 一 時 ス ト ッ プ す る と い う と

こ ろ を 見 ま し た 。 事 故 が 起 こ っ て か ら で は 遅 い の で 、 水 上 バ イ ク

の対策も引き続き強化していってもらいたいと思います。  

久々子湖周辺の整備については、以前 、町行政が水神公園や寺山

公 園 の 再 整 備 計 画 に 向 け た 調 査 を 行 っ て い た こ と を 記 憶 し て お り

ますけども、再整備計画は全く進んでいませ ん。  

水神公園や寺山公園はサイクリングコース内にあります。景観の
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 整 備 や 彫 刻 の 森 ビ エ ン ナ ー レ に 再 び 光 を 当 て れ ば 、 立 ち 寄 る ポ イ

ントとして有効活用できると考えます。  

行政は水神公園や寺山公園、彫刻の森ビエンナーレの活用をどう

考えているのか、考えを伺います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの御質問に関しては、私のほうからお答えをさせていた

だきたいと思います。  

寺山公園と彫刻の森につきましては、過年度に町内団体から再 整

備 を 求 め る 声 が あ り 、 町 で は 、 ま ず 寺 山 公 園 が 名 勝 三 方 五 湖 の 第

１ 種 地 域 に 指 定 さ れ て い る こ と か ら 、 再 整 備 に 向 け 、 県 文 化 財 担

当 局 と 県 文 化 財 保 護 委 員 会 の 審 議 委 員 と 共 に 現 地 調 査 を 実 施 い た

し ま し た 。 そ の 結 果 、 樹 木 の 種 類 や 幹 の 太 さ に 至 る ま で 、 非 常 に

厳 し い 、 厳 格 な 伐 採 制 限 が ご ざ い ま し て 、 再 整 備 に つ い て は 断 念

せ ざ る を 得 な い と い う 状 況 に な っ て お り ま し て 、 現 在 は 、 久 々 子

区 の 皆 様 に 委 託 す る 中 で 草 刈 り の 管 理 を 行 っ て い た だ い て い る と

ころでございます。  

町では、水神公園と寺山公園は、地域の住民、またゴゴイチサイ

ク リ ン グ で 周 遊 さ れ る 方 に と っ て も 憩 い の 場 所 と し て 有 効 な ス ポ

ッ ト で あ り 、 貴 重 な 資 源 で あ る と 認 識 し て お り ま す の で 、 今 後 と

も 地 元 、 久 々 子 区 の 協 力 を い た だ き な が ら 、 自 然 景 観 に 配 慮 し な

が ら 維 持 管 理 に 努 め て い き た い と い う ふ う に 考 え て い る と こ ろ で

ございます。  

以上です。  

議   長  河本議員。  

  ７番   結局は、再整備の計画はもう頓挫してしまっているということな

んですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  今ほど申し上げましたとおり、県文化財担当局と県 文化財の保護

委員会の審議委員さんのお言葉から、厳格な制限というのが、先ほ

ど申し上げましたけども、胸の高さで直径５センチ以上、また、幹

の太さが１５センチ以上の樹木を切ってはいけませんよと。それの

ほかにもまだいろいろな細かい制限もあるんですけども、そういう

厳しい条件がある中、計画を断念せざるを得なかったということで
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 ございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   それだけ厳格な制限があるのに何であの場所が整備できたのかと

いう疑問はあるんですけど、何で整備したときは可能だったんです

か。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  当初整備した平成２年、３年か、もっともっと前になるかもしれ

ないんですけど、私ちょっと存じ上げないんですけども、その頃は

今の規制よりも恐らく緩かったというようなことになるかなと思う

んです。はっきりと申し上げられませんけども、そういうことでご

ざいます。  

以上です。  

議   長  河本議員。  

  ７番   一度整備しているわけですから、年月がたつにつれて道も通れな

くなってきたりとか、その保全というのは絶対に必要になってくる

と思うんですけども、そういったところで整備したときよりも木が

伸びるのは当たり前のことなので、それは景観維持するための一定

の努力はしていかなくちゃいけないと思うんですけども、それが規

制されるというのはかなり問題があるんで、県の取組とかも言って

いましたけども、やはり国の協力というのが非常に重要になってく

るとは思うんですけども、地元、議会としても、私議員になってか

ら６年ぐらいたちますけども、６年前から竹仲議員はこのビエンナ

ーレの再整備のことについてずっと質問してきたという経緯も見て

きましたけども、何とかやりたいと行政のほうは答弁もしてきたよ

うに思うんですけども、全く現在は計画が頓挫しているというのは、

議会としても要望を強めなくちゃいけないし、行政としても国のほ

うに再整備を根強く要請していくべきなんじゃないでしょうか、ど

うなんでしょうか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  今ほども申し上げましたが、寺山公園は 名勝三方五湖の第１種地

域に指定されているため、樹木の伐採制限があって、大幅な整備に

ついては困難な状況ということでございます。  

今後も景観を損なわないように配慮しながら、久々子区の方々に
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 こ の 辺 の 掃 除 と か 草 刈 り 等 を 実 施 し て い た だ き ま し て 、 利 用 者 の

方 が 寺 山 公 園 ま で 登 る こ と が で き る よ う な 、 そ う い う 整 備 は 進 め

ていきたいというふうに考えるところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   困難さを理由にしていたら、多分ずっとできないと思うんですよ。  

どうやったらできるかということを考えていかなければいけない

ん で 、 そ れ は 規 制 な り を 緩 め て も ら う と か 、 そ う い っ た 要 望 活 動

を 繰 返 し や っ て い か な け れ ば 道 は 開 け な い と 思 い ま す ん で 、 そ の

辺 は 議 会 と し て も 注 視 し て い く 必 要 は あ る で し ょ う し 、 行 政 と し

ても努力していただきたいと思います。  

次に、美浜町レイクセンターについて質問いたします。  

４月１２日に美浜町レイクセンターが装いを新たに再開されまし

た。  

６月定例会の開会日に町長挨拶で本格稼働には至っていないとい

う こ と が 明 ら か に さ れ ま し た が 、 ど う い う 状 況 下 に あ る ん で し ょ

うか。  

オープンからもうすぐ２か月、センターの入込客など 、オープン

後 の 経 過 状 況 に つ い て 町 行 政 は ど の よ う に 捉 え て い る の か 、 考 え

を伺います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの御質問に関しては、私のほうからお答えさせていただ

きたいと思います。  

電気推進遊覧船は、現在、１隻で１日当たり５便の運行をしてい

ると こ ろ でご ざ い ます 。 開 業か ら ５ 月末 ま で に約 １ ,１ ００ 人 の 方

に御利用いただいております。  

乗船者の状況を見てみますと、ゴールデンウイークの好天時は全

便 が ほ ぼ 満 席 状 態 と い う こ と で ご ざ い ま し た け ど も 、 そ れ 以 外 の

日 は 、 天 候 に 左 右 さ れ る こ と も あ り ま し て 、 空 席 が 目 立 つ 状 況 と

い う ふ う に な っ て お り ま す 。 ま た 、 施 設 内 の カ フ ェ で は 、 地 元 の

ジビ エ を 使っ た ホ ット ド ッ クや 飲 物 を提 供 し てお り ま して 、 約 ２ ,

７００人の利用者の方がおられました。  

美浜町レイクセンターは、電池推進遊覧船だけではなく、ペダル

ボ ー ト や 湖 面 や 景 観 を 望 め る ウ ッ ド デ ッ キ 、 人 が 集 う に ぎ わ い 広
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 場 、 さ ら に 、 湖 を 周 遊 す る ゴ コ イ チ を 巡 る レ ン タ サ イ ク ル 等 が あ

り 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン に 並 ぶ 観 光 の 拠 点 施 設 で 、 観 光 ポ テ ン シ ャ

ルの高い施設であるというふうに考えております。  

しかしながら、そうした魅力が広く周知されていないことから、

若 狭 美 浜 観 光 協 会 や 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ と 一 体 と な り ま し て 、 北 陸 新

幹 線 敦 賀 開 業 を 見 据 え 、 首 都 圏 は も と よ り 、 北 陸 新 幹 線 沿 線 、 ま

た 、 中 京 関 西 圏 へ の 出 向 宣 伝 や 大 手 旅 行 会 社 等 へ の 営 業 活 動 も 今

年度は強力に進めていきたいというふうに考えております。  

また、今年の秋には２隻体制での営業が可能となりますので、運

営 主 体 で あ る 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ で は 、 運 航 体 制 を し っ か り と 整 え る

と と も に 、 運 航 コ ー ス の 拡 充 や サ イ ク リ ン グ と の 連 携 を 図 る な ど 、

魅 力 の 向 上 に 努 め る こ と と し て お り 、 町 で は 、 道 の 駅 や 周 辺 の 観

光 施 設 と 周 遊 連 携 を 図 る こ と で 、 多 く の 方 々 に 御 利 用 い た だ け る

よう努めてまいりたいというふうに考えております。  

以上でございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   １隻しか今のところ運行してないということなんですけ れども、

１隻目は電池推進遊覧船の実証船やと思うんですけどね。あと商用

船の建設というのが進められていたと思うんですけども、それは実

際のところ遅れているような状況なんでしょうか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいま大津の造船所で２隻目の遊覧船については建造している

ところなんですけども、この秋にはこちらのほうに届いて、それで、

秋からはレイクセンターのほうで２隻で同時に運航できる体制を取

りたいなというふうに考えているところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   建設は議会で可決しとるのでそれは分かるんですけども、この秋

から２隻体制でやるというのも今の答弁で分かるのですが、その計

画自体が遅れているのかどうかと聞いているんです。計画どおり進

んで秋からなのか。どうなんですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  当初の計画では４月から２隻体制ということであったんですけど

も、どうしても２隻目の建造が諸般の事情で間に合わなかったとい
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 うこともありまして、この９月から２隻体制で動くような形で進め

ていきたいというふうに考えているとこ ろでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   諸事情で遅れているというんですけど、その諸事情を詳しく知り

たいんです。何で遅れているのか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  大きくは、ウクライナの戦争でありますとかコロナの。海外から、

船の部品がないのは通信機器に当たる部分で、モーターとインバー

ターの部分が不足しておるんです 、届いていないんです。  

ですので、それを海外から輸入することもあって、今ほど申し上

げ ま し た 戦 争 の 影 響 で あ り ま す と か コ ロ ナ の 影 響 も 大 き い の か な

と 思 わ れ る ん で す け ど も 、 そ れ で 、 今 年 度 ち ょ っ と 遅 れ て 建 造 を

進 め て い る と い う よ う な 状 況 で ご ざ い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い

いたします。  

議   長  河本議員。  

  ７番   電池推進遊覧船の乗船客というのは、当初の見込みと比べて、こ

の １ ,１ ０ ０ 人 と い う の は 多 い と 感 じ て い る ん で し ょ う か 。 そ れ と

も、当初の目標と比べたら少ないような状況なのか、そのあたりは

どう評価しているんですか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  それでは、ただいまの質問に対して、私のほうから御答弁させて

いただきたいと思います。  

指定管理者の当初計画では、電池推進遊覧船の乗船者数につきま

し て は 、 ２ 隻 体 制 で ４ 月 か ら １ 日 計 ８ 便 と い う 形 で 運 航 し て 、 レ

イ ン ボ ー ラ イ ン 利 用 者 の ２ ０ ２ ５ 年 目 標 ５ ０ 万 人 の 約 １ 割 、 年 間

で４ 万 ８ ,０ ００ 人 の乗 船 客 を見 込 ん でお り ま した が 、 開業 し て か

ら５月までで約１ ,１００人の乗船となっております。  

指定管理者である三方五湖ＤＭＯでは、福井県年縞博物館や若狭

三 方 縄 文 博 物 館 と 連 携 し 、 遊 覧 船 の 乗 船 や 観 覧 料 等 を 割 引 す る

「 Ｌ ａ ｋ ｅ  Ｓ ｕ ｉ ｇ ｅ ｔ ｓ ｕ 」 キ ャ ン ペ ー ン を 実 施 す る な ど 、

地域事業者と連携した取組も実施 しているところでございます。  

現状ではまだまだ十分な効果は現れておりませんが、今年の秋に

は ２ 隻 目 の 運 航 も 開 始 す る 予 定 で 、 将 来 、 若 狭 町 の 海 山 地 区 に 寄



 

－59－ 

 港 す る 航 路 の 開 拓 な ど 、 ま だ ま だ 電 池 推 進 遊 覧 船 は 伸 び し ろ が あ

るというふうに考えるところです。  

町では、目標に向けて首都圏や北陸新幹線、また、海外からの窓

口 で あ る 空 港 に お い て 広 告 を 行 い ま し て 、 さ ら に 三 方 五 湖 Ｄ Ｍ Ｏ

や 若 狭 美 浜 観 光 協 会 と 共 に 、 国 内 外 を 問 わ ず 強 力 に 誘 客 活 動 を 展

開 し 、 多 く の 観 光 客 が 集 う 場 と な る よ う 努 め て い き た い と い う ふ

うに考えております。  

以上でございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   まだ２隻体制というのも実現していませんし、十分な 効果が現れ

ていないということなんですけども、やはりレイクセンターも運営

している状況を考えますと、やっぱり運営に支障がない程度の乗船

客数は確保していかなければいけないと思うんですが、本当に運営

に今支障がない程度の乗船客を確保していくという見通しは立って

いるんでしょうかね。どうなんでしょうか。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの質問に対しても、私のほうから御答弁させていただき

たいと思います。  

電池推進遊覧船に御乗船いただいた方からは、電池推進遊覧船は

音 が 静 か で 乗 り 心 地 も よ く 、 三 方 五 湖 の 景 観 も す ば ら し い ね 。 ま

た 、 ガ イ ド さ ん が 三 方 五 湖 や 浦 見 川 、 そ し て 、 湖 に 生 息 す る 野 鳥

の ア ナ ウ ン ス も と て も 分 か り や す い と い う よ う な 御 好 評 を い た だ

い て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 観 光 資 源 と し て の ポ テ ン シ ャ ル が

高 く 、 三 方 五 湖 の 自 然 に 調 和 し た す ば ら し い 施 設 で あ る と い う ふ

うな評価もいただいているところでございます。  

しかしながら、こうした利点を生かせず、まだまだ利用者が目標

に 達 し て い な い 状 況 に あ り ま す の で 、 関 係 団 体 が 一 体 と な っ た 出

向 宣 伝 に 努 め る ほ か 、 イ ベ ン ト の 開 催 に よ る 誘 客 や レ イ ン ボ ー ラ

イ ン 、 ま た 、 周 辺 の 観 光 施 設 と の コ ラ ボ に よ る 周 遊 連 携 を 促 進 し

ま し て 、 利 用 者 の 増 加 を 図 っ て ま い り た い と い う ふ う に 思 っ て お

ります。  

また、レイクセンターはサイクルステーションとしての機能もあ

り ま す 。 ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク に は 多 く の サ イ ク リ ス ト が 来 場 さ れ
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 ま し た 。 現 在 、 県 や 嶺 南 市 町 、 各 観 光 協 会 と 共 に 、 国 の ナ シ ョ ナ

ル サ イ ク ル ル ー ト の 指 定 に 向 け 環 境 整 備 を 行 っ て お り ま す が 、 今

後 、 三 方 五 湖 を １ 周 す る ゴ コ イ チ を 含 め 、 サ イ ク リ ス ト が 集 う 場

所としても機能を充実、強化してまいります。  

このような収益につながる取組を、運営主体である 三方五湖ＤＭ

Ｏ と 共 に 強 力 に 展 開 す る な ど 、 持 続 的 な 運 営 体 制 の 構 築 に 向 け ま

し て 、 し っ か り と 取 り 組 ん で ま い り た い と 思 う と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

以上です。  

議   長  河本議員。  

  ７番   やっぱり整備したからには効果が現れるようにやっていただきた

いと思いますし、私はどちらかというとレイクセンターの整備には

反対してきた側ですから、ほれ見たことかみたいなことを言われな

いように努力することが非常に重要だと思っています。一旦整備し

たものですから、それを有効に活用して、町民のためになるような

取組を継続していただきたいと思います。  

レインボーラインとレイクセンターの連携を考えますと、美浜側

か ら す れ ば 、 県 道 の ２ １ ４ 号 線 、 日 向 郷 市 線 が レ イ ン ボ ー ラ イ ン

に 続 く 入 り 口 の よ う な 主 要 道 路 に な っ て い ま す 。 日 向 郷 市 線 沿 い

の 観 光 ス ポ ッ ト は 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン を 含 め た 三 方 五 湖 周 辺 の 周

遊 観 光 に と っ て も 重 要 な と こ ろ で あ り ま し て 、 レ イ ク セ ン タ ー は

日向郷市線の主要拠点になります。  

レインボーライン、サイクリングコースを含めたその周遊観光、

日 向 郷 市 線 の 拠 点 と し て 、 今 後 の 展 望 を ど の よ う に 考 え て い る の

か、考えを伺います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  私のほうから、今の御質問に対して御回答させていただきたいと

思います。  

町では、レイクセンターを三方五湖における周遊観光の拠点とし

て お り ま し て 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン を は じ め 、 ナ シ ョ ナ ル サ イ ク ル

ル ー ト や 三 方 五 湖 を 周 遊 す る ゴ コ イ チ を つ な ぐ 路 線 と し て 、 県 道

日 向 郷 市 線 は 観 光 利 用 に 資 す る 重 要 な 道 路 で あ る と い う ふ う に 考

えております。  
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 また、町ではこの路線を観光道路としても位置づけておりまして、

沿 道 を 美 し い 花 で 飾 る お も て な し 道 路 と し て 、 県 と 共 に さ ら な る

景観向上に努めることとしております。  

さらに、三方五湖周辺の観光施設を周遊する上で、道路線形及び

狭 窄 部 の 改 良 、 ま た 、 舗 装 改 良 等 を 県 に 要 望 し て お り 、 多 く の 観

光 客 が 心 地 よ く 、 安 全 ・ 安 心 に 通 行 で き る よ う 努 め て ま い り た い

というふうに思います。  

以上でございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   日向郷市線は県道なので県の事業だとは思うんですけども、今年

度に入り、歩道や交差点の一部が舗装修繕されました。大型車両も

通るので、全体的に傷んでいる 箇所がまだまだ多くあります。  

また、サイクリングコースとしても、凸凹や水たまりができるよ

う な 場 所 が 多 い と 、 サ イ ク リ ン グ コ ー ス の 魅 力 や レ イ ク セ ン タ ー 、

ま た 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン に た ど り 着 く ま で の 魅 力 が 損 な わ れ て し

まいます。  

主要な観光道路であるため、今後も計画的な 舗装修繕計画という

も の が あ る の か 、 先 ほ ど 県 に も 要 望 し て い る と お っ し ゃ っ た ん で

す が 、 県 か ら 聞 い て い る 事 業 計 画 も 含 め て 、 そ の 辺 の 状 況 を 伺 い

ます。  

議   長  土木建築課長。  

土木建築課長  この件につきましては、私のほうから御答弁させていただきます。  

県道日向郷市線につきましては、観光地を結びます観光おもてな

し 道 路 と し ま し て 、 ま た 、 ド ラ イ ブ や サ イ ク リ ン グ な ど 道 路 利 用

者 か ら の 景 観 に 対 す る 期 待 度 が 大 き い 松 原 交 差 点 か ら 水 神 公 園 ま

で の 区 間 を シ ン ボ ル ロ ー ド と し て 位 置 づ け 、 手 厚 い 維 持 管 理 を 行

っ て い た だ く よ う 、 こ れ ま で か ら 県 に 要 望 を し て ま い っ た と こ ろ

でございます。  

また、シンボルロード区間におきましては、これまで２０年以上

に わ た り ま し て ５ ８ 団 体 に も 及 ぶ 地 元 住 民 に よ り 、 お も て な し 美

観 活 動 と し て 、 花 壇 の 管 理 や 清 掃 に よ る 美 化 活 動 が 行 わ れ て お り 、

こ の 取 組 は 、 県 と 町 が 苗 代 や 肥 料 代 を 負 担 し 、 参 加 団 体 が 花 壇 の

管 理 を 行 っ て い た だ く も の で 、 協 働 の ま ち づ く り を 実 践 す る た め
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 の 取 組 と も な っ て お り ま す 。 こ の 活 動 資 金 に つ き ま し て も 、 重 ね

て要望しておるところでござい ます。  

そのような中、県は、県内主要観光地に向かいます道路等を安全

で 快 適 に 利 用 で き る よ う 整 備 を 行 い ま す 北 陸 新 幹 線 開 業 に 向 け た

お も て な し 景 観 対 策 事 業 を 本 年 度 の 新 規 重 要 施 策 と し て 予 算 化 を

されております。  

県道日向郷市線におけます維持管理計画を県のほうに確認しまし

た と こ ろ 、 本 年 度 に 入 り 実 施 い た し ま し た 久 々 子 地 係 で の 舗 装 ・

補 修 工 事 や 、 ロ ー ド ス イ ー パ ー に よ り ま す 街 渠 清 掃 作 業 に 続 き ま

し て 、 今 後 、 松 原 地 係 及 び 日 向 地 係 で の 舗 装 ・ 補 修 工 事 や 、 久 々

子 地 係 バ イ パ ス 区 間 に お け ま す 側 溝 の り 面 及 び 植 樹 ま す へ の 防 草

シ ー ト 敷 設 工 事 を 、 新 規 事 業 で あ る こ の お も て な し 景 観 対 策 事 業

を 活 用 し て 工 事 を し て い た だ く と い う ふ う に 計 画 を お 聞 き し て お

るところでございます。  

議   長  河本議員。  

  ７番   これからも道路や歩道の部分、景観維持するために、県への要望、

町からも強く求めていっていただきたいと思います。  

先ほどもごみの話をしたんですけども、やはり観光客が増えれば

投 棄 の ご み が 増 え て ま い り ま す 。 観 光 客 の 心 理 と し て 、 捨 て る 場

所 が な い か ら ご み を 投 棄 す る と い う こ と が 起 き て い る よ う な 状 況

もあります。  

近年、厳しい経営を迫られる観光施設の管理運営上の課題から、

ご み 箱 を 設 置 せ ず に ご み の 持 ち 帰 り を お 願 い す る 観 光 施 設 が 増 え

て い ま す が 、 ご み 箱 に ご み を 捨 て る 環 境 が 減 少 し て い る こ と が 不

法に投棄されるごみの増加を招いているとも言えます。  

投棄されるごみは観光地の景観を損ない、投棄されるごみがさら

な る 投 棄 ご み を 生 み ま す 。 ご み の 処 分 に は 費 用 は か か り ま す が 、

観 光 に よ る 地 域 づ く り 、 地 域 活 性 化 を 図 る の で あ れ ば 、 観 光 客 が

気 持 ち よ く ご み を 捨 て て 帰 れ る 、 そ ん な 環 境 を 整 備 す る こ と で 、

投 棄 さ れ る ご み の 軽 減 や 人 を 呼 び 込 む ツ ー ル に つ な が る こ と を 考

えていくべきだと思います。  

レイクセンターなど美浜町の主要な観光拠点には、観光客が気持

ち よ く ご み を 捨 て て い け る よ う な 環 境 を 整 備 す る べ き だ と 思 い ま
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 すが、行政の考えを伺います。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの御質問には、私のほうから御答弁させていただきたい

と思います。  

観光地におけるごみの処分につきましては、 各自が持ち帰るとい

うことがマナーとなりつつあります。  

その中で、町内の観光施設におきましては、管理上、屋内を中心

に最小限のごみ箱を設置しているところでございます。  

御指摘の観光客の増加による投棄ごみの懸念につきましては、今

後 の 状 況 を 注 視 し 、 観 光 客 に 不 快 な 思 い を 持 た れ な い よ う に 努 め

てまいりたいというふうに思っているとこ ろでございます。  

以上です。  

議   長  河本議員。  

  ７番   観光客を呼び込んで、観光立地として商売が成り立つように観光

客数を伸ばしていこうと考えるのであれば、投棄されるごみの問題

を考えないわけにはいかないですよ。従来からの原則持ち帰りとか

いう発想のままでは、問題は解決していきません。  

管理運営する行政の視点から考えたら、観光客が持ち込むごみの

処 分 な ん て い う の は 、 手 間 と コ ス ト が か か る か ら 原 則 持 ち 帰 っ て

い た だ く と い う 発 想 か ら 、 や っ ぱ り 抜 け 出 せ な い ん だ と い う ふ う

に 思 い ま す 。 し か し 、 や っ ぱ り ル ー ル を 守 る 人 と 守 ら な い 人 と い

う の が 必 ず 出 て く る の で 、 そ う い っ た と こ ろ で は 、 や は り ル ー ル

を 守 ら な い 人 が 、 ご み を し っ か り ご み 箱 に 捨 て て い く と い う 環 境

は 整 備 し た ほ う が 、 結 果 的 に は 町 の 景 観 を 維 持 で き る 、 損 な わ な

い取組ができるんじゃないかというふうに私は考えております。  

観光客が増えれば、現実に投棄されるごみは 増えるんですから、

そ の ご み を ど う し た ら 効 率 よ く 回 収 で き る か と か 、 ご み を 焼 却 す

る 熱 資 源 な ど に 有 効 活 用 で き な い か な ど 、 景 観 を 生 か し た 観 光 立

地 を 目 指 す と い う こ と で 、 観 光 客 が ご み を 捨 て て 帰 れ る 場 所 、 ま

た 、 観 光 客 が 必 ず 最 後 に 立 ち 寄 る よ う な 拠 点 を し っ か り 確 保 し て 、

不 法 に 投 げ 捨 て ら れ る ご み の 量 を 減 ら し て い っ て も ら い た い と い

うことを最後に申し上げまして、私の一般質問を終わります。  

議   長  以上で、河本議員の一般質問を終わります。  
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 これより休憩いたします。  

引き続き、一般質問は午後１時から開会いたします。よろしくお

願いいたします。  

御苦労さまでした。  

 

（休憩宣言  午前１１：４７）  

（再開宣言  午後  １：００）  

 

議   長  再開いたします。  

休憩前に引き続き、一般質問を行います。  

次に、９番、川畑忠之議員の一般質問を許します。  

川畑議員。  

  ９番   先月の５月の５日、午後２時４２分頃に石川県で震度６強の地震

が発生しましたが、関西電力によると、福井県内の美浜、大飯、高

浜原発に異常は確認されていないという報道があり、無事故でよか

ったと思っているところです。美浜町においても明日は我が身のと

ころであるため、災害に対しては常に慎重で、有事のときに素早く、

どのように動けるかを心がけたいと思っています。  

そういうことで、地元区長の要望もあり、防災士の資格を取ろう

と 思 い 、 昨 年 の １ ２ 月 に 、 先 輩 議 員 の 﨑 元 議 員 と ２ 人 で 試 験 に 挑

戦 し ま し た 。 副 町 長 も お り ま し た け ど 。 資 格 を 取 る こ と が で き 、

ほっとしております。  

これからは、災害に対しては、地元区と町との連携を密にして、

安 心 ・ 安 全 な ま ち を 維 持 す る た め に 日 々 努 力 し な が ら 、 健 や か で

心豊かなまちになるように努力していきたいと思います。  

私の質問はよく弁論大会のように長いと、議員からよく言われま

し た 。 し か し 、 こ の 方 法 で し か 一 般 質 問 が で き な い 性 格 な の で 、

今 回 も 町 長 の 回 答 を お 伺 い す る ま で に は 長 い 質 問 に な り ま す が 、

御容赦のほどよろしくお願いいたします。  

それでは、１番目の国の原子力政策についてを質問いたします。  

昨年の１２月に経済産業省は、従来の方針を転換し、原子力発電

所 の 運 転 期 間 の 実 質 的 な 延 長 や 次 世 代 型 の 原 子 炉 の 開 発 ・ 建 設 を

進める方針案を示しました。  
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 東京電力福島第一原発の事故から１２年が経過した今、この方針

転 換 の 是 非 と 今 後 の エ ネ ル ギ ー 政 策 に つ い て 、 国 で 議 論 さ れ て お

り、日本の原子力政策が大きな転換期を迎えようとしています。  

国は原発の積極活用へ舵を切りました。原発依存度を限りなく軽

減 さ せ る と 明 記 し た エ ネ ル ギ ー 基 本 計 画 の 僅 か １ 年 で の 政 策 転 換

です。  

再生可能エネルギー、原子力など、エネルギー安全保障及び脱炭

素 効 果 の 高 い 電 源 を 最 大 限 活 用 、 ２ ０ ５ ０ 年 に 温 室 効 果 ガ ス の 排

出 量 を 実 質 ゼ ロ と す る カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 実 現 に 向 け 、 ク リ

ーンエネルギー戦略を進めるとしました。  

今回の原発の最大減活用という方針に転換されたわけはなぜなの

か 。 事 の 始 ま り は 、 昨 年 の ２ 月 ２ ４ 日 に ロ シ ア 軍 が ウ ク ラ イ ナ 侵

攻 を 開 始 し ま し た 。 こ の ロ シ ア の ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 に よ っ て 、 エ ネ

ルギー情勢は一変しました。  

電力の需給が逼迫する、あるいはエネルギーの安全保障が世界各

国 で 脅 か さ れ る 、 そ う い う 状 況 の 中 で 、 国 が 責 任 を 持 っ て エ ネ ル

ギ ー ・ 電 力 を 安 定 供 給 し て い く こ と を 果 た し て い か な け れ ば な ら

ないのがあります。  

あわせて、災害が起こる気候変動への対応と言われています。  

気候変動による災害の１回目が、昨年の３月２２日に発生した東

京 エ リ ア に お け る 需 給 逼 迫 で す 。 こ れ は 、 ３ 月 １ ６ 日 に 発 生 し た

福 島 県 沖 地 震 の 影 響 に よ り 、 火 力 発 電 所 で ２ ５ ０ 万 キ ロ ワ ッ ト 分

の火力機が停止し、出力低下してしまいました。  

また、東北電力から東京の電力向けの送配電の運用容量が半減し

て し ま い 、 ２ ３ ０ 万 キ ロ ワ ッ ト 分 が 低 下 し た こ と が 起 こ り ま し た 。  

真冬並みの寒さによる突然の寒波の中で、非常に大幅な増大が起

こ り 、 悪 天 候 に よ る 太 陽 光 の 出 力 が 大 幅 な 減 と な っ て し ま い ま し

た 。 東 京 電 力 管 内 及 び 東 北 電 力 管 内 に 需 給 逼 迫 警 報 が 発 令 さ れ 、

２つの事象が同時発生したことに起因するとのことでした。  

また、２回目が、６月２７日からの東京電力管内を中心とする需

給 逼 迫 が 起 こ り ま し た 。 関 東 甲 信 越 地 方 は 、 観 測 史 上 最 速 の ６ 月

２ ７ 日 に 梅 雨 明 け を し て 、 記 録 的 な 猛 暑 と な っ て し ま い ま し た 。

６ 月 ２ ７ 日 か ら ７ 月 １ 日 ま で 、 東 日 本 大 震 災 以 後 の ６ 月 最 大 需 要
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 量 を 上 回 る 需 要 が 発 生 し た も の で す 。 東 京 電 力 で は 、 管 内 の 市 民

や 町 民 に 対 し て 、 こ の 間 、 節 電 の お 願 い を し な け れ ば な ら な い 状

態となりました。  

このような状態が続いたことにより、原子力発電の動きが強まっ

てきたのです。  

そのほかに原子力発電の動きが強まってきているのは、ウクライ

ナ 危 機 に 加 え 、 円 安 の 影 響 や 、 石 油 や 液 化 天 然 ガ ス 、 石 炭 な ど の

エネルギー価格が高騰していることが背景にあります。  

電気、ガス、ガソリンから食料品や日用品に至るまで、あらゆる

物 価 が 上 昇 し 、 家 計 が 圧 迫 さ れ る だ け で な く 、 コ ス ト 上 昇 を 通 じ

て、国内産業の国際競争力の低下も招いています。  

また、発電などに使用するエネルギーのうち、どれだけ自国内で

確保できたかを示すエネルギー自給率のこともあります。  

２ ０２ １ 年 の 電源 構 成の 内 訳 を 見ま す と、 原 子 力 は６ .９ ％、 火

力は７２ .９％、火力に多くを頼る状況が続いています。  

受給率が低く火力発電への依存度が高ければ、それだけ国際情勢

の 変 化 に よ る エ ネ ル ギ ー 価 格 高 騰 の 影 響 を 受 け や す い の で 、 自 給

率の引上げは急務になっております。  

原子力発電は、燃料を一度装填すると発電を長期間行えるため、

よ い 国 産 エ ネ ル ギ ー と 位 置 づ け ら れ て い ま す 。 総 発 電 に 占 め る 割

合 が 増 え れ ば 、 自 給 率 は 上 昇 し ま す 。 再 稼 働 が 進 み 、 火 力 発 電 の

割 合 が 減 少 す れ ば 、 燃 料 費 の 抑 制 が 期 待 で き る の で す 。 発 電 時 に

地球温暖化の原因であるＣＯ ２ を排出 せず、カーボンニュートラル

実現に向けた有効な脱炭素電源でもあります。  

そのため、１２年前の福島第一原発の事故以降、政府は、原子力

発 電 へ の 依 存 度 を 可 能 な 限 り 低 減 す る と い う 方 針 を 掲 げ て き ま し

た が 、 今 年 、 原 発 を 最 大 限 に 活 用 す る と し た 新 た な 方 針 を 打 ち 出

したのだと感じております。  

その結果、５月３１日、原子力発電所の実質的な６０年超運転を

認 め る 新 た な 運 転 延 長 認 可 制 度 な ど を 柱 と す る Ｄ Ｘ 脱 炭 素 電 源 法

が参議院本会議で、賛成多数により可決、成立しました。  

５つのエネルギー関連法を改正するのは、電気事業法、再エネ特

措法、原子力基本法、原子炉等規制法、再処理法となります。  
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 新制度では、一部の停止期間を運転期間の計算から除外すること

で 、 実 質 ６ ０ 年 を 超 え た 運 転 を 認 め る と し 、 停 止 は 、 中 性 子 に よ

る 原 子 炉 圧 力 容 器 の 劣 化 が 起 き な い こ と が 背 景 に あ り ま す が 、 コ

ン ク リ ー ト や ケ ー ブ ル は 経 年 劣 化 が 進 む た め 、 原 子 力 規 制 委 員 会

が 、 ３ ０ 年 目 以 降 、 最 長 １ ０ 年 ご と に 状 態 を 確 認 す る こ と に し ま

した。  

法案の内容は、東京電力福島第一原発事故後に導入した原則４０

年 、 最 長 ６ ０ 年 と い う 運 転 期 間 の 規 定 を 、 原 子 炉 等 規 制 法 か ら 電

気事業法へ移管することになりました。  

運転延長を経済産業省が認可し、原子力規制委員会による再稼働

審 査 で 停 止 し た 期 間 な ど を 計 算 か ら 除 外 し て ６ ０ 年 を 超 え る 運 転

で き る よ う に す る の が 柱 で 、 事 故 後 の 原 発 政 策 の 転 換 と な る の で

す。  

規制委員会では、運転開始３０年後から、最長１０年ごとに劣化

を確かめることになります。  

原子力基本法で、運転期間の規制は、原子力の安定的な利用を図

る 観 点 か ら 措 置 す る と し 、 原 発 活 用 に よ る 電 力 安 定 供 給 の 確 保 や 、

脱炭素社会の実現を国の責務と明記しました。  

今後の廃炉本格化に対応するため、全国の廃炉を一括管理するほ

か 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 活 用 に 向 け た 送 電 網 整 備 の 支 援 強 化 も 盛

り込んでいます。  

これらの内容から、４０年超運転で稼働中の美浜３号機は、規制

委 員 会 か ら 認 可 さ れ た 。 ６ ０ 年 運 転 に 加 え 、 単 純 計 算 で ７ 年 １ １

か月分の運転期間延長ができる可能性があります。  

そのほかに、各原発に設置が義務づけられたテロ対策の特定重大

事 故 等 対 処 施 設 の 整 備 に よ る 停 止 期 間 が 、 延 長 の 対 象 期 間 と し て

認められる可能性もあるのです。  

町長は、県原子力発電所所在市町協議会の会長として、国の責務

が 明 確 に な り 、 原 子 力 政 策 の 方 向 性 が 示 さ れ た こ と は 意 義 深 い 。

立 地 地 域 の 実 情 に 即 し た 防 災 対 策 や 地 域 振 興 を 着 実 に 進 め て ほ し

いと評価しております。  

言うまでもなく、原子力政策の明確化に向けた大きな一歩だと述

べ て お り ま す が 、 こ の よ う に 、 国 は 原 発 の 積 極 活 動 へ 舵 を 切 り 、
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 原 発 の 最 大 限 活 用 と い う 方 針 に 転 換 さ れ た 原 子 力 政 策 に 対 し て 、

町 長 に と っ て い い こ と な の か 、 ど の よ う に 捉 え て い る の か 、 考 え

をお伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 川 畑 議 員 さ ん か ら 、 昨 今 の 原 子 力 政 策 の 背 景 と 状 況 に

ついて、詳しく御案内をいただいたところでございまして、我々も、

しっかりその内容も含めて受け止めさせていただきたいなというふ

うに考えてございます。  

まずは、国の転換された原子力政策について、どのように考える

かというお尋ねでございます。  

昨今のエネルギー危機を契機に、地球環境問題や地政学的な観点

か ら 、 原 子 力 発 電 の 果 た す 役 割 と 重 要 性 に つ い て 議 論 が 進 ん で お

り 、 今 般 、 そ の 活 用 方 針 や 関 連 す る 法 整 備 な ど 、 遅 滞 な く 、 明 確

に 原 子 力 政 策 の 方 向 性 が 示 さ れ た こ と に 、 エ ネ ル ギ ー 政 策 に 向 き

合う国の強い姿勢を感じているところでございます。  

特に、グリーントランスフォーメーション実現に向けました基本

方 針 や 、 今 国 会 で 成 立 い た し ま し た Ｇ Ｘ 脱 炭 素 電 源 法 で は 、 原 子

力 発 電 の 活 用 に 係 る 国 の 責 務 や 運 転 期 間 延 長 な ど 、 安 全 性 の 確 保

を 大 前 提 に 原 子 力 の 活 用 が 明 確 に さ れ て お り 、 加 え て 、 立 地 地 域

の 実 情 を 踏 ま え た 防 災 対 策 や 地 域 振 興 な ど 、 国 が 前 面 に 立 っ て 取

り 組 む と の 強 力 な 政 策 方 針 が 示 さ れ た こ と は 、 こ れ ま で 本 町 を は

じ め 、 立 地 地 域 が 国 に 対 し て 強 く 要 請 し て い た こ と に 応 え る も の

であると理解をしているところでございます。  

こうした状況の下、将来を見据えた新たな原子力政策を着実に推

進 す る た め に は 、 立 地 地 域 の 振 興 、 そ れ か ら 、 滋 賀 県 に 通 ず る 避

難 道 路 の 整 備 を は じ め と す る 安 全 ・ 安 心 の 最 大 限 の 確 保 な ど 、 立

地 地 域 の 実 情 に 即 し た 伴 走 型 を 基 軸 と す る 政 策 の 推 進 を 強 く 求 め

ていきたい、このように考えているところでございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   町長が以前から述べているのは、２０５０年カーボンニュートラ

ルの実現を目指すに当たり、安全性の確認された４０年超えの発電

所の運転は極めて重要であると。  

美浜町民は、歴史を重ねる中で大きな事故を経験するなど不安を
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 抱 え 、 風 評 被 害 を 受 け な が ら も 、 国 策 に 協 力 し て い く と の 強 い 信

念 と 誇 り を 持 っ て 原 子 力 と の 共 生 に 努 め て き た 。 し か し な が ら 、

４ ０ 年 超 運 転 は も と よ り 、 い ま だ に 原 子 力 発 電 の 安 全 性 や 必 要 性

に つ い て 国 民 理 解 が 進 ん で い な い こ と か ら 、 国 が 前 面 に 立 ち 、 積

極 的 に 理 解 活 動 に 取 り 組 む こ と を 求 め て き た と 述 べ て い る 経 緯 か

ら し ま す と 、 エ ネ ル ギ ー 政 策 に 向 き 合 う 国 の 強 い 姿 勢 を 感 じ ま し

た と 。 今 ま で 町 長 が 国 に 強 く 要 請 し て き た こ と に 応 え る も の で あ

る と 理 解 し て い る と 回 答 さ れ て い ま す の で 、 私 も 議 会 の 一 員 と し

て 、 町 民 の た め に 、 地 域 振 興 政 策 を よ り 一 層 要 請 し て い き た い と

い う こ と を 感 じ て お り ま す 。 今 後 も ま た よ ろ し く お 願 い し た い と

思いますけど。  

次に行きます。  

美浜発電所におけるリプレースの推進についてですが、今回のＧ

Ｘ 関 連 法 案 は 、 脱 炭 素 を 進 め る た め の Ｇ Ｘ 推 進 法 と 連 携 に 係 る ５

つ の 法 案 を 束 ね た Ｇ Ｘ 脱 炭 素 電 源 法 の ２ つ が あ り ま す 。 複 雑 で 分

か り に く い の で す が 、 ど ち ら の 法 案 も 、 Ｇ Ｘ 基 本 方 針 を 実 現 す る

ための枠組みを定めたものです。  

そのＧＸ基本法が、今後１０年を見据えたエネルギー環境政策の

ロ ー ド マ ッ プ 、 Ｇ Ｘ 実 現 に 向 け た 基 本 方 針 と し て ま と め ら れ ま し

た。  

今回、取りまとめられたＧＸ実現に向けた基本方針のＧＸとは、

グ リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン の こ と で す 。 こ れ ま で の 化 石

エネルギー中心の産業構造、社会構造から、ＣＯ ２ を排 出しないク

リーンエネルギー中心に転換することを意味します。  

脱炭素社会を実現することは世界中の重要課題であり、２０５０

年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル と い う 国 際 公 約 を 掲 げ る 日 本 に と っ て も 、

クリーンエネルギーへの転換は避けて通れない道です。  

この基本方針には、エネルギーの安定供給と脱炭素社会への移行

と 経 済 成 長 の 同 時 実 現 に 向 け て 、 省 エ ネ ル ギ ー の 徹 底 、 再 生 可 能

エ ネ ル ギ ー や 原 子 力 発 電 な ど の ク リ ー ン エ ネ ル ギ ー の 活 用 を は じ

め 、 そ れ ら を 進 め て い く た め の 政 策 パ ッ ケ ー ジ に つ い て 、 具 体 的

な方法が盛り込まれています。  

国は、原発の事故の後、昨年の夏まで、原発の新設や増設、建替



 

－70－ 

 え を 想 定 し な い と 繰 り 返 し 説 明 し て き ま し た が 、 今 回 新 し い 安 全

対 策 な ど の 技 術 を 反 映 し た 次 世 代 型 の 原 子 炉 の 開 発 ・ 建 設 に つ い

て 、 ま ず は 廃 炉 と な っ た 原 発 の 建 替 え を 対 象 に 、 具 体 化 を 進 め る

こ と を 念 頭 に 、 次 世 代 型 の 原 子 炉 の 開 発 と 建 設 を 進 め る と し ま し

た 。 こ れ は 、 将 来 に わ た っ て 持 続 的 に 原 子 力 を 活 用 す る た め だ と

しています。  

１２年前の福島原発事故の後、国が示してきた原子力政策の方向

性 は 大 き く 転 換 す る こ と に な り ま す が 、 現 在 、 具 体 的 な 計 画 は 示

さ れ て い ま せ ん が 、 関 西 電 力 は 、 ２ ０ １ ０ 年 か ら ２ ０ １ １ 年 に か

け て 、 美 浜 原 発 事 業 費 の 後 継 機 を 建 設 す る の 地 質 調 査 を 行 っ て い

て 、 福 島 原 発 事 故 後 に 中 断 さ れ て い る こ と か ら 、 次 世 代 革 新 炉 の

建 設 に つ い て は 、 候 補 地 は 福 井 県 の 美 浜 辺 り だ と 誰 も が 分 か っ て

い る わ け で す が 、 国 か ら は 美 浜 の 「 み 」 の 字 も 出 て こ な い の で 、

具体的な方針は出てきていません。  

次世代型の原子炉の開発・建設について、福井が 主要な舞台にな

る と 思 い ま す が 、 町 長 は 、 国 の 次 世 代 型 革 新 炉 の 方 針 が 示 さ れ た

内 容 に 対 し て 、 美 浜 発 電 所 の リ プ レ ー ス を ど の よ う に 考 え 、 進 め

ていくのか、お伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 美 浜 発 電 所 の リ プ レ ー ス に つ い て の 御 質 問 を い た だ い

たところでございますけども、グリーントランスフォーメーション

実現に向けました基本方針で示されていますように、持続的なエネ

ルギーの安定供給と脱炭素社会の実現を目指すためには、原子力発

電の再稼働と運転期間の延長に限らず、次世代革新炉によるリプレ

ースも含めた現実的な対応が必要であると、そのように考えておる

ところでございます。  

美浜町でのリプレースにつきましては、これはあくまでも事業者

の 経 営 判 断 に よ る も の で あ る と 、 そ の よ う に 考 え て お り ま す け ど

も 、 将 来 に わ た っ て 持 続 的 に 原 子 力 発 電 事 業 を 進 め る た め に は 、

立 地 地 域 の 振 興 や 避 難 道 路 の 整 備 な ど 、 安 全 ・ 安 心 の 最 大 限 の 確

保 、 住 民 理 解 が 得 ら れ る な ど の 環 境 が 整 う こ と 、 こ れ が 大 前 提 で

あると、このように考えているところでございます。  

議   長  川畑議員。  
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   ９番   これまで町長は、将来を見据えた新増設、リプレースを含むエネ

ルギー政策の方針を示し、次期エネルギー基本計画に盛り込むこと

を国に求めるように要望してきていますので、よく理解はされてい

ると思います。  

原子力の火は消したら駄目ですよねということは私は思っていま

す け れ ど も 、 先 人 が 町 の 発 展 の た め に 築 き 上 げ て き た 原 子 力 の 立

地 町 と し て の 美 浜 町 、 あ と １ ６ 年 足 ら ず で 消 え る の は ど う か と 思

っております。  

１・２号機の後継機として、リプレースは、いろんな条件が整え

ば 進 ん で い く も の だ と 理 解 し ま す が 、 原 子 力 の ２ ０ 年 か ら ３ ０ 年

の リ ー ド タ イ ム を 考 え る と 、 待 っ て い て も 解 決 で き な い も の も あ

る の で 、 今 回 の 法 改 正 の 時 点 か ら 、 積 極 的 に リ プ レ ー ス が で き る

ように国に対しての要望が必要ではないかと感じます。  

立地町の５０年の経験を生かし、原子力の火が消えないようにお

願 い し た い と 思 っ て お り ま す の で 、 町 長 も そ の 意 を 汲 み 取 っ て い

ただきまして、今後の方針に生かしていただきたいと思います。  

次に行きます。  

３番目の関西電力株式会社のコンプライアンスについてですが、

価 格 カ ル テ ル や 競 合 す る 新 電 力 の 顧 客 情 報 不 正 閲 覧 な ど 、 相 次 ぐ

不祥事により、大手電力への不信感が増しています。  

電力会社ＯＢらで設立し、原子力災害時に専門性を生かして住民

を 支 援 す る Ｎ Ｐ Ｏ 法 人 ワ ネ ッ ツ の 理 事 長 は 、 不 祥 事 は 原 子 力 政 策

の 足 を 引 っ 張 る こ と に な る と 述 べ 、 政 府 が 原 発 を 積 極 活 用 す る に

は 、 電 力 事 業 者 の コ ン プ ラ イ ア ン ス 徹 底 が 欠 か せ な い と し て き て

おります。  

関西電力は４月１０日に会見を開き、３月に公正取引委員会から、

カ ル テ ル を 結 ん で い た と し 、 独 占 禁 止 法 違 反 が あ っ た と 指 摘 さ れ

た 点 に つ い て 、 事 実 関 係 を 確 認 し 、 争 わ な い こ と に し た と 指 摘 内

容を認め、事態を厳粛に受け止めるとし、改めて謝罪しました。  

公正取引委員会は、３月３０日、中国電力や中部電力、九州電力

な ど に 、 合 わ せ て １ ， ０ １ ０ 億 円 の 課 徴 金 を 納 付 す る よ う に 命 じ

ました。  

一方、関西電力は、自らが主導して３社とカルテルを結んだもの
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 の 、 公 正 取 引 委 員 会 が 把 握 す る 前 に 自 己 申 告 を し た と し て 、 課 徴

金の納付などの処分を免除されていました。  

電力・ガス取引監視等委員会からの報告について、２０２３年４

月 １ ２ 日 、 関 西 電 力 株 式 会 社 は 、 ２ ０ ２ ３ 年 ３ 月 ３ ０ 日 、 公 正 取

引 委 員 会 か ら 、 特 別 高 圧 電 力 及 び 高 圧 電 力 の 取 引 に 関 し て 、 不 正

な 取 引 制 限 を 禁 止 す る 独 占 禁 止 法 第 ３ 条 に 違 反 す る 声 が あ っ た と

認定されました。  

本行為が発生した主な原因として、電力自由化への政策転換後の

事 業 ル ー ル に 対 す る 意 識 不 足 、 法 令 遵 守 意 識 の 希 薄 さ 、 独 占 禁 止

法 の 知 識 、 理 解 不 足 、 経 営 ト ッ プ 層 の 活 動 に 対 す る チ ェ ッ ク 機 能

不 足 不 全 と い う 問 題 が あ っ た と 考 え て い ま す 。 当 社 は 二 度 と こ の

よ う な 事 態 を 起 こ さ な い よ う 、 強 い 決 意 の 下 、 再 発 防 止 策 を 徹 底

す る と と も に 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス を 重 視 す る 組 織 風 土 の 醸 成 に 取

り 組 む こ と で 、 社 会 の 皆 様 か ら の 信 頼 回 復 に 全 力 を 尽 く し て ま い

りますと述べています。  

詳しいことはやめますが、町長にお聞きしたいのは、関西電力の

こ の 会 見 謝 罪 に 対 し て 、 原 発 の 立 地 町 の 首 長 と し て ど の よ う な 対

処 を さ れ た の か 、 伺 い た い で す 。 ま た 、 関 西 電 力 か ら の 直 接 謝 罪

はあったのか、伺います。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま カ ル テ ル 等 に 対 す る 事 業 者 か ら の 謝 罪 等 に つ い て の お

尋ねをいただいたわけでございますけども、今般のカルテル等の問

題につきましては、事業者から、経緯等の説明並びに謝罪を受けて

おりますけども、従前の教訓が生かされず、大変遺憾である旨伝え、

あわせて、徹底した再発防止と信頼の回復に全力で努めていただき

ますよう、強く要請をしたところでございます。  

また、原子力発電事業は、社会の信頼はもとより、立地地域の理

解 と 協 力 、 信 頼 関 係 が な け れ ば 実 施 で き な い 事 業 で あ る こ と を 再

認 識 さ れ ま し て 、 立 地 目 線 に 立 っ た 地 域 共 生 に つ い て も 、 し っ か

りと努めていただくよう申入れをしたところでございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   立地町の首長として、関西電力から謝罪を受けている、また、地

元との信頼関係がないと原子力発電事業は実施できないと申し入れ
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 てあると回答があり、内容は理解できました。この質問をできる場

がほかにないのでお聞きしましたが、今後、これからも立地町の首

長として、関西電力等の会社から聞かなければならないような場合

においては一般質問の場しかないので、今後もまた、いろいろと、

そういう事情があれば一般質問させていただきたいと思います。よ

ろしくお願いします。  

次に行きます。  

原子力発電の避難道路要望についてですが、原子力防災対策の技

術 強 化 に つ い て 、 原 子 力 防 災 関 連 道 路 の 多 重 化 と 強 靱 化 を 目 指 す

町 と し て は 、 長 年 に わ た り 大 き な リ ス ク を 背 負 い な が ら も 原 子 力

政 策 に 協 力 し 、 国 の 発 展 に 寄 与 し て き た こ と は 、 町 長 の 活 躍 に よ

り、理解しております。  

しかしながら、原子力を取り巻く情勢が大きく変動する中、町に

と っ て 、 原 子 力 災 害 時 の 安 心 ・ 安 全 、 安 心 の 確 保 は 極 め て 重 要 な

政策課題となっております。  

とりわけ、美浜町は嶺南地域において唯一南北方向に通じる避難

道 路 が 整 備 さ れ て お り ま せ ん 。 ま た 、 避 難 や 制 圧 道 路 と な る 幹 線

道 路 は 、 狭 窄 部 が 多 い ゆ え に 、 ま さ か の と き の 機 能 不 全 が 憂 慮 さ

れ 、 大 き な 不 安 に つ な が っ て い ま す 。 よ っ て 、 安 心 ・ 安 全 の 最 大

限 の 確 保 や 地 域 住 民 の 不 安 解 消 の た め に も 、 早 急 に 対 応 し て い く

必要があると考えます。  

そのため、行政や議会、産業や商工、地元団体など、多岐にわた

る 団 体 で 組 織 す る 福 井 県 美 浜 町 ・ 滋 賀 県 北 西 地 域 道 路 整 備 促 進 期

成 同 盟 会 が 設 立 さ れ ま し た 。 そ の た め 、 災 害 時 に お け る 住 民 避 難

を 図 る た め 、 美 浜 町 地 域 と 滋 賀 県 琵 琶 湖 北 西 地 域 を 最 短 距 離 で 結

ぶ 避 難 道 路 を 早 期 に 整 備 す る こ と を 国 に 求 め て い ま す 。 ま た 、 県

道 松 屋 河 原 市 線 の 終 点 ま で の 通 行 支 障 区 間 の 改 良 も お 願 い し て い

るところです。  

このような町民総意による本道路の実現に向け進めている状況で

す が 、 町 長 も 、 い つ の と き に も 、 嶺 南 で 唯 一 、 南 北 の 避 難 道 路 が

な い 、 情 報 の 発 信 を 国 内 に 広 め 、 住 民 の 安 全 ・ 安 心 の た め に 最 大

限 確 保 す べ き 重 要 な 要 素 だ と 事 あ る ご と に 要 望 し て い た だ い て お

り ま す が 、 今 後 の 取 組 に 対 し て 、 ど の よ う な 考 え が あ る の か 、 お
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 伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  原 子 力 発 電 の 避 難 道 路 の 整 備 に 対 す る 今 後 の 取 組 に つ い て 、 御

質問をいただいたところでございます。  

原子力立地地域におけます安全・安心の最大限の確保は不可欠で

ご ざ い ま し て 、 本 町 に お け ま す 避 難 道 路 や 制 圧 道 路 の 多 重 化 、 強

靱化は喫緊の課題でございます。  

これまで再三にわたりまして、滋賀県に通じる避難道路の整備に

つ い て 国 や 県 に 要 請 し 続 け て き た と こ ろ で あ り ま す け ど も 、 十 分

な 理 解 が 得 ら れ ず 、 国 か ら 概 略 調 査 程 度 の 予 算 づ け は い た だ い て

おりますけども、足踏み状態にあるというところでございます。  

今般、ＧＸ実現に向けた基本方針が 示されまして、これに基づく

Ｇ Ｘ 脱 炭 素 電 源 法 が 成 立 、 原 子 力 政 策 に 係 る 国 の 責 務 や 将 来 の 方

向 性 が 明 確 に さ れ る な ど 、 原 子 力 発 電 の 最 大 限 の 活 用 に 向 け 、 今

般、大きく舵が切られたところでございます。  

そして、本基本方針では、立地地域の実情を踏まえた防災対策な

ど の 課 題 解 決 に 国 が 前 面 に 立 っ て 取 り 組 む な ど の 政 策 方 針 が 示 さ

れ ま し て 、 国 と 立 地 自 治 体 等 で 、 先 般 、 組 織 さ れ ま し た 原 子 力 政

策 地 域 会 議 に お い て 、 地 元 の 声 を 受 け 止 め 、 立 地 地 域 に 寄 り 添 っ

た施策が展開されようというような状況でございます。  

また、国会では、大規模自然災害に備えた国土 強靱化対策につい

て 、 原 子 力 災 害 時 に お け る 避 難 道 路 と し て 資 す る も の も 含 ま れ 、

地 元 の ニ ー ズ を 踏 ま え て 、 優 先 順 位 を つ け な が ら 避 難 道 路 の 整 備

促 進 に 取 り 組 む 、 こ う し た 総 理 の 発 言 が 、 地 元 の 国 会 議 員 さ ん の

質 問 に よ り な さ れ た と こ ろ で ご ざ い ま し て 、 こ れ ま で と 原 子 力 並

び に 立 地 地 域 を 取 り 巻 く 状 況 が 大 き く 変 わ っ て き て い る と い う よ

うなことでございます。  

こうした状況を捉えまして、本道路の実現について、県選出の国

会 議 員 の 皆 様 の 御 支 援 を い た だ き な が ら 、 国 や 県 は じ め 関 係 機 関

に 対 し 、 議 会 の 皆 様 方 と 一 丸 と な っ て 強 力 に 要 請 を し て い き た い

と、このように考えてございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   原子力防災対策と避難道路、生活道路の整備は、町としては喫緊
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 の課題だと思います。  

我々議会も同盟会に入り、活動を続けております。道半ばという

と こ ろ で は あ り ま す が 、 う れ し い こ と に 、 国 の 法 案 に よ る と こ ろ

と 、 国 会 で の 岸 田 総 理 の 発 言 に も 大 き な 変 化 が あ る と い う 回 答 で

した。  

気になるのは滋賀県側でですよね。あまり乗り気ではないのかと

感 じ て お り ま す の で 、 何 と し て 足 を 運 び 、 訴 え て い か な け れ ば 進

ま な い 話 だ と 思 い ま す 。 今 後 の 詳 細 な 取 組 を 考 え 、 要 望 し て い っ

て ほ し い と 思 い ま す し 、 議 会 で で き る こ と は 要 望 し て い き た い と

思います。  

次に行きます。  

原子力機構の試験研究炉建設についてですが、日本原子力研究開

発 機 構 と 福 井 大 、 京 都 大 は 、 ５ 月 ８ 日 に 廃 炉 作 業 中 の 高 速 増 殖 原

型 炉 も ん じ ゅ の 敷 地 内 に 建 設 を 予 定 し て い る 試 験 研 究 炉 の 計 画 を

着 実 に 進 め る た め の 協 力 協 定 を 締 結 し ま し た 。 中 性 子 照 射 な ど の

実 験 装 置 ２ ０ 台 の 整 備 を 想 定 し た 完 成 予 想 図 も 初 め て 公 開 し て お

ります。  

試験研究炉は、もんじゅ廃炉後の地域振興策の一つとして、国が

２０１６年に設置を決めました。  

２０２０年から、原子力機構や福井大、京都大を中核機関とする

文 部 科 学 省 の 検 討 委 員 会 で 概 念 設 計 を 協 議 し 、 今 年 ３ 月 に 取 り ま

と め ま し た 。 現 在 は 原 子 力 機 構 が 主 体 と な り 、 原 子 力 規 制 委 員 会

への設置許可申請に向けた詳細設計に着手しています。  

試験研究炉を活用した研究や地元関係機関との調整役を務める福

井 大 と 研 究 炉 運 営 な ど の 知 見 を 持 つ 京 都 大 と の 連 携 を 継 続 す る た

め 、 協 働 協 定 を 結 ん だ の で す 。 試 験 研 究 炉 の 設 計 と 建 設 、 運 営 の

在 り 方 の ほ か 、 原 子 力 研 究 の 人 材 確 保 、 育 成 な ど で 協 力 し て い く

のが目的です。  

完 成予 想 図 の 説明 で は、 約 ７ ,２ ０ ０ 平 方メ ー ト ル の敷 地 内に 、

高 さ ３ ０ メ ー ト ル の 原 子 炉 建 屋 や 中 性 子 を 扱 う 実 験 装 置 ２ ０ 台 を

置 く ビ ー ム ホ ー ム 、 中 性 子 照 射 後 の 材 料 分 析 な ど を 行 う 施 設 を 整

備する予定としています。  

建設や運転開始の時期は未定ではありますが、医療、ライフサイ
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 エ ン ス な ど の 幅 広 い 研 究 分 野 や 産 業 の 発 展 、 地 元 の 地 域 振 興 に 貢

献 す る た め 、 日 本 原 子 力 研 究 開 発 機 構 と 福 井 大 、 京 都 大 の ３ 機 関

で 緊 密 に 連 携 協 力 し て 取 り 組 む と 述 べ て い ま す が 、 も ん じ ゅ の 廃

止 後 の 地 域 振 興 と し て 、 町 の 関 わ り 方 に つ い て は ど の よ う に 考 え

ているのか、町長にお伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま も ん じ ゅ の 廃 止 後 の 地 域 振 興 に つ い て の お 尋 ね を い た

だいたところでございます。  

もんじゅが立地します白木地区は、歴史的にも地理的にも本町と

の 結 び つ き が 強 く 、 誘 致 や 建 設 の 段 階 か ら 、 立 地 並 み の 立 場 で 協

力してきた経緯がございます。  

もんじゅの廃止に当たりまして、こうした背景を踏まえ、立地自

治 体 と 同 等 の 振 興 が 図 ら れ る よ う 、 国 や 関 係 機 関 に 強 く 要 請 を し

て き た と こ ろ で あ り ま し て 、 本 試 験 研 究 炉 は そ の 一 環 と し て 整 備

さ れ る も の で あ る と い う ふ う に 理 解 を し て い る と こ ろ で ご ざ い ま

す。  

本町も、新試験研究炉の構想段階より、担 当レベルでございます

け れ ど も 参 加 を し て お り 、 こ の 施 設 を 核 に 、 敦 賀 ・ 美 浜 地 域 が 学

習 や 研 究 エ リ ア 、 関 連 産 業 エ リ ア と し て 地 域 振 興 に つ な が る よ う

求めてきたところでございます。  

とりわけ、きいぱすにつきましては、試験研究炉と連携し、将来

の 人 材 育 成 に つ な が る 施 設 と し て 、 活 用 が 進 む よ う 国 や 関 係 機 関

に 要 請 を し て お り 、 昨 年 度 、 立 地 地 域 の 共 創 会 議 で 示 さ れ ま し た

将 来 像 に も 、 原 子 力 関 連 研 究 開 発 、 人 材 育 成 拠 点 の 形 成 や 、 エ ネ

ル ギ ー 環 境 教 育 拠 点 の 形 成 に 向 け て 、 き い ぱ す の 充 実 強 化 が 位 置

づけられたところでございます。  

町としては、こうした計画やさらなる振興策が具現化をし、地域

の 振 興 に つ な が り ま す よ う 、 国 や 関 係 機 関 に 対 し て 強 く 要 請 し て

まいりたい、このように考えておるところでございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   もんじゅの誘致建設の当初から、敦賀市と同様に支えてきた美浜

町なので、地域振興や半島振興に係る事業として考えていけるよう

に要望していることがよく分かりました。  
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 ややもすると、敦賀周りの制圧道路が完成したことにより、美浜

町 と の 関 わ り が な く な る の で は な い か と 不 安 で し た が 、 立 地 並 み

の 立 場 で や っ て き た 経 緯 は 歴 史 が 物 語 っ て お り ま す の で 、 強 く 国

に 要 望 し て い か な け れ ば な ら な い と 感 じ ま し た 。 特 に 、 丹 生 区 に

あ り ま す き い ぱ す が 国 や 県 に お け る エ ネ ル ギ ー 環 境 教 育 の 拠 点 に

な る よ う に 要 望 し て い っ て ほ し い と 感 じ ま す の で 、 よ ろ し く お 願

いします。  

次に、議会ＤＸ推進についてお尋ねします。  

地方議会で言えば、住民の生活が便利で豊かになり、議員と住民

と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が 活 発 に な り 、 議 員 の 活 動 が 透 明 性 を 高

め る こ と に な る 、 こ の よ う な 変 革 を も た ら す デ ジ タ ル 化 こ そ が Ｄ

Ｘと呼べるものではないでしょうか。  

そのことから、昨年の３月から議会では、まず手始めにペーパー

レ ス 化 に 挑 み 、 タ ブ レ ッ ト を 導 入 し て 議 会 運 営 を 行 っ て お り ま す 。  

今回の６月定例会から、紙は一切使用しない、タブレットによる

議 会 運 営 を 実 施 す る こ と に な り ま し た 。 一 般 質 問 も こ の タ ブ レ ッ

トで行っていますが、問題はたくさんあります。  

このタブレットを決めたのは議会です。決めたのは議会ですが、

こ の タ ブ レ ッ ト の 制 限 つ き 使 用 は 、 ま ち づ く り 課 の Ｄ Ｘ 推 進 室 で

取 り 決 め ま し た 。 そ の 決 め 方 で １ 年 間 使 用 し て き ま し た が 、 問 題

は山積みなのです。  

このタブレットの使用頻度は、行政の職員より、議会議員のほう

がよく使うようになってきております。  

例えば一般質問をこのタブレットでするようになってきています。

し か し 、 一 般 質 問 の 作 成 は 、 自 宅 の Ｗ ｉ ｎ ｄ ｏ ｗ ｓ の パ ソ コ ン で

の 作 成 が ほ と ん ど で 、 こ の タ ブ レ ッ ト で の 作 成 に よ る 議 会 に 臨 む

こ と は 、 ワ ー ド や エ ク セ ル の ア プ リ が な い た め 、 で き な い 状 態 に

なっております。  

そのほかにも、アップルストアのアプリも削除され、よく分から

な い の が 、 セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 が 問 題 で あ る の で 、 要 ら な い も の

は削除したということです。  

このタブレットにあるものは、最初のそのままの状態で使えるよ

う に な る の は い つ な の か 、 ど の よ う な セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 を す れ
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 ば使えるのか、全然進んでいません。  

行政のＤＸ推進室が議会に、このアプリも使えるようになりまし

た 。 日 々 研 究 し て 、 行 政 と し て 、 セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 の 講 師 に よ

る 研 修 を 受 け 、 よ り よ い タ ブ レ ッ ト の 使 用 が で き る よ う に な り ま

し た 。 議 会 運 営 上 、 便 利 に な っ て き ま し た と 言 っ て こ な い か と 、

ずっと待ち続けております。  

ＤＸ推進室の取組や進め方が全然分からない状態です。  

我々議会がセキュリティー対策の講師の研修を受け、タブレット

使用の上達をしていこうと決めております。  

現在、行政のタブレットの使用頻度では、セキュリティー対策は

こ の ま ま の 状 態 で よ い の で 、 こ れ 以 上 は 進 ま な く て も い い と 思 っ

て い る の か 。 タ ブ レ ッ ト が 自 由 に 使 え る よ う に す る た め に 、 今 の

セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 以 上 の 構 築 は 要 ら な い と 思 っ て い る の か 。 議

会 Ｄ Ｘ 推 進 と 自 治 体 Ｄ Ｘ 推 進 は 同 時 に 取 り 組 ん で い か な い と 進 ま

ないと思いますが、どのような考えなのか、お伺いします。  

また、このタブレットは、行政から議員一人一人に貸与されてい

るので、行政の指導のとおりにしないと駄目なのか。  

このタブレットのデータ容量は１ギガバイトまでしか使えないよ

う に な っ て い ま す 。 そ の 容 量 を 超 え る と 、 個 人 の 支 払 い に な り ま

す。  

そこで私は、庁舎３階のＷｉ－Ｆｉを使用しなくて、タブレット

デ ー タ 通 信 容 量 を 無 制 限 に し て 、 こ う い っ た 容 量 は 個 人 で 支 払 う 、

３ ,５ ００ 円 です け ど月 に 、 タブ レ ッ トは 購 入 当時 の 初 期段 階 に 戻

したいと考えております。  

自分の携帯はｉＰｈｏｎｅの１３タイプです。今使っているタブ

レ ッ ト と 同 じ 仕 組 み に な っ て い て 、 ア プ リ も 全 く 同 じ で す 。 し か

し 、 ｉ Ｐ ｈ ｏ ｎ ｅ で 使 え る ア プ リ 機 能 が タ ブ レ ッ ト で は 使 え な い

のです。ストレスがたまります。  

Ａｎｄｒｏｉｄ携帯を使用している議員も 多くいます。アプリが

違 う の で 、 タ ブ レ ッ ト を 議 会 以 外 に 使 う こ と は あ ま り な い と 思 う

ので、今のままでいいと思っている議員もいます。  

どちらにせよ、私がやりたいとすることは、行政は許すことがで

きるのか、あわせてお伺いします。  
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 このタブレットを議員の間、あと３年間使用しようと思うと、ど

こ か で 慣 れ な く て は な ら な い も の だ と 思 い ま す 。 そ の 方 法 が い い

の か は ま だ 分 か り ま せ ん が 、 改 善 す る た め に 取 り 組 み た い と 思 っ

て い ま す が 、 行 政 か ら 貸 与 さ れ て い る タ ブ レ ッ ト な の で 、 １ 人 だ

け 自 由 に 使 う の は 異 論 が あ る と 、 議 会 Ｄ Ｘ 推 進 会 議 で は 出 て お り

ます。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、御質問いただいた件につきまして、私のほうからお答

えさせていただきます。  

町では、情報化社会の推進を優先施策に掲げておりまして、行政

の Ｄ Ｘ 推 進 と 併 せ て 、 議 会 の Ｄ Ｘ も 進 め て い く 必 要 が あ る と 考 え

ております。  

御質問いただきましたタブレットの自由な利用についてでござい

ま す が 、 一 般 的 に 利 便 性 と セ キ ュ リ テ ィ ー は ト レ ー ド オ フ と い う

こ と を 言 わ れ て お り ま し て 、 利 用 範 囲 を 拡 大 し 、 利 便 性 を 向 上 さ

せ る た め に は 、 セ キ ュ リ テ ィ ー の 検 証 や 強 化 に よ り 、 利 便 性 と セ

キ ュ リ テ ィ ー に 一 定 の バ ラ ン ス を 取 っ て い く 必 要 が あ る と い う こ

とでございます。  

したがいまして、自由なアプリの導入等につきましては、リスク

等 の 関 係 が 計 れ ま せ ん の で 、 議 会 と い た し ま し て 、 タ ブ レ ッ ト の

新 た な 使 い 方 に つ い て 、 御 提 案 が ご ざ い ま し た ら 御 提 案 い た だ き

ま し て 、 リ ス ク を 見 定 め つ つ 、 費 用 対 効 果 等 を 考 慮 し ま し て 、 対

応 の ほ う を 検 討 さ せ て い た だ き た い と い う こ と で 考 え て お り ま す 。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   議会ＤＸ推進と行政ＤＸ推進は、同時に取り組んでいかないと進

まないとお答えをいただきました。  

これまで議会としては、どちらかというと行政主導で動いている

よ う に な っ て お り ま す 。 全 般 的 に 、 行 政 の 決 定 事 項 に よ り 進 め ら

れている感じです。  

今回のタブレットにおいても、説明内容はよく分かりました。ト

レ ー ド オ フ と い う 言 葉 が 出 て き ま し た が 、 セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 を

強 化 す る た め に 、 利 便 性 を 、 そ こ ま で で き な い と い う こ と で す よ

ね。  
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 私の言っていることはそこではなくて、このタブレットを使って

１ 年 た ち ま す 。 利 便 性 を 向 上 さ せ る に は 、 セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 の

研 修 は 強 化 が 必 要 で あ る の は 分 か り ま す が 、 世 界 中 で 使 わ れ て い

る こ の タ ブ レ ッ ト の 使 い 方 が 、 役 場 内 だ け で が ち っ と 固 ま り 、 そ

れ 以 上 に 外 に 出 な い よ う に し て い る の を 見 て い る と 、 な ぜ か 田 舎

者 の よ う な 、 情 け な い 気 持 ち に な っ て き ま す 。 も っ と も っ と 利 便

性 が よ く な る よ う に 、 そ ち ら か ら 考 え た ら ど う で す か と 言 っ て い

る わ け で す ね 、 我 々 か ら じ ゃ な し に 。 タ ブ レ ッ ト の 新 た な 使 い 方

が あ れ ば 提 案 し て と 言 っ て い ま す が 、 こ の 使 い 方 が ど う か と 。 大

分 前 に 尋 ね ま し た ね 。 何 の 返 答 も 今 、 ま だ な い ん で す ね 。 行 政 主

導 で 全 部 や っ て い る の で す 。 行 政 、 議 会 が セ キ ュ リ テ ィ ー 対 策 を

仕掛けられるわけでもないですからね。  

言っても聞き入れない状態であることはよく分かりました。  

行政側からは、これ以上変えることができないと思いますが、ど

う に か し て こ の シ ス テ ム を 利 便 性 の い い タ ブ レ ッ ト に 変 え て い っ

てほしいことを強く要望しておきます。  

伊達にＤＸ推進室を設置しているわけではありませんよね。その

程度かと笑われますよ、これから。このままの状態では。  

次に行きます。  

自治体ＤＸ推進計画というのがありますが、自治体ＤＸ推進計画

は 総 務 省 が ま と め た 計 画 の こ と で 、 ２ ０ ２ １ 年 １ 月 か ら ２ ０ ２ ６

年 ３ 月 ま で の 対 象 期 間 に 、 自 治 体 が 重 点 的 に 取 り 組 む べ き 事 項 や

内容がまとめられます。  

自治体における手続をオンライン化するだけでなく、審査や 決済、

書 類 の 保 存 と い っ た 手 続 に 関 す る 一 連 の 業 務 を デ ジ タ ル 化 に す る

こ と を 目 指 し て い ま す 。 美 浜 町 に お い て も い ち 早 く 計 画 さ れ て い

るのではないかと思いますが、計画があるのかお伺いします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、ただいまの御質問につきまして、私のほうから御回答

いたします。  

第５次美浜町総合振興計画の後期基本計画における優先キーワー

ド の 一 つ で あ り ま す 情 報 化 社 会 の 推 進 を 強 力 に 進 め る 上 で 、 令 和

３ 年 度 に 、 ま ち づ く り 推 進 課 内 に 情 報 化 推 進 室 を 設 置 い た し ま し
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 た。  

その上で、計画の策定推進に当たり、ＤＸ推進委員会やＤＸ庁内

推 進 本 部 を 立 ち 上 げ 、 町 の 行 政 組 織 に て 横 断 的 に 議 論 を 重 ね 、 福

井 県 の 最 高 デ ジ タ ル 責 任 者 を は じ め 、 数 名 の 外 部 有 識 者 に 意 見 を

い た だ き 、 パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト を 経 て 、 令 和 ４ 年 ３ 月 に 美 浜 町 情

報化推進計画を策定しているところでございます。  

この計画では、本町のＤＸ推進においては、暮らしのＤＸ、産業

の Ｄ Ｘ 、 行 政 の Ｄ Ｘ の ３ 分 野 を 柱 立 て と し て Ｄ Ｘ に 取 り 組 む と し

て お り ま し て 、 総 務 省 の 自 治 体 デ ジ タ ル ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ

ン 推 進 計 画 や 、 県 の 福 井 県 官 民 デ ー タ 活 用 推 進 計 画 な ど 、 国 県 の

施策との整合性を図りながら策定したものとなっております。  

以上でございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   昨年４月ですかね、３月ですかね、美浜町情報化推進計画が策定

され、暮らしのＤＸ推進、産業のＤＸ推進、行政のＤＸ推進が取り

組まれています。このほかにも、観光のＤＸ推進もあると思います。  

これらのことは、町民目線で話しても分かりにくいことだと思い

ま す の で 、 理 解 で き る よ う に 、 細 か く 丁 寧 に 今 後 発 信 し て い っ て

ほしいと思いますので、要望しておきます。お願いします。  

次、最後ですが、令和２年１２月に政府において 、デジタル社会

の 実 現 に 向 け た 改 革 の 基 本 計 画 が 決 定 さ れ 、 目 指 す べ き デ ジ タ ル

社 会 の ビ ジ ョ ン と し て 、 デ ジ タ ル の 活 用 に よ り 、 一 人 一 人 の ニ ー

ズ に 合 っ た サ ー ビ ス を 選 ぶ こ と が で き 、 多 様 な 幸 せ が 実 現 で き る

社 会 か ら 誰 一 人 取 り 残 さ な い 、 人 に 優 し い デ ジ タ ル 化 が 示 さ れ ま

した。  

また、令和４年６月、データ社会の実現に向けた重点計画が閣議

決 定 さ れ 、 こ の ビ ジ ョ ン が 目 指 す べ き デ ジ タ ル 社 会 の ビ ジ ョ ン と

して、改めて位置づけられました。  

今日までに、自らが担う行政サービスについて、デジタル技術や

デ ー タ を 活 用 し て 、 住 民 の 利 便 性 を 向 上 さ せ る た め の 業 務 効 率 化

を 図 る 人 的 資 源 を 、 行 政 サ ー ビ ス の さ ら な る 向 上 に つ な げ て い く

ことを少しでも実施してきたのか、お伺いします。  

議   長  まちづくり推進課長。  
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 まちづくり推進課長  それでは、ただいまの質問につきまして、私のほうからお答えさ

せていただきます。  

既に導入済みの取組といたしましては、ＲＰＡ（ロボティック・

プ ロ セ ス ・ オ ー ト メ ー シ ョ ン ） に お き ま し て 、 会 計 年 度 任 用 職 員

の 報 酬 支 払 い 事 務 で あ っ た り 、 健 康 受 診 希 望 調 査 票 の 入 力 事 務 、

有 害 鳥 獣 捕 獲 報 告 書 及 び 報 償 金 支 払 い 事 務 の 自 動 化 や 、 各 種 証 明

手 数 料 、 使 用 料 等 を 扱 い ま す 窓 口 に キ ャ ッ シ ュ レ ス 納 付 シ ス テ ム

を導入してまいりました。  

また、住民サービス向上の取組といたしまして、 地域あいあいポ

イ ン ト ア プ リ や 防 災 ア プ リ 、 な び と し ょ ア プ リ 、 美 浜 応 援 ク ル ー

ア プ リ 等 の ス マ ー ト フ ォ ン 用 ア プ リ の 構 築 の ほ か 、 マ イ ナ ン バ ー

カ ー ド を 用 い た 各 種 証 明 書 の コ ン ビ ニ 交 付 サ ー ビ ス や 、 マ イ ナ ポ

ー タ ル か ら の オ ン ラ イ ン 行 政 手 続 を 可 能 と す る シ ス テ ム の 導 入 に

よ り ま し て 、 住 民 の 利 便 性 向 上 と 行 政 運 営 の 効 率 化 が 図 ら れ て い

るというところでございます。  

今後も、美浜町情報化推進計画に基づく施策を展開いたしまして

自 治 体 Ｄ Ｘ を 推 進 し て い く こ と で 、 業 務 効 率 化 を 図 り 、 人 的 資 源

を 行 政 サ ー ビ ス の さ ら な る 向 上 に つ な げ る 取 組 の ほ う を 進 め て ま

いりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。  

以上でございます。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   最後になりますが、今言われたあいあいポイントのア プリやら防

災アプリ、なびとしょアプリ、みはま応援クルーアプリ、いろんな

アプリがあるんですけど、この間、全員協議会かなんかの意見交換

で、保育所に関してのアプリを今後やっていくという話も出ていま

せんでしたっけ。それはこれには関係ないんですかね。今、課長、

答えられるならお願いします。  

これは、今後、新しく出していくアプリですか。それとも、もう

計 画 さ れ て い る の か 。 今 計 画 が な い の な ら な い で い い の で 、 ち ょ

っとお聞きします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  ただいまの件についてお答えいたしますが、この暮らしのＤＸの

中の保育園のデジタル化というところがございまして、その中では、
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 アプリとか保育業務支援システムとか、そういうものが予定されて

おりますので、その中に入っております。  

議   長  川畑議員。  

  ９番   分かりました。  

急なことで申し訳ないけど、保育所の連絡アプリとして、全国で

取 り 組 ん で い る 自 治 体 が い ろ い ろ あ り ま す 。 こ れ は 、 園 児 の 登 校

や 欠 席 通 知 、 現 状 の 体 調 報 告 の 連 絡 方 法 と し て 利 用 さ れ て い ま す 。  

このアプリは自治体ＤＸの一例だと思いますので、今後やってい

く の な ら 、 や は り そ う い う 事 故 が あ っ て 、 も う 死 亡 事 故 も あ り ま

す の で 、 保 育 所 の 園 児 た ち に 対 し て の ア プ リ と し て 、 保 育 所 の 先

生 方 に も よ く 理 解 さ れ る と 思 い ま す の で 、 進 め て い っ て ほ し い と

思いますので、要望しておきます。  

以上で私の一般質問を終わります。ありがとうございました。  

議   長  以上で、川畑議員の一般質問は終わります。  

次に、６番、梅津隆久議員の一般質問を許します。  

梅津議員。  

  ６番   議長のお許しをいただきましたので、通告に従い、一般質問を行

います。  

５月末だったと思いますけども、水晶浜のほうで遊泳していた県

外 の 男 性 の 方 が イ ル カ に 噛 ま れ て 負 傷 し た と い う 事 案 が あ り ま し

た 。 そ の 後 も 丹 生 湾 と か 水 晶 浜 近 傍 に ま だ い る と い う ふ う な こ と

も 聞 い て お り ま す 。 も う 間 も な く 海 開 き も 近 く 、 夏 の 海 水 浴 客 に

危 害 を 及 ぼ さ な い よ う に 祈 っ て い る と こ ろ で ご ざ い ま す 。 一 日 も

早く近海から出ていってくれることを祈っております。  

ところで、私の質問でございますが、まず美浜新庄ウィンドファ

ーム、発電事業についてということ で質問したいと思います。  

第５次美浜町総合振興計画、後期の基本計画のエネルギー施策と

地 域 振 興 に お い て 、 美 浜 町 エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン を 町 民 に 浸 透 さ せ

つ つ 、 新 た な 産 業 構 造 の 実 現 と 人 材 育 成 に 取 り 組 む と と と も に 、

地 元 や 隣 接 自 治 体 の 理 解 を 得 な が ら 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー を 活 用

し た ま ち づ く り の 推 進 施 策 の 一 つ と し て 挙 げ 、 現 在 、 新 庄 地 区 の

山 頂 の 風 力 発 電 建 設 に 向 け た 調 査 、 検 討 が 進 め ら れ て い る 中 で 、

自 然 環 境 の 保 全 に つ い て 、 私 の ほ う か ら 今 か ら 質 問 し た い と 思 っ
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 ております。  

まず１点目でございますが、再エネを活用したまちづくりの推進

施 策 に 関 す る 成 果 指 標 で あ る 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 意 向 、 理

解度 と 言 いま す け ども 、 こ の基 準 値 が６ ３ .２ ％ に対 し 、令 和 ７ 年

度目 標 を ７０ .０ ％ と定 め て おり ま す が、 町 民 に対 し て 、そ の 意 識

啓 発 事 業 、 進 捗 状 況 と 現 状 ま で の 成 果 に つ い て お 伺 い い た し ま す 。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま 再 エ ネ を 活 用 し た ま ち づ く り の 推 進 に つ き ま し て 、 意

識の啓発と進捗状況、この御質問をいただいたところでございます。  

本町は、半世紀にわたりまして原子力と共生するまちづくりを進

め て ま い り ま し た け ど も 、 平 成 ２ ８ 年 度 に 、 原 子 力 に 加 え 、 再 生

可 能 エ ネ ル ギ ー の 導 入 利 用 促 進 を 図 る べ く 美 浜 町 エ ネ ル ギ ー ビ ジ

ョ ン を 策 定 し ま し て 、 エ ネ ル ギ ー と 共 生 す る ま ち づ く り を 現 在 進

めているところでございます。  

このビジョンに基づきまして、理解の促進のための取組はもとよ

り 、 電 池 推 進 遊 覧 船 な ど 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー 関 連 の 設 備 や 施 設

の 整 備 を 進 め て お り ま し て 、 特 に 太 陽 光 発 電 で ご ざ い ま す け ど も 、

産 業 団 地 の 調 整 池 な ど 町 の 事 業 で 整 備 を 進 め て お り ま し て 、 発 電

容量 が 、 この ５ 年 間で 約 ８ 倍の １ ,１ ００ キ ロ ワッ ト 、 一方 、 民 間

事 業 レ ベ ル で ご ざ い ま す け ど も 、 約 ２ .５ 倍 の ３ ,９ ０ ０ キ ロ ワ ッ

トま で 増 えて お り まし て 、 計算 上 は 、一 般 家 庭の 約 １ ,００ ０ 世 帯

分 ほ ど の 年 間 消 費 電 力 が 賄 え る 、 そ の よ う な 規 模 に な っ て い る と

ころでございます。  

御質問をいただきました新庄地区の風力発電につきましても、民

間 事 業 の 活 用 、 商 業 レ ベ ル と い た し ま し て エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン に

位 置 づ け て お り ま す け ど も 、 事 業 化 に 向 け た 取 組 に つ き ま し て は 、

ま ず は 地 元 の 理 解 を 得 る こ と や 自 然 環 境 へ の 配 慮 、 自 然 災 害 へ の

対 応 が な さ れ る こ と な ど を 大 前 提 と い た し ま し て 、 事 業 者 協 議 等

に取り組んでいく所存でございます。  

以後、詳細な回答等につきましては、担当課長からお答えをさせ

ていただきます。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  御質問いただきましたことにつきまして、私のほうからお答えを
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 させていただきます。  

エネルギーのお話もございましたとおり、町では美浜町エネルギ

ー ビ ジ ョ ン と 同 ビ ジ ョ ン 事 業 化 計 画 を 策 定 し て お り 、 令 和 ２ 年 度

に は 、 近 年 の エ ネ ル ギ ー を 取 り 巻 く 状 況 が 急 速 に 変 化 し て い る こ

と を 踏 ま え て 、 そ れ ぞ れ 改 定 し 、 ３ つ の 目 的 レ ベ ル と 設 定 し て お

り 、 展 示 学 習 レ ベ ル 、 地 域 振 興 レ ベ ル 、 商 業 レ ベ ル 、 そ れ ぞ れ の

達成に向けて事業を推進しているところでございます。  

エネルギーの理解促進を図る国の補助事業等を活用しながら、Ｇ

Ｘ （ グ リ ー ン ト ラ ン ス フ ォ ー メ ー シ ョ ン ） の 実 現 に 向 け ま し て 先

駆 的 に 事 業 化 を 進 め て お り 、 展 示 学 習 レ ベ ル と し て は 、 き い ぱ す

の 追 尾 式 太 陽 光 発 電 や 、 地 域 振 興 レ ベ ル で は 、 産 業 団 地 の 太 陽 光

発 電 、 商 業 レ ベ ル で は 、 は ま び よ り の 太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置 を は

じ め 、 風 力 発 電 事 業 で ご ざ い ま す と か 、 １ ０ ０ ％ 再 生 可 能 エ ネ ル

ギ ー で 航 行 し て お り ま す 国 内 初 の 電 気 推 進 遊 覧 船 の レ イ ク セ ン タ

ーでの運航が行われているところでございます。  

あわせまして、エネルギー環境教育のさらなる推進や電池推進遊

覧 船 の 再 エ ネ の シ ス テ ム 、 そ れ か ら 、 同 遊 覧 船 の 航 路 に お け ま す

浦 見 川 の 安 全 航 行 シ ス テ ム の 構 築 な ど 、 そ の 目 的 や 効 果 の 周 知 、

啓発にも努めているところでございます。  

また、エネルギー環境教育推進委員会、学校教育のほうでござい

ま す が 、 町 内 児 童 生 徒 を 対 象 に 実 施 し て お り ま す 意 識 調 査 で は 、

エ ネ ル ギ ー と 環 境 の 問 題 を き い ぱ す や 学 校 の 総 合 学 習 か ら 学 ん だ

と い う 回 答 が 着 実 に 増 加 し て い る な ど 、 町 民 の 再 生 可 能 エ ネ ル ギ

ー へ の 理 解 が 若 い 層 で 高 ま っ て い る と い う ふ う に 考 え て お り ま す 。  

今後も、エネルギービジョンの推進はもとより、２０５０年のカ

ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実 現 に も 貢 献 で き る よ う 、 新 技 術 の 導 入 や 脱

炭 素 化 に 向 け た 取 組 を し っ か り と 展 開 し 、 町 民 の 皆 さ ん へ の 啓 発

活動も丁寧に進めてまいりたいというふうに考えております。  

以上でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今、課長の説明をお聞きしますと、この目標値であるパーセンテ

ージ、これは結局、再エネの事業化率の数値というふうに認識する

のか、それとも、何か町民にアンケートを採った結果、ここまで理
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 解が深まっているというようなことの数字なんでしょうか。この辺

をちょっとお聞きしたいんですが。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうからお答えをさせていただきます。  

今ほど議員さんから御質問をいただきました御質問にございます

成 果 指 標 、 再 生 可 能 エ ネ ル ギ ー の 利 用 意 向 の 調 査 で ご ざ い ま す が 、

エ ネ ル ギ ー ビ ジ ョ ン の 策 定 を す る 際 に 、 町 民 様 の ほ う に ア ン ケ ー

ト を 採 っ て ご ざ い ま す 。 そ の 際 の 数 値 が 、 平 成 ２ ８ 年 度 の 際 に ６

３ .２％ということでございました。  

今後、こちらを再度、エネルギービジョンの改定の際にアンケー

ト を 採 り ま し て 、 こ の 成 果 指 標 を ま た 調 べ て い き た い と い う ふ う

に考えているところでございます。  

以上でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   目標設定をして、やっと３年たちましたか。３年たちましたので、

ちょうど中間ということで、一度、今の現時点で１回町民に意見を

聞くというようなことをしてもいいのかなと思っておりますので、

その辺をちょっと提案したいと思います。  

次、２項でございますが、４月１２日の新聞報道によりますと、

日 本 自 然 保 護 協 会 が 、 全 国 で 急 増 す る 大 型 陸 上 風 力 発 電 計 画 に つ

い て 、 動 植 物 な ど 自 然 環 境 に 対 す る 影 響 を 報 告 し た 環 境 影 響 評 価 、

ア セ ス メ ン ト を 基 に 分 析 し た 内 容 に お い て 、 新 庄 地 区 山 頂 の 、 こ

れ は 赤 坂 山 な ん で す け ど も 、 建 設 予 定 地 は 保 安 林 で あ る ブ ナ の 巨

木 、 直 径 １ メ ー タ ー を 超 え る 、 が 点 在 し 、 極 め て 自 然 度 の 高 い 森

林 の 調 査 の た め 、 破 壊 さ れ た と 指 摘 し て お り ま す 。 そ の 周 辺 に は

希 少 鳥 類 の イ ヌ ワ シ 、 ク マ タ カ 生 息 域 が あ り 、 ま た 、 オ オ ワ シ 、

オ ジ ロ ワ シ の バ ー ド ス ト ラ イ ク も 懸 念 さ れ て い る が 、 町 と し て は

建設計画をどのように評価しているのかを伺いたいと思います。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  私のほうからお答えをさせていただきたいと思います。  

現在、環境影響評価の準備書策定に向けた段階にございます。計

画 地 を 中 心 に 、 動 植 物 な ど の 自 然 環 境 の 調 査 や 風 況 調 査 が 実 施 さ

れているところでございます。  
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 環境影響評価の４段階あるうちの１段階目の配慮書、２段階目の

方 法 書 で は 、 そ れ ぞ れ 令 和 ２ 年 ７ 月 と 令 和 ３ 年 の ７ 月 に 、 町 の 環

境 審 議 会 か ら 、 真 摯 に 、 最 大 限 の 努 力 を も っ て 丁 寧 な 事 業 説 明 を

行うよう意見の答申を受けているところでございます。  

町としても、本審議会の答申を踏まえ、生態系などへの影響を回

避 、 ま た 極 力 低 減 す る こ と や 、 近 年 増 加 し て い る 集 中 豪 雨 の 影 響

を 十 分 考 慮 の 上 、 事 業 計 画 を 慎 重 に 検 討 す る こ と な ど を 求 め る 意

見書を福井県に提出しております。  

また、環境アセスメント調査の結果、自然や生態系等に重大な影

響 が 認 め ら れ 、 こ れ ら を 回 避 、 ま た は 十 分 に 軽 減 し 難 い こ と に な

っ た 場 合 に は 、 事 業 の 実 施 を 再 検 討 す る こ と を 含 め 、 あ ら ゆ る 選

択 肢 を 勘 案 し て 事 業 計 画 の 見 直 し を 求 め る こ と も 付 け 加 え て お り

ます。  

町としては、風況調査や環境アセスメント、現地調査等、所要の

手 続 を 経 る こ と は 当 然 な が ら 、 本 町 の 意 見 を 踏 ま え 、 引 き 続 き 地

元 新 庄 区 の 理 解 の 下 、 事 業 化 に 向 け た 取 組 が 適 正 か つ 着 実 、 丁 寧

に 進 め ら れ る よ う 、 今 後 も 状 況 を 注 視 し て ま い り た い と い う ふ う

に考えております。  

以上でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   今、課長が全部答弁してくれましたので次の質問がちょっとダブ

ってきますけども、質問したいと思います。  

美浜町エネルギービジョン改定による再エネの取組をより積極的

に 推 進 す る と と も に 、 美 浜 町 の 発 展 に つ な げ て い く 計 画 の 中 で 、

山 間 部 の 新 庄 地 区 で は 南 北 方 向 の 卓 越 風 が 吹 き 、 風 の 状 況 に 恵 ま

れていると評価されております。  

５月４日の新聞報道によれば、県内普及拡大の動きの中、陸上建

設 予 定 地 ９ か 所 に お い て 、 環 境 影 響 評 価 、 ア セ ス メ ン ト が 進 ん で

い る が 、 環 境 配 慮 と 住 民 理 解 へ の 十 分 な 対 応 が 求 め ら れ て お り ま

す。  

県知事も、今年に入り大幅な事業見直しを求める意見書を経産省

に 提 出 し て い る が 、 現 段 階 で は 方 法 書 が 提 出 さ れ て お り ま す 。 こ

れ が 今 、 課 長 が 説 明 あ っ た も の と 思 っ て お り ま す 。 次 は 準 備 書 と
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 か 評 価 書 へ と 順 次 移 行 し て い く も の と 思 っ て お り ま す し 、 建 設 と

な り ま す と 、 我 が 国 に お い て ２ ０ ５ ０ 年 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル 実

現 に 向 け た 原 子 力 と と も に 導 入 期 待 が 高 ま っ て い る 中 で 、 自 然 環

境 保 護 と の バ ラ ン ス と 建 設 道 路 の 設 置 に よ る 自 然 災 害 、 土 砂 崩 れ

等自然災害防止を考慮し、導入すべきと考えております。  

現状の進捗状況と我が町の工事管理等について、町の考えをお伺

いいたします。  

議   長  エネルギー政策課長。  

エネルギー政策課長  御質問に私のほうからお答えをさせていただきます。  

本事業の計画に当たりましては、自然環境への配慮はもとより、

昨 今 の 集 中 豪 雨 に よ る 災 害 を 誘 発 す る こ と が な い よ う 、 十 分 な 配

慮が必要であると考えております。  

現在、環境アセスメントの調査が実施段階にあり、今後、調査結

果 が 出 そ ろ い 、 十 分 に 精 査 、 検 討 さ れ た 上 で 、 こ れ ら の 視 点 を 踏

まえ、事業計画が策定されるものと認識しております。  

これからの手続においても、許認可に向けた事前協議や基本設計、

地 元 協 議 が 進 め ら れ る こ と に な る と い う ふ う に 思 わ れ ま す が 、 自

然 災 害 に 対 し 十 分 な 対 策 が 講 じ ら れ る よ う 、 引 き 続 き 求 め て ま い

りたいということでございます。  

以上でございます。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   私も、再エネは駄目だというわけではございませんし、要は今後

進めていく上におきましては、自然環境の保護とエネルギーとのバ

ランスを十分に取っていただいて、建設道路の設置には、特に土砂

崩れ、この辺が自然災害につながらないように考慮して、管理監督

をしていただきたいと思っております。  

私も先般、野鳥の会に入りまして、今の建設地のほうへ上がって

き ま し た 。 確 か に 土 砂 崩 れ し そ う や な と い う 、 道 が 黒 谷 の 辺 か ら

上 が っ て い く ん で す け ど も 、 そ の 辺 が 結 構 急 な と こ ろ で 、 大 分 山

を か い て い ま す の で 、 梅 雨 に な っ て 土 砂 崩 れ が 起 き ん と い い が な

と思っております。  

ということで、今後ともそういった土木管理のほうをひとつよろ

しくお願いしたいと思います。  
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 次に移りたいと思います。  

防犯対策の推進ということで質問したいと思います。  

第５次美浜町総合振興計画、後期基本計画の中の交通安全、防犯

対 策 の 推 進 目 標 に お い て 、 犯 罪 の な い ま ち づ く り の 推 進 で は 、 車

両 に よ る パ ト ロ ー ル や イ ベ ン ト に お け る 道 路 整 備 を 実 施 し て い る

こ と に 併 せ て 、 防 犯 灯 の 設 置 等 と 維 持 管 理 体 制 の 確 立 に よ り 、 犯

罪 が 発 生 し に く い 環 境 整 備 に 努 め て い た だ い て い る の が 現 状 か と

思います。  

近年の犯罪は、公衆トイレや民衆の集まる場所での政治家を狙う

事案が多発しております。  

町内でも、過去には車上荒らし等が発生し、区の要望にて防犯カ

メ ラ を 設 置 し て 稼 働 し て い る と 聞 い て い る が 、 安 全 ・ 安 心 な ま ち

づ く り を 考 え た 場 合 、 設 置 事 業 交 付 金 の 要 綱 が あ り ま す 。 設 置 事

業 補 助 金 交 付 要 綱 に 記 載 さ れ て い る 補 助 対 象 経 費 の 額 の ３ 分 の ２

を 乗 じ た 額 と し 、 カ メ ラ １ 台 に つ き １ ０ 万 円 を 上 限 と す る と な っ

て い る け ど も 、 普 及 、 拡 大 を 図 る た め に は 、 １ ０ 万 円 、 上 限 を 削

除すべきと私は考えます。  

また、細かな要綱手続等を見直しし、不審者の早期発見と生 命の

安 全 確 保 の 観 点 か ら 、 行 政 面 の 、 区 長 要 望 が あ れ ば 全 額 町 負 担 で

設置する考えはないのか、お伺いしたいと思います。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  た だ い ま の 質 問 に つ き ま し て は 、 私 の ほ う か ら お 答 え を さ せ て

いただきたいと思います。  

行政区が本町の補助事業等を活用して防犯カメラを設置する場合

に つ き ま し て は 、 補 助 要 件 と し て 、 設 置 目 的 や 住 民 の 合 意 、 警 察

と の 協 議 な ど 、 適 正 な 運 用 管 理 を 求 め て い る も の で あ り 、 公 設 目

的 と し ま し て は 、 現 時 点 で 、 プ ラ イ バ シ ー 保 護 と 防 犯 上 の 観 点 等

から、必要最小限の要件と考えているところでございま す。  

その上で、地域の防犯活動を町が補完するという趣旨で経費の３

分 の ２ を 助 成 し て い る も の で あ り 、 区 長 会 等 で も そ の 旨 を お 知 ら

せ し 、 令 和 ２ 年 度 か ら 令 和 ６ 年 度 ま で の 事 業 と し て い る こ と か ら 、

先 行 し て い る 実 施 集 落 と の 公 平 性 な ど の 観 点 も あ り 、 今 後 の 検 討

課 題 と し て 考 え て い き た い と い う ふ う に 考 え る と こ ろ で ご ざ い ま
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 す。  

議   長  梅津議員。  

  ６番   おっしゃる今の答弁では、要綱の上限は削除できないというふう

な解釈となると思います。  

確かに、簡単に、要望があっても、逆につけるとプライバシーの

侵 害 と か い ろ ん な こ と に つ な が る の か な と 思 い ま す け ど も 、 災 害

が あ っ て か ら で は 遅 い と い う こ と で 、 公 園 の 中 と か 、 そ の 辺 は 、

区 長 の 要 望 が あ れ ば で き る だ け 補 助 を つ け て い た だ く と い う こ と

と 、 あ と 、 電 気 代 と か メ ン テ ナ ン ス 代 と か い ろ い ろ あ る と 思 い ま

す け ど も 、 そ の 辺 も い ろ い ろ と 考 慮 す る 方 向 で お 願 い し た い と 思

っております。  

ということで、区長さんの要望をよく聞いて、設置の方向の意見、

取 り ま と め が あ れ ば 、 ぜ ひ と も 積 極 的 に つ け る 方 向 で お 願 い す る

ことを希望しておきます。  

以上で私の質問は終わりたいと思います。ありがとうございまし

た。  

議   長  以上で、梅津議員の一般質問を終わります。  

これで本日の一般質問は終わります。  

明日９日は午前１０時から引き続き一般質問を行いますので、よ

ろしくお願いいたします。  

これにて本日は散会いたします。  

御苦労さまでした。  

 

（散会宣言  午後  ２：１３）  
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 議   長  本 日 は 、 １ ３ 番  藤 本 議 員 か ら の 欠 席 届 が あ り 、 現 在 １ ３ 名 が

出席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしました。  

（再開宣言  午前１０：００）  

議   長  た だ い ま よ り 、 令 和 ５ 年 第 ３ 回 美 浜 町 議 会 定 例 会 を 再 開 い た し

ます。  

直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、事務局長を出席させております。  

地方自治法１２１条の規定により、説明のため、町長、副町長、

教育長、両統括幹、各課長、会計管理者の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

１番  幸𠀋 佑馬君  

１１番  﨑元良栄君  

の両君を指名いたします。よろしくお願いいたします。  

日程第２  一般質問を行います。  

発言者各位におかれましては、通告外の質問や質問回数など、規

定に反する質問は厳に慎んでいただくようお願いいたします。  

それでは、順次発言を許します。  

３番、中牟田春子議員の一般質問を許します。  

中牟田議員。  

  ３番   おはようございます。中牟田春子です。よろしくお願いいたしま

す。  

日本社会の大きな課題となってきた少子化、人口減少 。これまで

地 方 創 生 を は じ め 様 々 な 取 組 が 進 め ら れ て き た が 、 コ ロ ナ 禍 の 影

響でさらに加速している。  

厚生労働省が発表した２０２２年の出生数は７９万９，７２８人、

初 め て ８ ０ 万 人 を 割 り 込 み ま し た 。 少 子 化 は 国 の 想 定 よ り も １ １

年も早く進んでおり、少子化対策は待ったなしの状況です。  

このような非常に厳しい状況を打開するためにも、子供を産み、
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 育 て る こ と を 希 望 す る 人 た ち が 安 心 し て 子 供 を 産 み 、 育 て ら れ る

環境をしっかりつくっていくことが求められています。  

それでは、質問に入らせていただきます。  

１、美浜町子ども・子育て支援事業計画の進捗状況について。  

１、第２期美浜町子ども・子育て支援事業計画について。  

第２期美浜町子ども・子育て支援事業計画は、令和２年度から令

和６年度までの５年間の計画期間として策定されてい る。  

町は、妊娠期から子育て期まで、切れ目のない支援について、ど

のような対策を行っているのか、お伺いします。  

議   長  町長。  

町   長   おはようございます。  

今ほど、子ども・子育て政策についてのお尋ねをいただいたわけ

で ご ざ い ま す け ど も 、 こ の 取 組 は 、 私 の ２ 期 目 の 主 要 施 策 の 一 つ

で ご ざ い ま す 人 口 減 少 ・ 少 子 高 齢 化 対 策 を 進 め る に 当 た っ て 、 大

きな柱の一つというふうに考えてございます。  

町としての切れ目ない支援についての御質問をいただいたわけで

ご ざ い ま す け ど も 、 美 浜 町 の 将 来 を 担 い ま す 子 供 た ち は 町 の 宝 で

ご ざ い ま し て 、 家 庭 は も と よ り 、 地 域 み ん な で 育 ん で い か な け れ

ばならない、そのように考えているところでございます。  

町では、令和２年度より第２期美浜町子ども・子育て支援事業計

画 に 基 づ き ま し て 、 子 供 た ち が 夢 あ る 未 来 に 向 か っ て す く す く 、

伸 び 伸 び 、 元 気 に 育 て る 環 境 づ く り や 支 援 に 取 り 組 ん で い る と こ

ろでございます。  

これからも、子ども・子育てで施策を機動的に推進するため、本

年 ４ 月 に こ ど も 未 来 課 を 新 設 い た し ま し て 、 こ ど も 政 策 統 括 幹 を

中 心 と し ま し た 全 庁 横 断 的 な 連 携 の 下 に 、 き め 細 や か な 子 育 て 支

援を進めるための体制強化を図った次第でございます。  

御質問の件を含めまして、詳細等につきましては統括官、または

課長よりお答えをさせていただきたいと思います。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、私のほうから答弁をさせていただきます。  

まず、本町はこれまで、他の市町に先駆けて子育て支援センター

に 保 健 師 等 の 専 門 職 を 置 く な ど 、 相 談 体 制 の 充 実 に 取 り 組 ん で き
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 ております。  

第２期の美浜町子ども・子育て支援事業計画策定時に、子育てに

関 す る 町 民 ア ン ケ ー ト を 実 施 い た し ま し た と こ ろ 、 安 心 し て 相 談

で き る 環 境 の 充 実 が 一 層 強 く 求 め ら れ て い る こ と か ら 、 ま ず 、 令

和 ２ 年 度 に お き ま し て 、 子 育 て 世 代 包 括 支 援 セ ン タ ー 、 ま た 、 子

ど も 家 庭 総 合 支 援 拠 点 等 の 機 能 を 集 約 し た 包 括 的 な 子 育 て の 総 合

拠 点 と し て 、 子 ど も ・ 子 育 て サ ポ ー ト セ ン タ ー を 整 備 い た し ま し

た 。 ま た 、 あ わ せ て 、 親 や 子 供 、 家 庭 を 対 象 と し た 切 れ 目 の な い

継 続 的 な 支 援 の 仕 組 み づ く り と し て 、 療 育 の 支 援 体 制 に も 力 を 入

れてまいりました。  

全ての子供が発達に応じた必要な支援を受けられるよう、関係機

関 の 横 断 的 な 連 携 の 下 に 、 子 ど も ・ 子 育 て 会 議 の 御 意 見 や 町 民 ニ

ー ズ を 踏 ま え ま し て 、 美 浜 ほ っ と 子 育 て 応 援 プ ロ ジ ェ ク ト と し て

見 え る 化 を 図 り 、 各 機 関 が 横 断 的 に 施 策 を 共 有 で き る 仕 組 み を つ

くりました。  

その中で、特定不妊治療に係る助成拡大や予防接種に対する助成、

ま た 、 プ レ ミ ア ム 学 校 給 食 デ ー の 実 施 な ど 、 町 の 実 情 に 応 じ た

様々な支援を先駆的に取り組んでいるところでございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   第２期美浜町子ども・子育て支援事業計画の策定時に、子育ての

アンケートの実施の結果では、安心して相談できる環境の充実を強

く求められていることで、包括的な子育ての総合として子ども・子

育てサポートセンターを整備されましたが、とてもすばらしいとこ

ろだと思っております。  

しかし、子供の個々の発達や成長に応じたきめ細かな子育て支援

にあっては、支援を担う人材の確保や育成が大切と考えます。  

福祉人材の確保は全国的にも課題とされておりますが、こういっ

た人材についての考えをお伺いいたします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  子育て支援をはじめとします福祉人材の確保は喫緊の課題である

と考えてございます。  

とりわけ、子育て支援に関しましては、町民アンケート調査にお

い て も 、 安 心 し て 相 談 で き る 環 境 の 充 実 、 ま た 、 質 の 高 い サ ー ビ
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 ス の 提 供 を 求 め る 声 が 多 く ご ざ い ま し た 。 そ の 実 現 に お い て は 、

新 た な 人 材 の 確 保 、 ま た 、 人 材 の 育 成 、 あ と 人 材 の 定 着 、 い わ ゆ

る働き方改革、そういったものが重要であると考えております。  

町ではこれまでから、インターンシップ制度の運用や就職フェア

等 の 参 加 等 に よ り ま し て 新 た な 人 材 確 保 を 進 め る と と も に 、 今 年

度 は さ ら に 、 一 般 町 民 の 方 を 対 象 に 子 育 て 支 援 員 の 資 格 取 得 を 支

援する、そういった取組もやっていきたいと考えてございます。  

そういった取組の中で、保育園や一時預かり、放課後児童クラブ

な ど の 新 た な 人 材 確 保 に つ な げ て い き た い と 考 え て ご ざ い ま す し 、

人 材 育 成 に つ き ま し て は 、 組 織 内 で の 研 修 機 会 の 充 実 を 一 層 図 っ

て い き た い な と 考 え て ご ざ い ま す し 、 ま た 、 そ れ と 並 行 し ま し て 、

休 暇 を 取 得 し や す い 環 境 づ く り 、 ま た 、 Ｉ Ｃ Ｔ に よ る 業 務 の 改 善

な ど を 図 り ま し て 、 生 涯 に わ た っ て 働 け る 魅 力 あ る 職 場 環 境 づ く

りを進めていきたいと考えてございます。  

こうした取組により、子育て世代の皆さんが不安や 負担を抱え込

む こ と な く 、 ゆ と り を 持 っ て 子 育 て が で き る よ う 支 援 の 充 実 を 図

っていきたいと考えてございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   新たな人材の確保や人材の育成に取り組んでくださっているとい

うことですが、意見として申し上げますと、保育の質を向上させる

には、保育を行う保育士の処遇改善及び業務改善が必要であると考

えます。  

また、保育費への処遇改善を行うことにより、保育士が時間的に

も 精 神 的 に も 余 裕 を 持 て る こ と で 、 き め 細 や か な 保 育 を 行 う こ と

が 可 能 と な り 、 保 育 の 質 の 向 上 に つ な が る の で は な い か と 考 え ま

す。  

続きまして、次の質問に入らせていただきます。  

２、乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）について。  

１、生後４か月までの乳児のいる全ての家庭を保育士等が訪問し、

赤 ち ゃ ん の 体 重 測 定 や 授 乳 、 子 育 て に 関 す る こ と 、 産 後 の お 母 さ

ん の 健 康 状 態 な ど に つ い て の 相 談 を 事 前 に 連 絡 の 上 、 訪 問 し て 行

う と 記 載 さ れ て い る が 、 令 和 元 年 度 か ら 令 和 ３ 年 度 ま で の 訪 問 件

数及び実施率をお伺いします。  
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 議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、私のほうから回答させていただきます。  

まず、乳児家庭全戸訪問事業でございますけども、生後４ か月ま

で の 乳 児 の い る 全 て の 家 庭 を 訪 問 す る 中 で 、 親 子 の 心 身 の 状 況 や

養 育 環 境 等 の 把 握 、 ま た 助 言 を 行 い 、 支 援 が 必 要 な 方 に 対 し ま し

ては適切なサービス提供につなげる事業でございます。  

令和元年度から３年度でございますけども、実績を申し上げます

と 、 対 象 家 庭 数 で ご ざ い ま す が 、 毎 年 度 、 お お む ね ６ ５ 世 帯 程 度

ご ざ い ま す 。 そ う い っ た 世 帯 に 対 し ま し て 、 訪 問 や 来 所 対 面 、 ま

た 、 母 子 保 健 事 業 で の 対 応 実 績 は ６ ０ 件 前 後 と な っ て ご ざ い ま す 。

実施率は、毎年９５％前後という形で推移してございます。  

また、転出や長期入院等、不在によって訪問できない方を除けば、

ほ ぼ １ ０ ０ ％ の 実 施 と い え る の で は な い か な と 考 え て ご ざ い ま す 。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   乳児家庭全戸訪問事業は、乳児の健康状態のチェックや母親の肉

体的、精神的な状況の把握、どのような状況で育てられているのか

といった家庭での養育環境を把握し、必要に応じてアドバイスを行

うほか、支援が必要と判断された家庭に対して適切なサービスの提

供につなげることを目的としています。  

転出は別として、入院、里帰りなどで４か月以内に訪問できない

場合はどのような対策を取られているのか、お伺いします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、町の対応状況について御説明させていただきます。  

これまで転出や入院、里帰りなどの事由により４か月以内に訪問

で き な か っ た 御 家 庭 に つ き ま し て は 、 離 乳 食 講 習 会 な ど の 機 会 を

利 用 い た し ま し て 対 面 で お 話 を す る こ と で 、 御 家 庭 の 子 育 て の 状

況を把握しておりました。  

しかし、子育て家庭の不安、また、悩みを支援につなげたり養育

環 境 に 対 す る 助 言 を 行 う 上 で は 、 訪 問 は と て も 重 要 と 考 え て ご ざ

います。  

今回の６月補正予算におきましても、助産師による訪問を行うた

め の 必 要 な 費 用 を 計 上 さ せ て い た だ い て お り ま す が 、 子 育 て 家 庭

の 孤 立 化 を 防 ぎ 、 お 子 さ ん の 健 全 な 育 成 を 図 る と い う こ と と 、 あ
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 と 、 乳 児 の い る 御 家 庭 と 地 域 社 会 を つ な ぐ 最 初 の 機 会 で ご ざ い ま

すので、訪問を充実させていきたいと考えております。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   この子育て全戸訪問ということは、１００％を目指していただか

なければいけないと思います。単純に子育て訪問をすればよいとい

うのではなくて、その後の体制の構築が不可欠であると考えます。

問題があったときや必要なときがあるときに、いかに素早い対応が

とれるか、自治体における体制づくりが求められると考えます。  

次の質問にさせていただきます。  

また、困難を抱える家庭の発見と支援につなげた事例はどのくら

いあったのか、実績をお伺いします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  困難を抱える家庭の発見と実績ということでございますけども、

本事業によって、例年約１割の５件程度、そういった御家庭でござ

いますけども、そういった困難を抱える事例として支援につなげて

おります。  

本町の乳児家庭全戸訪問事業は、これまで作り上げてきましたつ

な が り を 生 か し て 、 互 い に 顔 の 見 え る 関 係 の 下 、 き め 細 や か な 支

援が実践できているものと考えております。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   近年は、核家族化で相談できる家族が近くに いない、少子化や晩

婚化で、子育ての悩みを共有できる友人や知人がいない、近所関係

の希薄化で近隣の方に相談に乗ってもらうことができないなど、育

児のアドバイスやサポートも受けられない家族が増えています。  

こんにちは赤ちゃん事業を通じて、地域に身近に相談できる窓口

が あ る こ と を 知 っ て も ら い 、 実 際 に 相 談 に 応 じ 、 ア ド バ イ ス を 提

供することで、乳児家庭の孤立を防ぐこともできると考えます。  

次の質問に行かせていただきます。  

３、生後４か月までの乳児家庭全戸訪問後、生後１歳６か月児健

康 診 査 ま で の 間 、 支 援 が 空 白 に な っ て い る と 考 え る が 、 町 独 自 の

支援はあるのか、お伺いします。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、町独自の支援について御説明をさせていただきます。  
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 本町では、子育て中の親の不安や孤立感が軽減され、子供の成長

に 喜 び を 感 じ ら れ る よ う に 、 町 独 自 で 切 れ 目 の な い 支 援 を 実 施 し

ております。  

具体的には、１歳６か月児健診までの間に、育児学級、また、離

乳 食 講 習 会 、 ま た 、 ６ ～ ８ か 月 児 の 教 室 、 ま た 、 １ 歳 児 教 室 を 実

施 し 、 子 供 の 成 長 発 達 の 確 認 や 育 児 相 談 の 機 会 を 設 け て ご ざ い ま

す。  

また、安心して子育てができるように、妊婦や新生児、また 、乳

幼 児 の い る 家 庭 に 対 し ま し て は 、 母 子 保 健 推 進 員 が 訪 問 い た し ま

し て 出 産 や 育 児 の 相 談 に 応 じ る ほ か 、 特 に 養 育 支 援 を 必 要 と す る

家 庭 に つ き ま し て は 、 育 児 支 援 家 庭 訪 問 員 が 訪 問 い た し ま し て 、

不 安 の 解 消 や 養 育 環 境 の 維 持 、 改 善 な ど の 相 談 支 援 を 行 う な ど 、

近 隣 市 町 と 比 べ ま し て 手 厚 い サ ポ ー ト を 行 っ て い る と い う 状 況 で

ございます。  

また、このような訪問支援と併せまして、子ども・子育てサポー

ト セ ン タ ー に お け る 相 談 体 制 の 充 実 を 図 る こ と に よ り 、 本 町 に お

い て 安 心 し て 子 育 て で き る 体 制 を 構 築 し て い る と い う よ う な 状 況

でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   きめ細かな支援、非常にすばらしいと思います。  

子育てに関する経済的な支援のみだけではなく、心理的な支援も

同 時 に 充 実 さ せ る こ と で 、 町 民 に 、 子 育 て す る と き に 美 浜 に 住 め

ば 経 済 的 負 担 も な く 、 安 心 し て 暮 ら す こ と が で き る と い う 実 感 が

広 が り 、 そ の 結 果 、 人 口 増 や 地 域 経 済 の 活 性 化 と い っ た 効 果 に も

つながることができるのではないかと考えます。  

では、次の質問に行かせていただきます。  

４、子育て支援に大変熱心な兵庫県明石市は、０歳児見守り訪問、

お む つ 定 期 便 事 業 を 行 っ て お り 、 こ れ は 生 後 ３ か 月 か ら 満 １ 歳 の

誕 生 日 ま で お む つ 定 期 便 と し て 、 子 育 て の 経 験 の あ る 見 守 り 支 援

員 が 毎 月 １ 回 、 赤 ち ゃ ん と 保 護 者 に 会 い 、 ３ ， ０ ０ ０ 円 相 当 の 紙

お む つ な ど を 無 料 で 届 け 、 子 育 て の ア ド バ イ ス を し な が ら 親 子 を

し っ か り と サ ポ ー ト す る 事 業 で あ る 。 町 に お い て も 、 安 心 し て 育

児 相 談 の で き る 信 頼 関 係 を 築 く た め に 、 子 育 て 中 の 家 庭 に 寄 り 添
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 っ た 町 独 自 の 支 援 を 行 っ て い く べ き と 考 え る が 、 見 解 を お 伺 い し

ます。  

議   長  こども政策統括幹。  

こども政策統括幹  それでは、私のほうからまた御説明をさせていただきます。  

安心して相談するための信頼関係を築く上において、 身近な相談

場 所 で あ り ま す 子 ど も ・ 子 育 て サ ポ ー ト セ ン タ ー を 中 心 に 、 様 々

な 側 面 か ら 子 育 て の 悩 み に 対 応 で き る よ う に 、 相 談 窓 口 の 専 門 性

を高めることが何よりも必要と考えてございます。  

今後はさらに、助産師等の専門職の配置や専門家をはじめとした

子 育 て に 関 す る 相 談 機 会 の 充 実 、 そ し て 、 療 育 の 専 門 家 を ア ド バ

イ ザ ー と し て 、 保 育 園 、 あ い ぱ る 等 の 職 員 の ス キ ル ア ッ プ を 図 る

た め の 研 修 、 そ う い っ た こ と を 実 施 す る こ と で 、 相 談 事 業 の 充 実

強化を図っていきたいと考えてございます。  

繰り返しになりますけれども、子育て支援においては、互いに顔

の 見 え る 関 係 を 構 築 し た 上 で 、 き め 細 や か な 支 援 を 推 し 進 め て ま

いりたいと考えてございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   子供と子育て家庭を取り巻く環境は変化をし続けており、様々な

子育ての不安や悩みを抱えられている家庭は増えていると考えます。  

そのような状況の中、子育てが喜びであり、また楽しみであるこ

と を 実 感 で き 、 お 一 人 お 一 人 の 子 供 が 心 身 と も に 健 康 で 、 健 や か

に た く ま し く 育 つ こ と が で き る 地 域 社 会 の 実 現 に は 、 地 域 の 皆 さ

んの協力が欠かせないと考えます。  

それでは、次の質問に行かせていただきます。  

２、男性の育児休暇の取得状況について。  

１、安心して子供を産み育てることができる環境づくりについて 。  

安心して子供を産み育てることができる環境づくりにとって、重

要なことの一つに、男性の育児参加ということがあります。  

男女共同参画の推進にとって、子育てや家事は女性がやるものと

い っ た 男 性 側 、 性 別 役 割 分 担 意 識 の 解 消 や 、 長 時 間 労 働 の 抑 制 な

ど の 働 き 方 の 見 直 し に よ っ て 、 男 性 に と っ て も 地 域 や 家 庭 参 画 し

やすい環境づくりが求められています。  

男性の育児休業をしやすくするような対策をお伺いしたいと思い
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 ます。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それでは、御質問の件につきまして、私のほうから答弁させてい

ただきます。  

男性の家事・育児参加、特に出産後に父母ともに主体的に子育て

に 関 わ っ て い く た め に も 、 男 性 の 育 児 休 暇 の 取 得 は 重 要 で あ る と

考えております。  

町では、令和５年３月に第４次美浜町男女共同参画推進計画を策

定 い た し ま し て 、 そ の 中 で 、 男 女 共 に 育 児 休 暇 を 取 得 し や す い 環

境づくりの取組を推進しているというところでございます。  

しかしながら、計画策定時に行いましたアンケート調査では、男

性 が 育 児 休 暇 や 介 護 休 暇 を 取 得 す る こ と に つ い て ど う 思 う か と い

う 問 い に 対 し て 、 女 性 の ９ 割 以 上 が 取 得 す る ほ う が い い と 回 答 し

て い る の に 対 し 、 男 性 は ７ 割 程 度 に と ど ま っ て い る と い う 状 況 で

ございました。  

このような意識の差や固定的な差別分担意識の払拭に対する意識

改 革 が 十 分 で な い と い う こ と が 男 性 の 育 児 休 暇 の 取 得 に 歯 止 め を

かけているんじゃないかということで考えております。  

また、さきの報道にもありましたように、人手不足に悩む企業 が

多 い 中 、 育 児 休 暇 取 得 促 進 に つ な が る 環 境 整 備 へ の 企 業 負 担 が 大

きいということも課題となっていると思っております。  

町といたしましては、課題解消に向けまして 、県など関係機関と

連 携 し な が ら 、 男 女 平 等 意 識 の 醸 成 に 向 け た 広 報 を 行 う と い う こ

と と と も に 、 男 女 共 同 参 画 に 係 り ま す 講 演 会 の 開 催 な ど 、 あ ら ゆ

る 機 会 を 捉 え て 意 識 啓 発 活 動 を 推 進 い た し ま し て 、 男 性 の 育 児 休

暇 の 取 得 に 向 け て 取 組 の ほ う を 進 め て い き た い と 考 え て お り ま す 。  

以上でございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   人手不足に悩む企業が多い中、取得促進につながる環境整備への

企業負担が課題とはいえ、女性だけに負担が偏ることなく、共に活

動できる社会が理想と考えます。  

それでは、お伺いします。  

美浜町の役場の男性職員の育児取得状況はいかがでしょうか。  
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 議   長  総務課長。  

総 務 課 長  た だ い ま の 御 質 問 に つ き ま し て 、 私 の ほ う か ら お 答 え を さ せ て

いただきます。  

現在、男性職員の育児休業の取得状況につきましては、これまで

延 べ ５ 回 、 実 数 で ４ 人 が 取 得 し て お り 、 特 に 昨 年 度 か ら は ３ 人 が

取得しております。  

育児休業を希望した職員につきましては、男女 を問わず全員が取

得 で き て い る と 考 え て お り ま す が 、 今 後 も 男 性 の 育 児 休 業 が 取 得

し や す い 職 場 環 境 づ く り が 進 む よ う 、 制 度 の 周 知 や 職 員 の 意 識 の

醸 成 を 図 る な ど 、 取 り 組 ん で い き た い と い う ふ う に 考 え て い る と

ころでございます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   身近なところでたくさんの方が育児休業を取得されているという

ことは、とても喜ばしいことです。  

男女共同参画を進めるには、何よりもワークライフバランスが前

提になると考えます。  

ワークライフバランスを、仕事を抑制し、私生活を大切にするこ

と と 考 え て い る 人 も い る よ う で す が 、 そ う で は な く 、 生 産 性 を 高

め つ つ 、 男 女 で 効 率 よ く 働 き 、 共 に 家 庭 、 地 域 に 責 任 を 持 つ 、 こ

の 仕 組 み が 上 手 く 形 成 で き れ ば 、 子 育 て や 高 齢 者 の 介 護 の 面 に お

い て も 、 も ち ろ ん 保 育 所 や 高 齢 者 施 設 な ど の 社 会 的 サ ポ ー ト を 充

実させつつ、多くのプラスを生み出すことができると考えます。  

機会があれば、まちづくり課さんで男女共同参画の講演などを企

画していただければありがたいと思います。要望しておきます。  

では、次に行かせていただきます。  

３、健康増進について。  

１、口腔衛生の現状と課題解決に向けた取組。  

近年の研究で、歯周病は命の危険がある病気と大きく関わりがあ

る と 言 わ れ て い る 。 ま た 、 歯 周 病 に な る と 脳 に も 影 響 が あ り 、 認

知 症 に な る 危 険 性 が 高 ま る と 言 わ れ て い る 。 歯 周 病 菌 が 体 内 に 侵

入 し 、 認 知 症 の 原 因 物 質 が 脳 に 蓄 積 し て 記 憶 障 害 が 起 こ る 仕 組 み

を、九州大学の研究チームが解明した。  

そこで、将来の病気や介護の予防に向けて、 歯周病を発症しやす
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 く な る ４ ０ 代 か ら ５ ０ 代 の 働 く 世 代 に 歯 周 病 検 診 の 導 入 を 検 討 す

べきと考えるが、認識をお伺いします。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  それでは、ただいまの質問について、私のほうから回答させてい

ただきます。  

歯周病は、認知症だけでなく、糖尿病や脳血管疾患等の生活習慣

病 に も 影 響 を 及 ぼ す と 言 わ れ て お り 、 若 い 世 代 か ら の 歯 周 病 予 防

が 発 症 の リ ス ク を 抑 え 、 健 康 寿 命 の 延 伸 に も つ な が る と 考 え ら れ

ております。  

町においては、集団検診受診者や３歳児健診の保護者等、２０歳

か ら ７ ４ 歳 の 方 を 対 象 に 無 料 の 歯 科 検 診 を 実 施 し 、 歯 周 病 の 予 防

に取り組んでおります。  

今後は、歯科検診の継続実施に加え、広く歯周病予防の重要性を

周 知 、 啓 発 す る と と も に 、 検 診 受 診 体 制 を 含 む 疾 病 予 防 施 策 の 充

実 強 化 に つ い て 、 健 康 み は ま ２ １ の 策 定 に 併 せ 、 検 討 し て い き た

いと思っております。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   歯周病予防の歯科検診の取組について、前向きな 御答弁をいただ

きました。  

歯周病の早期発見により、健康寿命の延伸に つながると考えます。

正 し い 歯 の ケ ア で 多 く の 歯 を 温 存 す れ ば 、 幾 つ に な っ て も 自 分 の

歯 で 好 き な も の を 食 べ ら れ ま す 。 好 き な 料 理 を 食 べ ら れ る こ と は

大 き な 喜 び で あ り 、 人 生 が 豊 か に な り ま す 。 ま た 、 好 き な も の を

た く さ ん 食 べ る こ と で 必 然 的 に か む 回 数 が 増 え 、 脳 が 活 性 化 し ま

す。  

歯を失うと、人前で口を開けることが嫌になり、入れ歯が合わず

に 言 葉 が 不 明 瞭 に な っ た り す る こ と で 、 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を 避 け て 孤 独 に な っ て い く 人 も い ま す 。 正 し い 歯 磨 き で 多 く の

歯 を 温 存 で き れ ば 、 幾 つ に な っ て も 人 と の 楽 し い コ ミ ュ ニ ケ ー シ

ョンを続けることができると考えます。  

では、次に行かせていただきます。  

介護予防の推進について。  

１、高齢者の口腔機能向上について。  
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 近年、誤嚥性肺炎で亡くなる方は全国で３万８，０００ 人以上に

上 っ て お り 、 そ の う ち 高 齢 者 は ７ ０ ％ と い う 高 い 割 合 を 占 め て い

る 現 状 に あ る 。 誤 嚥 性 肺 炎 の 予 防 に は 、 口 腔 衛 生 に 注 意 す る こ と

が 重 要 と な っ て く る が 、 高 齢 者 は 自 分 の 口 腔 機 能 が ど の 程 度 低 下

しているのか体感しにくいと考えられる。  

地域で実施している通いの場などで、身近な場所で 口腔予防に取

り組むべきと考えるが、認識をお伺いします。  

議   長  健康福祉課長。  

健康福祉課長  誤嚥性肺炎の予防における口腔機能低下予防の取組は大変重要で

あると認識しております。  

そのため、町の第８期介護保険事業計画においても、フレイル予

防 の 取 組 を 推 進 し て い く と さ れ て お り 、 口 腔 機 能 の 虚 弱 な 状 態 で

あ る オ ー ラ ル フ レ イ ル 対 策 と し て 、 町 の 介 護 予 防 教 室 で は 、 誤 嚥

を 防 ぐ た め の 口 や 舌 を 鍛 え る パ タ カ ラ 体 操 な ど の 口 腔 ト レ ー ニ ン

グに力を入れております。  

今後も、高齢者の健康維持のため多くの方に口腔ケアに取り組ん

で い た だ け る よ う 多 様 な 媒 体 を 通 じ た 啓 発 を 行 い 、 地 域 住 民 が 集

ま る 通 い の 場 に お き ま し て も 、 一 層 働 き か け て ま い り た い と 思 い

ます。  

議   長  中牟田議員。  

  ３番   オーラルフレイル対策として、介護予防教室や地域住民の通いの

場などでパタカラ口腔体操を取り入れていただける旨、うれしく思

います。  

誤嚥の多くは飲み込む力の低下によって起こります。特に高齢者

は 、 睡 眠 時 な ど 知 ら な い う ち に 唾 液 を 誤 飲 し て い る こ と が 多 く 、

そ の 際 に 歯 周 病 菌 な ど の 口 腔 内 細 菌 が 多 い と 肺 炎 を 起 こ し や す く

なります。  

パタカラ体操は、咀嚼や嚥下する力、唾液の分泌促進といった口

の 機 能 向 上 は も ち ろ ん 、 発 音 が 明 瞭 に な り 、 表 情 に も 豊 か さ が 出

る 上 、 自 呼 吸 が で き る よ う に な り 、 口 の 中 の 乾 燥 を 防 ぐ 働 き も 期

待できます。  

以上で質問を終わらせていただきます。  

ありがとうございました。  
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 議   長  以上で、中牟田議員の一般質問を終わります。  

次に、８番、辻井雅之議員の一般質問を許します。  

辻井議員。  

  ８番   議長の発言許可をいただきましたので、通告に従い、私の一般質

問を行います。  

最初に、北陸新幹線の敦賀以西の工事について、２点質問いたし

ます。  

去る５月２３日に北陸新幹線の沿線１０都府県でつくる同盟会の

建 設 促 進 大 会 が 東 京 で 開 か れ 、 会 長 を 務 め る 杉 本 福 井 県 知 事 は 、

京 都 、 大 阪 知 事 に も 工 事 着 工 と 全 面 開 通 を 国 に 求 め て い く こ と を

確 認 し 、 国 の 関 係 省 庁 大 臣 に も 要 請 を 行 い ま し た 。 杉 本 知 事 は 、

マ ス コ ミ の 取 材 に 、 敦 賀 以 西 は 課 題 を 一 つ 一 つ 解 決 し て 、 実 現 し

て い く 点 が 皆 さ ん 一 致 し て い た 。 関 係 者 一 丸 で 活 動 を 進 め た い と

手応えを語っています。  

敦賀・新大阪間の難工事に加え、京都府からは、沿線住民からの

環 境 ア セ ス メ ン ト の 課 題 に 存 在 し 、 ス ム ー ズ な 着 工 は 難 し い と の

声 も 聞 こ え ま す 。 し か し 、 新 大 阪 ま で つ な が っ て の 北 陸 新 幹 線 で

あ り 、 や は り 若 狭 ル ー ト が 既 に 決 定 し て い る の で 、 京 都 府 も 積 極

的 に な り 、 京 都 府 か ら の 小 浜 ・ 新 大 阪 に 向 け て の 工 事 着 工 が 早 期

開通につながるものと考えます。  

そこで、私も以前、北陸新幹線の開通延期と費用増額について一

般 質 問 を 行 い 、 町 長 か ら は 、 国 の 計 画 を 含 め 、 ず さ ん を 指 摘 し た

怒りを回答がありました。  

そこで、ここで質問します。  

町長もこの同盟促進大会に参加して、敦賀以西の小浜ルー トの工

事 着 工 の 明 確 化 を 訴 え て き た が 、 嶺 南 地 域 の 各 市 町 は 今 後 ど の よ

うな行動を起こしていくのか、お伺いします。  

議   長  町長。  

町   長  た だ い ま の 北 陸 新 幹 線 の 敦 賀 以 西 の 工 事 に 対 し ま し て 、 嶺 南 市

町はどのように今後取り組んでいくのかという御質問いただいたと

ころでございますけども、北陸新幹線は沿線地域の飛躍的な発展や

災害に強い強靱な国土づくりを図る上で不可欠でございまして、極

めて重要な国家プロジェクトとして、嶺南６市町に限らず、北陸関
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 西地域の府県や市町、経済界等と一体となりまして、国に対し、大

阪までの早期全線開通を強く訴えてきたところでございます。  

５月に行いました北陸新幹線建設促進大会では、敦賀以西の大阪

ま で の 着 工 が 計 画 よ り も 遅 れ て お り ま す が 、 令 和 ５ 年 度 の 予 算 と

し て 、 従 来 、 認 可 後 に 行 っ て い た 調 査 等 を 行 う た め の 予 算 等 を 盛

り 込 み 、 長 野 か ら 金 沢 ま で の 着 工 時 点 の 予 算 額 、 そ れ の ３ 割 増 し

の １ ２ 億 円 強 の 予 算 づ け が さ れ た と い う ふ う に 聞 い て ご ざ い ま す 。  

今後、本町といたしましても、議会と 共に関係各位と連携強化、

協 力 を い た し な が ら 、 地 域 住 民 の 機 運 醸 成 や 要 請 活 動 等 に つ い て

しっかりと延伸促進に取り込んでいく所存でございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   ただいま町長のほうから、嶺南市町だけじゃなくてほかのところ、

住民を巻き込んで行動を起こしていきたいという力強いお言葉があ

りました。ぜひとも一致団結して、これについては早急にかかって

ほしいと思います。  

次の質問です。  

小浜ルートでは、小浜には新幹線の小浜駅ができると思うが、敦

賀・小浜間にある美浜町は通過路線になります。  

そこで、メリットをどう求めていくのかをここでお聞きします。  

議   長  まちづくり推進課長。  

まちづくり推進課長  それではただいまの御質問につきまして、私のほうからお答えさ

せていただきます。  

北陸新幹線小浜・京都ルートは、東京・大阪間を北回りで結ぶ路

線 と な る た め 、 東 南 海 地 震 な ど の 災 害 時 に は 、 東 海 道 新 幹 線 の 代

替 機 能 を 果 た し 、 国 土 強 靱 化 に 大 き な 役 割 を 果 た す イ ン フ ラ と な

ります。  

小浜・京都ルートが整備されれば、北陸新幹線と東海道新幹線、

あ る い は 北 陸 新 幹 線 と リ ニ ア 中 央 新 幹 線 に よ り 、 大 環 状 広 域 観 光

ル ー ト が 形 成 さ れ 、 北 陸 新 幹 線 沿 線 地 域 全 体 で の 観 光 誘 客 や 交 流

人口の拡大が見込まれます。  

また、敦賀、小浜駅から京都駅を経由して新大阪駅へ直通するル

ー ト で あ る た め 、 関 西 圏 へ の 時 間 短 縮 効 果 も 大 き く 、 観 光 に 限 ら

ず 、 通 勤 利 用 等 、 町 民 の 利 便 性 向 上 に も つ な が る も の と 考 え て お
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 ります。  

敦賀以西の大阪までの着工は計画より遅れておりますが、北陸新

幹 線 全 線 開 通 は 、 町 の 発 展 に 大 き く 寄 与 す る も の で あ る と 考 え て

お り ま す の で 、 早 期 実 現 に 向 け ま し て 、 し っ か り と 取 り 組 ん で ま

いりたいと考えております。  

以上でございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   観光をはじめ、交流人口の拡大、また沿線町内にはほかにもメリ

ットがたくさんあるということをお聞きしました。  

いずれにしろ、開業には１５年以上の工期と２兆１，０００億円

の 経 費 の 試 算 も あ り ま す 。 い ず れ に し て も 、 来 春 、 敦 賀 開 通 と 同

時 に 工 事 の 着 工 で １ 年 で も 早 く 開 通 し て い た だ き 、 私 も 元 気 な う

ち に 、 新 幹 線 で 京 都 ・ 大 阪 、 そ し て 九 州 ま で も 足 を 伸 ば せ れ ば い

いと思っております。  

次に、三方五湖とレインボーラインの県道化後の状況をお伺いし

たいと思います。  

新幹線開業が１年半遅れたが、沿線各地の開発もそれに伴ったペ

ー ス で 建 設 工 事 が 進 ん で い る み た い で す が 、 コ ロ ナ 禍 と 物 価 上 昇

が思わぬ状況になって、誤算も生じています。  

町でも、６月２日に道の駅、若狭美浜はまびよりがグランドオー

プ ン し 、 華 や か に オ ー プ ニ ン グ セ レ モ ニ ー が 開 催 さ れ ま し た 。 Ｊ

Ｒ 美 浜 駅 も 道 の 駅 に 一 体 化 し た 造 り と な り 、 車 と 電 車 の 駅 と な る 。

今 後 の 運 営 と ま ち の に ぎ わ い ゾ ー ン の 拠 点 と し て 、 町 民 か ら も 注

目される施設となりました。  

今回は４月に道の駅よりもいち早くオープンした三方五湖、美浜

町 レ イ ク セ ン タ ー と 、 昨 年 １ ０ 月 か ら 有 料 道 路 が 一 般 県 道 に 変 わ

ったレインボーラインについて質問いたします。  

最初に、三方五湖レイクセンターと、日本で初めて動く電池推進

遊覧船について、試乗体験を踏まえて質問します。  

先日の五木ひろしふるさとマラソンの１週間後の日曜日に、家族

で 遊 覧 船 に 乗 っ て み よ う か と 、 私 が 一 方 的 に 誘 い 、 家 族 ３ 人 で 乗

船 し ま し た 。 チ ケ ッ ト を 買 う と 、 何 と ち ょ う ど ８ ０ ０ 番 目 の 記 念

乗 車 と な り 、 お 菓 子 の 記 念 品 を い た だ き ま し た 。 テ レ ビ 等 で 見 る



 

－108－ 

 こ と も あ り ま す が 、 ま さ か の 出 来 事 に 少 し 感 動 し た 次 第 で あ り ま

す 。 チ ケ ッ ト を 通 し 番 号 が 確 か に ８ ０ ０ 番 に な っ た の で 、 こ の チ

ケットは保管したいと思います。  

運行を始めてちょうど１か月で、ゴールデンウイークの乗客が多

かったと聞きました。  

議会でも、船の造船段階から何回か視察や試験乗船もしています

が 、 今 回 は 客 と し て 乗 船 い た し ま し た 。 当 日 は 天 候 も よ く 、 波 の

ない絶好の遊覧日和となりました。  

当日は朝９時半の出発で、乗客は１２名でした。出航前に、ガイ

ド さ ん か ら 救 命 胴 衣 の 説 明 が あ り ま し た 。 日 本 初 め て の 電 池 推 進

船 は 、 大 学 と の 共 同 開 発 で 造 ら れ 、 船 の 特 徴 を 話 さ れ て か ら 、 い

よ い よ 出 港 し ま し た 。 ガ イ ド さ ん の 説 明 は 、 ア ド リ ブ も 含 め 、 お

客 さ ん を 上 手 に 巻 き 込 み 、 久 々 子 湖 、 浦 見 川 、 水 月 湖 を ゆ っ く り

と 遊 覧 し ま す 。 三 方 五 湖 の 特 徴 と 、 船 窓 の 風 景 が 伝 わ り ま し た 。

自 然 の 動 植 物 や 梅 の 実 を つ け た 梅 林 、 高 校 生 の ボ ー ト の 練 習 風 景

も 目 の 前 で 見 ら れ ま し た 。 何 よ り 、 ガ イ ド さ ん の 生 の 声 と 表 情 も

よかったと思います。  

秋には２隻目の遊覧船も加わり、若いスタッフの皆さんの今後の

御活躍に期待します。  

長々と話しましたが、ここで質問します。  

少し、このことで気がかりなことがあります。それは、従来のレ

イ ク セ ン タ ー も そ う で し た が 、 今 の レ イ ク セ ン タ ー の 建 物 の 位 置

が 、 国 道 や 梅 街 道 の メ イ ン 道 路 か ら 離 れ て い る こ と と 、 建 物 自 体

が 地 味 に 造 ら れ て い る た め 、 あ ま り 目 立 ち ま せ ん 。 今 後 、 観 光 客

が レ イ ク セ ン タ ー の 場 所 へ 行 く 案 内 と Ｐ Ｒ が 必 要 に な る と 考 え ま

す 。 こ れ を 克 服 す る た め に ど の よ う な 策 を 講 じ て い く の か を お 聞

きいたします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  ただいまの御質問に対して、私から御回答させていただきたいと

思います。  

自家用車やバスでお越しいただく方につきましては、カーナビゲ

ー シ ョ ン シ ス テ ム の 活 用 に よ り 御 利 用 い た だ く こ と が 可 能 か と は

思 い ま す け れ ど も 、 道 路 沿 い に は 、 分 か り や す い 案 内 看 板 等 を 設
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 置 し ま し て 、 レ イ ク セ ン タ ー へ の 誘 導 を 図 り た い と い う ふ う に 考

えてございます。  

また、昨年度、道の駅はまびよりに整備した観光案内看板を設置

し ま し た Ｑ Ｒ コ ー ド を 、 若 狭 美 浜 ト ラ ベ ル ガ イ ド で 町 内 の 観 光 施

設 等 を ナ ビ ゲ ー シ ョ ン す る 仕 組 み を 施 し ま し た 。 今 後 、 観 光 Ｐ Ｒ

を す る に 当 た っ て は 、 そ の Ｑ Ｒ コ ー ド を パ ン フ レ ッ ト や チ ラ シ 等

に 掲 載 し 、 多 く の 方 々 の 目 に 触 れ る よ う 広 報 し て い き た い と い う

ふうに考えているところでございます。  

以上です。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   分かりました。  

分かりやすい看板の設置を計画しておるようでありますので、よ

ろしくお願いします。  

私の意見として、私は昔からレイクセンターの船乗り場に噴水が

あ る と い い な と 昔 か ら 思 っ て お り ま し て 、 あ れ ば 一 層 、 観 光 の ア

ッ プ に な る の で は な い か と 思 っ て お り ま す 。 そ の こ と を 若 い セ ン

タ ー 長 さ ん に 話 し た ら 、 ソ ー ラ ー を 使 っ た 噴 水 も あ る よ と い う よ

うなことも言っていましたので、意気が投合しました。  

ぜひ、行政のほうもバックアップして、ソーラーの噴水なんかも

設 置 す る と 観 光 客 の 心 の 安 ら ぎ 等 も 増 す の で は な い か と 考 え ま す 。

ぜひ検討してください。  

次に、レインボーラインについて質問します。  

昨年の９月から福井県道路公社がなくなり、翌月の１０月から有

料 道 路 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン が 一 般 県 道 と な り ま し た 。 そ の 間 、 通

行 料 金 所 の ゲ ー ト も な く な り 、 国 道 ２ ７ ３ 号 の 道 路 標 識 に 変 更 さ

れました。  

レインボーラインでは、山頂公園の大がかりなリニューアルも終

え 、 コ ロ ナ 禍 に も か か わ ら ず 、 ゴ ー ル デ ン ウ イ ー ク の 観 光 客 が 大

勢訪れたということです。  

今回、山頂公園に行くまでの曲がり道に駐車場ゲートをつけ、駐

車 料 金 を 取 る こ と に な り ま し た が 、 こ の ゲ ー ト 前 で は 混 雑 は な か

ったのか、少し気になります。  

そこで質問します。  
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 有料道路から県道に変わってから、レインボーラインの客の入り

込みはどのように変わったのか、お伺いします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  引き続き、私のほうから御回答させていただきたいと思います。  

福井県道路公社が昨年９月をもって解散し、１０月以降、県道化

と な り ま し た が 、 レ イ ン ボ ー ラ イ ン の 観 光 入 込 客 数 は 前 年 と 比 較

し て 、 今 年 の １ 月 を 除 き 、 月 の 比 較 で 全 て 増 加 し て お り ま す 。 県

道 化 後 は 、 駐 車 場 利 用 者 の 入 込 客 数 で 集 計 を し て お り ま し て 、 従

来 の 料 金 所 で の カ ウ ン ト に 比 べ 、 過 小 評 価 と は な る も の の 、 前 年

の同期間に比べ３万人以上の増加となっております。  

以上でございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   今課長から、大変うれしい回答が得られました。３万人以上も増

えておるということで、大変いいことだと思います。  

これからも誘客について、レインボーライン、そして行政と協力

し て 、 新 幹 線 も 開 通 す る こ と で あ り ま す の で 、 嶺 南 の 一 大 観 光 地

として盛り上げていただきたいと思います。  

次に、夏の観光を迎えるに当たり、敦賀半島、西海岸ゾーンの観

光開発について質問をしたいと思います。  

これからシーズンは夏を迎え、海水浴シーズンに入り、水晶浜や

ダ イ ヤ 浜 は 県 外 客 で に ぎ わ い ま す 。 し か し 、 近 年 都 会 で は レ ジ ャ

ー プ ー ル の 充 実 や 、 海 ま で の 長 距 離 の 移 動 、 さ ら に 泳 い だ 後 の 疲

労感も重なり、若者の海離れが増えているとお聞きします。  

半世紀前の水晶浜は海水浴をする若者であふれ、当時、交通イン

フ ラ も あ ま り 行 き 届 い て い な か っ た た め 、 車 の 渋 滞 が 発 生 し 、 帰

り の 道 は 敦 賀 ま で 数 時 間 以 上 か か る こ と も ざ ら に あ り ま し た 。 関

西 方 面 か ら は 、 バ ス の 定 期 便 も あ り 、 駐 車 場 は 常 に 満 車 と な り ま

したが、過去の存在となり、少し残念です。  

しかし、近年、夏が終わり、秋先になると波も高くなり、サーフ

ィ ン を す る サ ー フ ァ ー の 数 が 目 に つ く よ う に な り 、 毎 週 来 る リ ピ

ーターとなっております。この方々には歓迎したいと思います。  

そして昨日、梅津議員の質問にもありましたが、新聞記事でイル

カ の 被 害 が 出 て お り ま す 。 イ ル カ に か ま れ た と い う こ と が 大 き く
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 載 っ て お り ま す の で 、 こ れ は マ イ ナ ス イ メ ー ジ も な り ま す の で 、

夏 ま で に は 関 係 部 署 と 協 力 し て 、 夏 ま で に は 解 決 し て い た だ き た

いと思います。  

ところで、西海岸ゾーンの一番北部の丹生地区には、オートキャ

ン プ 場 や 町 の 指 定 管 理 で あ る 丹 生 漁 港 環 境 広 場 の 釣 り 堀 も あ り ま

す が 、 こ れ ら の 施 設 の 利 用 が あ り ま す が 、 そ の 利 用 が あ る の か ど

うかをお聞きいたします。  

議   長  土木建築課長。  

土木建築課長  私のほうから御回答させていただきます。  

丹生のオートキャンプ場は、丹生区が運営をしております利用状

況 を 確 認 し た と こ ろ 、 コ ロ ナ 前 の 令 和 元 年 度 で ２ ７ ７ 組 の 利 用 が

あ り ま し た が 、 コ ロ ナ 禍 と な っ た 令 和 ２ 年 度 か ら ４ 年 度 の ３ 年 間

は 開 場 し て お ら ず 、 利 用 者 は ゼ ロ で あ る と い う こ と で ご ざ い ま し

た。  

また、丹生漁港環境広場の釣り桟橋につきましては、コロナ前の

令 和 元 年 度 に は ２ ， ３ ２ １ 人 、 令 和 ２ 年 度 ２ ， ４ ４ ３ 人 、 令 和 ３

年 度 ２ ， ０ ９ ３ 人 、 令 和 ４ 年 度 は ２ ， ６ ０ ７ 人 と 、 特 に コ ロ ナ 禍

に 関 係 な く 、 年 間 ２ ， ０ ０ ０ 人 を 超 え る 方 々 に 御 利 用 を い た だ い

ておるところでございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   今の回答で、キャンプ場は残念ながらやっていないということで、

釣り堀のほうは年間２，０００人ぐらい来ているということなので、

まだ日向地区のほう、かなりの釣り堀客が来ておりますので、この

辺ももう少し数字を伸ばしていければ、きいぱすも近くにあります

から、この辺の相乗効果を願ったらいいんじゃないかと思います。  

もう一つ、この丹生地区で行われているはあとふる体験のメニュ

ー に つ い て お 伺 い し ま す 。 教 育 旅 行 の 一 つ で あ る 美 浜 町 の 若 狭 路

は あ と ふ る 体 験 と い う 名 前 で 、 都 会 の 子 供 た ち の 修 学 旅 行 に も な

っ て い ま す 。 体 験 メ ニ ュ ー と し て 、 丹 生 の 大 敷 網 体 験 や 地 引 き 網

体 験 も あ り ま す が 、 こ れ ら の メ ニ ュ ー に つ い て は 、 続 け て 実 施 し

ているのかどうかをお伺いします。  

議   長  観光誘客課長。  

観光誘客課長  私のほうから御回答させていただきたいと思います。  
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 今年度から、丹生地区においては、大敷網を 出航していない状況

で あ る た め 、 は あ と ふ る の 大 敷 網 体 験 は 実 施 し て い な い 状 況 で ご

ざ い ま す 。 ま た 、 地 引 き 網 体 験 に つ き ま し て も 、 担 い 手 不 足 に よ

り実施をしていないということです。  

若狭美浜はあとふる体験プログラムには、船釣り体験や、魚さば

き 体 験 な ど の 漁 業 体 験 メ ニ ュ ー が あ り ま す の で 、 町 で は 、 こ れ ら

の 体 験 を 通 し て 、 漁 業 に つ い て 子 供 さ ん た ち に は 関 心 を 深 め て い

ただきたいなというふうに考えているところでございます。  

以上でございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   私もちょっと事前に聞いたんですけども、丹生の大敷網、ちょっ

と網の不都合もあって、今、大敷網はやっていないということで少

し残念でした。地引き網体験も今やっていないということで、やは

り都会から来る子供たち、自然との環境、私も大敷網体験、１回乗

ったことがあるんですけども、非常にいいものでした。また復活で

きればよろしいかと思います。  

美浜町は美浜町の名前のとおり、水晶浜やダイヤ浜のきれいな白

い 砂 浜 が 売 り だ と 思 い ま す 。 エ メ ラ ル ド 色 の 海 と 白 い 砂 が 目 に 映

え 、 美 し い 大 き な 夕 日 が オ レ ン ジ 色 に 染 ま る 。 地 元 の 人 で さ え 感

動いたします。  

今週末の６月１１日には美しい浜プロジェクトｉｎ水晶浜の清掃

作 業 も 実 施 さ れ ま す の で 、 地 域 の 皆 さ ん に も 大 変 喜 ば れ て お り ま

すので、大勢の方に参加していただきたいと思います。  

それでは最後の質問で、男女共同参画の取組についてお伺 いしま

す。  

町内に組織する第４次美浜町男女共同参画推進計画検討委員会は、

前 年 度 末 の ３ 月 に 次 期 計 画 案 を 町 長 に 提 言 し て い ま す 。 福 井 大 学

の 澁 谷 政 子 教 授 が 委 員 長 を 務 め 、 今 年 度 か ら ５ 年 間 の 計 画 案 を ま

とめたものであります。  

基本目標に、ひとりひとりが男女平等を理解しともに人権を尊重

す る 、 そ れ ぞ れ の 立 場 で と も に 思 い や る 、 と も に い き い き と 暮 ら

せ る の ３ つ を 設 定 し 、 そ れ ぞ れ に ２ つ か ら ４ つ の 重 点 目 標 を 掲 げ

て い ま す 。 施 策 の 方 向 を 具 体 的 に 示 し て あ り 、 町 の ホ ー ム ペ ー ジ
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 と ダ イ ジ ェ ス ト 版 の パ ン フ レ ッ ト も 発 行 し て 、 町 民 へ の 参 画 を 啓

発しています。  

美浜町の男女共同参画の歴史を探ってみますと、１９９６年、平

成 ８ 年 に 美 浜 町 人 権 尊 重 啓 発 協 議 会 が 設 立 さ れ て お り ま す 。 ３ 年

後 の 平 成 １ １ 年 に 美 浜 女 性 の 会 が 設 立 さ れ て お り ま す 。 平 成 １ ５

年 度 か ら は 、 集 落 に よ る 推 進 活 動 が 具 体 的 に 行 わ れ 、 町 内 全 集 落

に行き渡って、現在の活動が引き継がれております。  

今思うと、私も区の担当役員になり、区を上 げての１００人の集

い 等 の 取 組 や 機 関 誌 の 発 行 、 ま た 、 町 の フ ォ ー ラ ム で の 地 区 実 践

発表等が懐かしく思い出され、よみがえってきます。  

近年、男女共同参画についての実践は世界の国から見ると、日本

はまだまだの感があるそうです。  

２０年前の福井県では、女性の県会議員は誰もいませんでした。

美 浜 町 議 会 で は 、 平 成 ２ ８ 年 に 女 性 議 長 が 県 下 ２ 番 目 で 誕 生 し ま

し た 。 そ の 後 、 町 内 で も 女 性 の 区 長 や 自 治 会 長 さ ん も 誕 生 し て お

ります。近年、役場でも女性課長も登用されております。  

そこで、美浜町における役場職員の女性管理職の登用は、福井県

の 各 市 町 の 役 所 か ら 比 べ る と 、 ど の よ う な 割 合 に な っ て い る の か

をお尋ねいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  た だ い ま の 質 問 に つ き ま し て は 、 私 の ほ う か ら お 答 え を さ せ て

いただきます。  

県内の女性管理職の登用率が公表されている令和３年４月１日時

点 で の 調 査 結 果 に よ り ま す と 、 管 理 職 総 数 に 占 め る 女 性 管 理 職 の

割 合 に つ き ま し て は 、 県 内 の 全 市 町 の 平 均 は ２ ２ ． ９ ％ と な っ て

お り 、 本 町 に つ き ま し て は ３ ４ ． ８ ％ で 、 県 内 の 市 町 で は １ 位 と

なっております。  

なお、本年４月１日現在の当町の登用率につきましては、参事級

等 の 管 理 職 の 総 数 が 増 え た こ と に よ り 、 ３ ３ ． ３ ％ と な っ て い る

ところでございます。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   今、総務課長のほうからすばらしい数字 が出てきております。県

内の平均が２２．９、令和３年ですけども３４．８で、県内１位と
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 いうことで、大変驚いたわけであります。  

現在、この議場にも、理事者の席でありますけれども、町長と三

役 を 除 き １ ６ 名 の 課 長 が お り ま す 。 そ の う ち ４ 名 が 女 性 に な っ て

お り ま す 。 割 合 で 言 う と 、 計 算 し て み る と ２ ． ５ 割 の 数 字 に な り

ま す 。 し か し 、 あ と 保 育 所 と か の 園 長 さ ん と か 、 そ の 辺 も お ら れ

ま す の で 数 字 は も っ と 上 が る と 思 う ん で す け れ ど も 、 こ の 議 場 で

は２．５割という数字になるかと思います。  

先日、新聞に国の女性登用の数字を２０３０年に、女性の管理職

３ ０ ％ を 目 指 す と い う 、 分 か り や す い ３ ０ 、 ３ ０ の 数 字 の 見 出 し

が目につきましたので、ここでちょっと報告しておきます。  

美浜町の場合は３３．３という数字が出ていますのでクリアでき

て お り ま す け ど も 、 ま た 女 性 登 用 に つ い て も 県 下 １ 位 を 維 持 で き

るようにお願いしたいと思います。  

次に、町に男性の保育士が１人いらっしゃいます。保育士の不足

が よ く 話 題 に な り ま す が 、 男 性 の 保 育 士 や 看 護 師 等 も 積 極 的 に 受

け入れる体制は図れないものかをお伺いいたします。  

議   長  総務課長。  

総 務 課 長  た だ い ま の 質 問 に つ き ま し て も 、 私 の ほ う か ら お 答 え を さ せ て

いただきます。  

本町の職員採用につきましては、性別にかかわらず幅広い職種で

募 集 し 、 ま た 、 職 員 と し て の 適 性 と 能 力 の 有 無 を 考 慮 し 、 採 用 を

しております。  

公正な採用選考は、応募者の適性と能力のみを選考の基準とする

こ と で あ り 、 適 性 と 能 力 に 関 係 の な い 性 別 を 選 考 基 準 と す る 募 集

や 採 用 は で き か ね ま す が 、 よ り 多 く の 方 に 採 用 試 験 に 応 募 し て い

た だ け る よ う 幅 広 く 募 集 広 報 を す る こ と で 、 優 秀 な 人 材 の 確 保 に

努めてまいりたいと考えているところです。  

議   長  辻井議員。  

  ８番   ぜひとも、やっぱり男女共同参画社会づくりですか、この辺のと

ころも多くあれば、男性からの応募があれば、積極的する方向でい

ってほしいと思います。  

男性から見ると、男性の保育士、看護師については、子育てとか

介 護 の 面 か ら 違 和 感 が あ り ま す が 、 女 性 か ら 見 た 場 合 は ど う な の
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 か、私も少し疑問に思います。  

男は男らしく、女は女らしくというジェンダーは、私はある程度

必要なものかと思いますが、古い考えなのでしょうか。  

福井県知事も、２期目の公約に掲げた女性副知事の登用が誰にな

るのか、福井新聞紙上で報道されております。  

県議会が始まり、この６月２３日に開会する県議会で女性副知事

が 誕 生 す る と い う こ と で あ り ま す の で 、 注 目 し て み た い と 思 い ま

す。  

昔からの地域の伝統やしきたり、男女の関係でよいものであるか

らこそ、現在に継承されているものではないかと思います。  

これからも、必要なものは大切にしていく、押しつけではないル

ー ル を 意 識 し て の 男 女 共 同 、 平 等 の 社 会 参 画 に な る こ と を 祈 念 い

た し ま し て 、 私 の 一 般 質 問 を 終 わ り ま す 。 あ り が と う ご ざ い ま し

た。  

議   長  以上で、辻議員の一般質問を終わります。  

これで本日の一般質問は全て終わります。  

なお、１２日月曜日は、午前１０時から予算決算常任委員会が開

会されますので、よろしくお願いいたします。  

本日はこれにて散会いたします。御苦労さまでございました。  

（散会宣言  午前１１：０９）  
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 議   長  本日は、１３番  藤本議員からの欠席届があり、現在１３名が出

席されております。  

定足数に達しておりますので、会議は成立いたしま した。  

（再開宣言  午前１０：１３）  

議   長  ただいまより、令和５年第３回美浜町議会定例会を再開いたしま

す。  

直ちに本日の会議を開きます。  

職務執行のため、議会事務局長を出席させております。  

地方自治法第１２１条の規定により 、説明のため、町長、副町長、

教 育 長 及 び 両 統 括 幹 、 各 課 長 、 会 計 管 理 者 並 び に 生 涯 学 習 推 進 課

課長補佐の出席を求めました。  

これより議事に入ります。  

本日の議事日程は、お手元の日程表のとおりと定めます。  

日程第１  会議録署名議員の指名についてでありますが、会議規

則第１２５条の規定により、議長において指名いたします。  

前日に引き続き、  

１番  幸𠀋 佑馬君  

１１番  﨑元良栄君  

の両君を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。  

次に、日程第２  議案第３６号  専決処分の承認を求めることに

つい て （ 令和 ５ 年 度美 浜 町 一般 会 計 補正 予 算 （第 １ 号））か ら 日 程

第 １ ８  議 案 第 ５ ２ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 美 浜 町

浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 電 気 設 備 ） に 関 す る 協 定 に つ い て ま

でを一括して議題といたします。  

去る６月６日、各常任委員会に審査を付託いたしました議案の審

査結果報告を各委員長に求めます。  

まず、予算決算常任委員長より報告を求めます。  

予算決算常任委員長  予算決算常任委員会報告。  

ただいまから、予算決算常任委員会の委員長報告を行います。  

令和５年６月１２日の午前９時５７分から、美浜町議会全員協議

会 室 に お い て 、 委 員 １ ２ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 、 本 委 員 会 を 開 催

し 、 ６ 月 ６ 日 に 本 委 員 会 に 付 託 さ れ ま し た 議 案 ９ 件 の 審 査 を 行 い

ました。  
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 当日は、説明のため、町長、副町長、教育長、両統括幹、各課長、

生涯学習推進課課長補佐の出席を求めました。  

また、職務執行のため、議会事務局長を出席させました。  

以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議案第３６号  専決処分の承認を求めることについて （令和５年

度美浜町一般会計補正予算（第１号））。  

総務課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、今回の新型コロナワクチン接種の対象は５歳以上の町民全

員が対象となっているのか。  

回答、今回の接種の対象は、６５歳以上の方と基礎疾患を有する

方 及 び 医 療 従 事 者 で あ り 、 ９ 月 以 降 に は ５ 歳 以 上 の 接 種 が 始 ま る 。  

質疑、５類感染症になったことによりコロナに対する意識が薄れ、

接種率が低くならないのか。  

回 答 、 当 初 ６ ５ 歳 以 上 の 方 は ９ ０ ％ 接 種 し て い た が 、 現 在 は ３

９％程度の予約及び接種の状況である。  

質疑、接種率が低くなった原因は何か。  

回答、５類感染症になったことによりコロナに対する意識が変わ

っ た こ と と 、 発 熱 や 倦 怠 感 等 の 副 反 応 が 出 る た め 接 種 を 控 え る 人

がいる。  

質疑、５類感染症になったことにより医療機関の対応はどうなる

のか。  

回答、医療機関ごとに違うが、基本的に発熱の方については、従

来 ど お り 連 絡 を も ら っ て か ら 来 て も ら っ て い る 。 ま た 、 医 療 費 に

ついても一部負担金をもらっている。  

議案第３７号  専決処分の承認を求めることについて （令和５年

度美浜町一般会計補正予算（第２号））。  

総務課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、子育て世帯生活支援特別給付金を受給するため、申請は必

要なのか。  

回答、申請は不要である。  

質疑、電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金を受給する

ために申請は必要なのか。  

回答、こちらのほうは確認が必要で、審査をした上で給付となる。  
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 質疑、対象世帯数はどのように算出したのか。  

回答、同様の給付が令和３年及び令和４年にあったため、その実

績を基に今回算出した。  

議案第４０号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第３号）。  

総務課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

議会費から総務費。  

質疑、チョイソコみはまの予約が取れないとの話を聞くが、利便

性を考えて運行車両の台数を増やす考えはないのか。  

回答、現在２台で運行しており、一部予約時間を変更していただ

い た 方 も い る が 、 ほ と ん ど の 方 が 予 約 を 取 れ て い る 状 態 で あ る 。

今 は ま だ 始 ま っ た ば か り で あ る が 、 い ろ ん な 御 意 見 を い た だ き 、

利便性のよいものにしていきたい。  

意見、実証実験中なので、実態をよく調べ、本運転になるまでに

台数を増やす等、苦情が出ないように対応してもらいたい。  

質疑、チョイソコみはまがゲンキーやアオキに停車できない理由

は何か。  

回答、スポンサー制度を導入しており、アオキやゲンキーにスポ

ン サ ー に な っ て も ら え る よ う に お 願 い に 行 っ た が 、 現 時 点 で 難 し

いとの回答をいただいている。  

質疑、スポンサー料を取る必要はあるのか。  

回答、スポンサー料を取っていない自治体もあるが、本町では、

地 域 の 中 で 公 共 交 通 を 持 続 的 に 運 営 し て い く こ と も 大 き な 課 題 で

あ り 、 事 業 者 か ら ス ポ ン サ ー 制 度 を 提 案 い た だ き 、 取 り 入 れ た 。

ス ポ ン サ ー に な る メ リ ッ ト と し て 、 車 の 車 両 の 側 面 に ス ポ ン サ ー

名 を 入 れ て 宣 伝 し て い る 。 ま た 、 会 員 向 け チ ラ シ や 広 報 誌 で も ス

ポンサーを宣伝する予定である。  

質疑、今後もスポンサー料を取るのか。町民の利便性が第一では

ないのか。  

回答、今後については、町民等のいろんな意見を聞きながら、実

証 の 期 間 も 含 め 新 た な 方 向 性 を 探 り な が ら 、 改 善 す べ き と こ ろ は

改善する等、地域公共交通会議の中で検討していきたい。  

意見、課題が発生したら後回しにせず、その都度改善してもらい

たい。  
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 質疑、町制７０周年記念事業のプロモーション映像や職員採用プ

ロモーション動画はホームページ等で公開するのか。  

回答、現在、職員採用プロモーション動画はホームページ等で公

開 を 予 定 し て い る が 、 町 制 ７ ０ 周 年 記 念 事 業 の プ ロ モ ー シ ョ ン 映

像については、記念式典での放映を予定している。  

質疑、町制７０周年記念事業のプロモーション映像も 、記念式典

時のみの公開はもったいないので、一般公開してはどうか。  

回答、一般公開については前向きに検討したい。  

質疑、庁舎改修事業の庁舎トイレ改修工事２００万円の内容は何

か。  

回答、庁舎トイレ等にベビーベッドやベビーチェア等を整備す る

予定でいる。  

意見、庁舎改修事業においては、特に駐車場の配慮を来訪者目線

で考えて検討してもらいたい。  

質疑、公共交通機関利用促進事業２００万円の事業内容は何か。  

回答、具体的には決まっていないが、北陸新幹線敦賀開業を記念

したイベントを福井大学と連携して実施したいと考えている。  

質疑、ＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）職員研修業

務委託料７０万円の対象者は誰か。  

回答、対象者は補佐級とＤＸ推進委員で、デジタル技術や知識向

上につながる内容となっている。  

質 疑、 エ ネ ル ギー 環 境教 育 体 験 館運 営 事業 の 施 設 整備 工 事３ ,２

４８万９ ,０００円の内容は何か。  

回答、きいぱすの交流ルームに断熱と再エネのモデルルームを 作

り 、 カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル の 学 習 に 資 す る 体 験 型 展 示 を 整 備 す る 。  

質疑、若者世帯住宅取得支援事業補助は新築に対しての補助なの

か。  

回答、ほかの住宅補助制度と被らない住宅購入、または建築に対

しての上限１００万円の補助である。  

質疑、対象となる世帯は。条件は何か。  

回答、夫婦共に３９歳以下の若者夫婦世帯であって、中学生以下

の 子 供 と 同 居 し て い る 子 育 て 世 帯 で あ る 。 中 学 生 以 下 の 子 供 が い

な い 場 合 は 、 建 築 時 に 町 内 業 者 を 利 用 す る 場 合 が 対 象 と な っ て い
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 る。  

質疑、みはまシナプスプロジェクト事業の委託であるが、会議の

メンバー構成はどうなっているのか。  

回答、福井大学の教授や観光等の有識者等で構成されている。  

質疑、そのコンセプトの中に美浜町の食材の 宝庫とあるが、具体

的にどうか。  

回答、海、山、川、湖があり、量的には少ないかもしれないが、

いろんな食材があるということで、食材の宝庫と認識している。  

質疑、みはまシナプスプロジェクト事業の学びを軸とした次世代

まちづくり業務委託の委託先はどこか。  

回答、業務内容は小中学生を対象にした美浜塾の運営や企画・コ

ー デ ィ ネ ー ト 等 で 、 委 託 先 に つ い て は 、 募 集 を 行 い 、 プ ロ ポ ー ザ

ル等で決定したいと考えている。  

質 疑、 学 び を 軸と し た次 世 代 ま ちづ く り業 務 委 託 料２ ,２ ８２ 万

５ ,０００円は必要あるのか。  

回答、運営していく中で、行政だけではできない部分がある。全

国 に は 、 学 び を ま ち づ く り に 取 り 入 れ て い る 自 治 体 は 多 く あ り 、

そ こ に 関 わ っ て い る 事 業 者 の 実 績 や 経 験 値 を 生 か し た い と 考 え て

いる。  

質疑、ケーブルテレビ施設更新事業で、何の設備を撤去するのか。  

回答、３期エリアの一部と４期エリアの電柱間の幹線等を撤去す

る。  

質疑、音声告知受信端末機の回収はどうなっているのか。  

回答、各家庭の引込線の撤去が終わったので、受信端末機の撤去、

回 収 に 入 れ る 見 込 み と な っ て い る 。 回 収 に 係 る 詳 し い 内 容 が 決 ま

り次第お知らせする。  

質疑、省エネ家電買い換え促進事業補助について、冷蔵庫とエア

コンの台数に制限はあるのか。  

回答、台数に制限はないが、１年度内に世帯当たり １回で、上限

５万円を考えている。  

質疑、予算１ ,３００万円の算出方法は何か。  

回答、耐用年数、使用年数等により、毎年３００世帯が買い換え

す る と 予 想 し 、 上 限 ５ 万 円 の 補 助 を 受 け る 世 帯 が ２ ０ ０ 世 帯 、 ３
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 万円 の 補 助を 受 け る世 帯 が １０ ０ 世 帯で 、 合 計１ ,３ ０ ０万 円 を 計

上している。  

質疑、申請するに当たり、何が必要なのか。  

回答、リサイクル券の写しや省エネ基準達成率が１００％以上で

あることが確認できる書類等が必要である。  

意見、申請をもっと簡単に書類審査ができるようにしてもらいた

い。  

民生費から商工費。  

質疑、物価高騰に係る子育て世帯応援事業の子育て世帯応援商品

券は町内でしか利用できないのか。  

回答、今までと同様、町内の１２０事業者を対象としている。  

質疑、こどものあそび場づくり事業の基本計画策定業務委託料２

６４万８ ,０００円の内容は何か。  

回答、基本方針、場所や施設の決定、遊具計画、概算事業等の基

本計画を策定する委託料である。  

質疑、子どもの遊び場の場所は決まっているのか 。  

回答、現在、場所は決まっていないが、今後、子ども・子育て会

議 等 で 意 見 を 聞 き な が ら 決 め て い き た い 。 基 本 は 、 屋 内 の 遊 び 場

で 子 供 と 保 護 者 の み な ら ず 、 高 齢 者 を は じ め 町 民 同 士 が 触 れ 合 え

る施設を考えている。  

質疑、保育園いきいきコネクトの事業の主な内容は何か。  

回答、保育園の登降園の管理や緊急メール等のシステム導入やＷ

ｉ － Ｆ ｉ の 整 備 、 Ｉ Ｃ Ｔ の シ ス テ ム を 使 う た め に 必 要 な 機 械 の 購

入である。  

質疑、儲かるふくい型農業総合支援事業で、現在美浜町の農業に

明るい兆しは見えているのか。  

回答、水稲に関しては、昨年３月から若手２人が組んだ形で会社

を つ く り 、 事 業 を 実 施 し て い る 。 水 稲 だ け で な く 、 園 芸 の ほ う も

取り組んでいる。  

質疑、高齢化や後継者等の問題をどう考えているのか。  

回答、若手がしっかり経営することで、明るい展望が見えると考

えている。  

質疑、現在、町内の農業状況はどうなっているのか。  
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 回答、水稲に関しては集約が進んできて、担い手に耕作面積が集

ま っ て き て い る が 、 担 い 手 の 高 齢 化 が 進 ん で い る た め 、 今 後 に つ

い て は 町 内 の 水 田 を 守 れ る か 厳 し い 状 況 で あ る 。 町 と し て は 、 新

規 就 農 者 に 手 厚 い 補 助 を 行 い 、 勢 い を つ け て あ げ た い と 考 え て い

る。  

質疑、有害鳥獣対策事業に関し、ニホンザルを駆除する有効な対

策はあるのか。  

回答、美浜町の猟友会とも相談し、専属的に人を雇って巡回する

だ け で な く 、 山 の 中 腹 ま で 入 っ て 完 全 に 追 い 払 う と 効 果 が あ る と

考えている。  

意見、猿の頭数は増えているので、覚悟を決めて徹底的に駆除を

してもらいたい。  

質疑、農業人材育成拠点推進事業で、教育カリキュラム作成業務

委託料１ ,００１万４ ,０００円を作成する理由は何か。  

回答、人材育成拠点施設は現在既に稼動しているが、そこでの研

修 を 、 今 ま で の 経 験 を 踏 ま え 、 今 後 対 外 的 に 活 用 で き る よ う 取 り

組んでいくためのカリキュラム作成と考えている。  

質疑、わかさ美浜町森づくり推進事業６００万円の財源は何か。  

回答、森林環境譲与税の基金を充てる予定である。  

質疑、森林整備管理工事の内容は何か。  

回答、耳川の河川区域にある危険木の伐採等である。  

質疑、へしこブランド推進団体補助の対象は組合なのか。  

回答、補助に関しては組合で考えている。  

質疑、観光総務費のサマーフェスティバル協賛金３００万円であ

る が 、 昨 年 の サ マ ー フ ェ ス テ ィ バ ル に ど の ぐ ら い の お 金 が 使 わ れ

たのか。  

回答、総額で約６８０万円。そのうち、花火に１５０万円使って

いる。  

意見、協賛金を増やし、花火大会の規模を大きくしてもらいたい。  

質疑、若狭美浜観光ＰＲ事業の観光案内看板設置工事１，０４８

万円の内容は何か。  

回答、観光看板の張替工事及び設置工事、また、美浜町レイクセ

ンターへの誘導看板を７枚設置する。  
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 質疑、電池推進遊覧船太陽光システム導入業務委託は２隻目の船

が対象なのか。  

回答、現在建造中の電池推進遊覧船２隻目のシステムである。  

質疑、１隻目と２隻目で業務委託を別々に契約する必要はあるの

か。  

回答、国のエネルギー構造高度化・転換理解促進事業補助金を受

け て の 事 業 で あ り 、 交 付 決 定 が 遅 れ た こ と に よ り 別 々 の 発 注 に な

ったためである。  

質 疑、 電 池 推 進遊 覧 船ス タ ン ス ラス タ ー整 備 工 事 費１ ９ ７万 ７ ,

０００円であるが、これは何なのか。  

回答、桟橋接岸のための横移動をする装置であり、１隻目も追加

で整備し、２隻目も必要ということで予算計上した。  

土木費から教育費。  

質疑、除雪対策費の道路除排雪機械購入補助金は、何に対して補

助するのか。  

回答、町道の除排雪業務を行う業者を対象に、除雪機を購入する

場合の補助金である。  

質疑、地域づくり拠点化整備計画調査設計業務委託料４３７万８ ,

０００円は必要あるのか。  

回答、道の駅を整備するに当たり、美浜地区都市再生整備計画を

立 て た 上 で 補 助 金 を も ら っ て い る た め 、 評 価 し て 報 告 す る 必 要 が

ある。  

質疑、評価は専門業者が行うのか。  

回答、計画を策定した株式会社サンワコンが評価を行う。  

質疑、町営住宅改修事業の小倉新住宅は何 棟解体するのか。  

回答、令和５年度は、小倉新住宅を３棟解体する計画となってい

る。  

質疑、解体した後の更地の使い道は決まっているのか。  

回答、今現在、町の計画では、一つの選択肢として分譲地 と考え

ている。  

質疑、防災情報伝達システム管理事業の備品購入費は何を購入す

るのか。  

回答、各区長に配付している戸別受信機や防災アプリの入力端末
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 であるタブレットの予備機を２台購入する。  

質疑、河川水位計設置事業の水位計を設置する場所は決まってい

るのか。  

回答、町内８か所に水位計を設置する計画であるが、今後詳細に

打合せを行い、設置場所を確定させたい。  

質疑、水位計は防災の意味で必要なのか。  

回答、水害から地域を守り、町民の安全・安心を確保するために

水位計は必要であると考えている。  

質疑、美浜地域愛フィールド・トリップ事業とは何か。  

回答、町内の小中学生に美浜の新たな魅力を見て、知って、学ん

で も ら う 機 会 を 創 出 す る も の で あ る 。 レ イ ン ボ ー ラ イ ン や レ イ ク

センター、電池推進船等の見学機会を設けたいと考えている。  

質疑、東地区の放課後児童クラブは佐田の ふれあい会館を利用し

て い る が 、 手 狭 で ト イ レ の 数 も 少 な い た め 不 便 で あ る 。 今 後 、 ト

イレの数を増やす予定はないのか。  

回答、非常に手狭で、トイレで人が集中することも確認している。

今後、場所の移設も視野に入れて考えていく。  

質 疑、 歴 史 文 化館 活 用事 業 ８ ２ 万４ ,０ ００ 円 は 何 を購 入 する の

か。  

回答、来館者に美浜町の紹介や歴史文化を知ってもらうための映

像 を 流 す た め に 、 玄 関 に ６ ５ イ ン チ 規 模 の モ ニ タ ー の 購 入 を 考 え

ている。  

意見、美浜町を訪れた人が町の歴史を知る場所が少ないため、事

業費を増やし、計画に力を入れてもらいたい。  

質疑、北前船日本遺産登録に向けての現在の状況はどうなってい

るのか。  

回答、昨年度から取組を始め、北前船交流拡大機構と協議をしな

が ら 、 ５ ０ 番 目 の 登 録 を 目 指 し 順 次 調 査 を 進 め て い る 状 況 で あ る 。

今 後 の 関 係 集 落 の 機 運 醸 成 や 町 歩 き 等 の ル ー ト 整 備 も 含 め て 考 え

ている。  

意見、先を見越して事前の準備をしっかりしてもらいたい。  

質疑、全国市町村交流レガッタ事業の優勝チームの下諏訪までの

移動手段は何か。  
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 回答、今年については、バス１台に４０名乗車して移動する予定

である。  

意見、遠距離でもあり、余裕を持ってバス２台にしてもらいたい。  

歳入関係全般。  

質疑はありませんでした。  

議案第４１号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

議案第４２号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予算（第１号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、浄化槽設置工事の内容は何か。  

回答、佐田集落排水区域内に合併処理浄化槽設置を行う。  

質疑、汚水管を布設せずに合併処理浄化槽を設置する理由は何か。  

回答、汚水本管までの距離が遠く、高低差も大きいことから、合

併処理浄化槽の設置を行う。  

議案第４３号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質 疑、 汚 水 管 渠布 設 工事 費 ３ ７ ６万 ２ ,０ ０ ０円 の 内 容 は 、国 道

２７号線のマンホール蓋取替えだけなのか。  

回答、国道２７号線の改良工事に伴うマンホール蓋交換調整工事

４ か 所 １ １ ０ 万 円 と 、 木 野 地 区 の 下 水 道 管 布 設 箇 所 改 修 工 事 ２ ６

６万２ ,０００円を予定している。  

議案第４４号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（第１号）。  

産業政策課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質 疑、 分 譲 価 格を １ 平方 メ ー ト ル当 た り１ 万 ３ ,０ ０ ０ 円 から １

万２ ,００ ０ 円に し たこ と に よる 産 業 団地 売 払 収入 が 減 るが 、 福 井

県に返還するお金も安くなるのか。  

回答、安くなることはない。  

議案第４５号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算
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 （第１号）。  

土木建築課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑、現在、住宅団地整備の状況と今後の計画はどうなっている

のか。  

回答、現在、美し野住宅団地の次期団地整備として、金山で団地

整 備 を 進 め て い る 。 今 後 に つ い て は 、 ス マ ー ト タ ウ ン を 見 越 し た

大 規 模 な 住 宅 団 地 の 整 備 計 画 を 進 め て い る 。 ま た 、 整 備 場 所 に つ

い て は 、 耳 、 南 、 東 の ３ 地 区 を ぐ る ぐ る 回 っ て い く よ う な 計 画 が

妥当ではないかと考えている。  

意見、今後、団地整備をするのであれば、３０区画は取れるよう

に計画をしてもらいたい。  

議案第４６号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第１

号）。  

上下水道課長より説明を受けた後、質疑に入りました。  

質疑はありませんでした。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第３６号  専決処分の承認を求めることについて （令和５年

度美 浜 町 一般 会 計 補正 予 算 （第 １ 号））は 、 全 員賛 成 を もっ て 承 認

することに決しました。  

議案第３７号  専決処分の承認を求めることについて（令和５年

度美 浜 町 一般 会 計 補正 予 算 （第 ２ 号）） は 、 全 員賛 成 を もっ て 承 認

することに決しました。  

議案第４０号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第３号） は、

賛成多数をもって承認することに決しました。  

議案第４１号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計補正予算

（第１号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第４２号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別会計補正

予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に 決 し ま し た 。  

議案第４３号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第４４号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計補正予算

（第１号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  
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 議案第４５号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計補正予算

（第１号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第４６号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予算（第１

号）は、全員賛成をもって承認することに決しました。  

以上のとおり審査を終了し、午後３時２０分、本委員会を閉会し

ました。  

これをもって、予算決算常任委員会の委員長報告を終わります。  

議   長  予算決算常任委員長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、予算決算常任委員長の報告を終わります。  

次に、総務文教常任委員長より報告を求めます。  

幸𠀋 総務文教常任委員長。  

総務文教常任委員長  ただいまから、総務文教常任委員会の 委員長報告を行います。  

令和５年６月１４日午前１０時から 、美浜町議会全員協議会室で、

委 員 ６ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 に 本 委 員 会 を 開 催 し 、 ６ 月 ６ 日 に 本

委員会に付託されました議案５件についての協議を行いました。  

当日は説明のため、町長、副町長、教育長、両統括幹及び各課長、

生 涯 学 習 推 進 課 課 長 補 佐 の 出 席 を 求 め 、 職 務 執 行 の た め 、 議 会 事

務局長を出席させました。  

初めに、議案の説明は、去る６月６日に行われた全員協議会にお

い て 理 事 者 か ら 詳 細 説 明 を 受 け て お り ま す の で 、 直 ち に 質 疑 か ら

入りました。  

以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議案第３８号  専決処分の承認を求めることについて（美浜町税

条例の一部を改正する条例の制定について）。  

質疑、個人の町民税や軽自動車税関係の適用期限の延長に伴い町

の税収入が減るが、減った分は国から補填はあるのか。  

回答、今回の特例に関しての国からの補填はない。  

意見、収入が減った分に関しては、国に補填を求めるなどの検討

をしてほしい。  

議案第３９号  専決処分の承認を求めることについて（美浜町国

民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定について）。  
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 質疑、国民健康保険税の減額の対象となる所得基準の見直しで、

５割軽減と２割軽減の対象者は今回の改正によって増えるのか。  

回答、今回の改正により、５割軽減の対象世帯は１７２世帯から

４ 世 帯 増 え て １ ７ ６ 世 帯 に 、 ２ 割 軽 減 の 対 象 世 帯 は １ ７ ４ 世 帯 か

ら５世帯増えて１７９世帯となる。  

質疑、課税限度額が引上げされたが、基礎課税 額、後期高齢者支

援 金 等 課 税 額 、 介 護 給 付 金 課 税 額 は 、 そ れ ぞ れ 何 に 相 当 す る 課 税

額なのか。  

回答、基礎課税額は医療保険分、後期高齢者支援金等課税額は７

５ 歳 以 上 の 後 期 高 齢 者 医 療 制 度 に 対 す る 支 援 金 、 介 護 給 付 金 課 税

額は介護保険料に相当する課税額である。  

議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改

正する条例の制定について。  

質疑、マイナンバーカードを使用してのコンビニ交付の利用実績

はどれだけあるのか。  

回答、令和５年２月１日からコンビニ交付が始まり、２月は８９

件 、 ３ 月 は １ ４ ７ 件 、 ４ 月 は １ ２ ３ 件 、 ５ 月 は 速 報 値 で ６ ９ 件 と

なっている。  

質疑、スマートフォンを利用することでセキュリティの問題 は発

生しないのか。  

回答、ＩＣチップには税や年金医療などに関する情報は記載され

て お ら ず 、 暗 証 番 号 等 で 管 理 さ れ て い る 。 ま た 、 不 正 に 情 報 を 読

み 出 そ う と す る と Ｉ Ｃ チ ッ プ が 壊 れ て 読 み 出 せ な く な る 仕 組 み と

なっている。  

質疑、印鑑登録者持参の青色のカードは不要で 、処分してもいい

のか。  

回答、役場や出張所等で証明書を出す場合、青色のカードがない

と証明書が出せないので、引き続き持っていてほしい。  

議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の 制定につい

て。  

質疑、国から譲与された森林環境譲与税は 、基金として積み上げ

られているのか。  

回答、基金として積み立てており、今回も基金を切り崩して 、わ
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 かさ美浜町森づくり推進事業に６００万円計上している。  

質疑、今後も計画的に基金を使っていくのか。  

回答、わかさ美浜町森づくりプランに従い、計画的に使っていく。  

質疑、軽自動車税の環境性能割、種別割の賦課徴数の 特例につい

て は 、 自 動 車 メ ー カ ー の 不 正 行 為 に 起 因 し た 場 合 、 自 動 車 メ ー カ

ーの負担割合を増額するものなのか。  

回答、不正をして町のほうに納付が不足している分についての加

算金額を、現行の１０％から３５％に増額するものである。  

議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の制定について。  

質疑、改正内容に、令和４年度以前の年度分の保険税であって、

令 和 ５ 年 ４ 月 以 降 に 納 期 限 が 定 め ら れ て い る も の を 追 加 す る と あ

るが、どのような事例が該当するのか。  

回答、令和４年の３月に美浜町に転入された方や、遡って賦課を

か け た よ う な 場 合 は 、 納 期 限 が ４ 月 と な る 。 当 初 の 制 度 設 計 で は

不備になるので、今回追加となった。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第３８号  専決処分の承認を求めることについて（美浜町税

条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ） は 、 全 員 賛 成 を も っ

て承認することに決しました。  

議案第３９号  専決処分の承認を求めることについて（美浜町国

民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ） は 、 全

員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の一部を改

正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 賛 成 多 数 を も っ て 承 認 す る こ と に

決しました。  

議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の制定につい

ては、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正する条例

の 制 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を も っ て 承 認 す る こ と に 決 し ま し た 。  

上記のとおり協議を終了し、午後０時９分、本委員会を閉会いた

しました。  
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 以上をもって、総務文教常任委員会の委員長報告を終わります。  

議   長  総務文教常任委員長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、総務文教常任委員長の報告を終わります。  

次に、産業厚生常任委員長より報告を求めます。  

梅津産業厚生常任委員長。  

産業厚生常任委員長  ただいまから、産業厚生常任委員会の委員長報告を行います。  

令和５年６月１６日午前１０時から 、美浜町議会全員協議会室で、

委 員 ７ 名 及 び 議 長 の 出 席 の 下 に 本 委 員 会 を 開 催 し 、 ６ 月 ６ 日 に 本

委員会に付託されました議案３件についての協議を行いました。  

当日は、説明のため、町長、副町長、教育長、両統括幹、各課長

及 び 生 涯 学 習 推 進 課 課 長 補 佐 の 出 席 を 求 め 、 職 務 執 行 の た め 、 議

会事務局長を出席させました。  

初めに、議案の説明は、去る６月６日に行われた全員協議会にお

い て 理 事 者 か ら 詳 細 説 明 を 受 け て お り ま す の で 、 直 ち に 質 疑 に 入

りました。  

以下、本委員会で審査された主な点について申し上げます。  

議案第５０号  美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定

について。  

質疑、新型コロナウイルス感染症の影響による介護保険料の減免

の特例は、どのように免除になるのか。  

回答、制度の概要は、新型コロナウイルス感染症の影響によって

介 護 保 険 料 の 減 免 措 置 を 行 っ て お り 、 コ ロ ナ の 影 響 に お け る 第 １

号 被 保 険 者 保 険 料 に 対 し て の 減 免 措 置 で あ る 。 今 回 の 改 正 に つ い

ては、令和５年度以降の取扱いである。  

質疑、減免により、どれくらい安くなるのか。  

回答、対象は、生計維持者の事業収入の減少額が前年の当該事業

収 入 の １ ０ 分 の ３ 以 上 で あ っ て 、 減 少 が 見 込 ま れ る 事 業 収 入 等 に

係 る 所 得 以 外 に 、 前 年 度 の 所 得 の 合 計 が ４ ０ ０ 万 円 以 下 で あ る 場

合 に こ の 制 度 の 対 象 と な る 。 例 え ば 、 前 年 の 合 計 所 得 金 額 ２ １ ０

万 円 以 下 は １ ０ 分 の １ ０ 減 免 、 前 年 の 合 計 所 得 金 額 ２ １ ０ 万 円 を

超える場合は１０分の８の減免となる。  
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 質疑、令和４年度以前の年度分の保険税であって、令和５年４月

以 降 に 納 期 限 が 定 め ら れ て い る も の の 減 免 と は ど う い っ た 場 合 に

発生するのか。  

回答、主なものとして、３月に第１号被保険者になられる方が主

な 対 象 と な る 。 そ の 方 の 納 期 が 一 部 ４ 月 に な る た め 、 現 行 の 制 度

で は ４ 月 以 降 の 納 期 の 方 が 対 象 に な ら な い の で 、 そ こ を 改 め る も

のである。  

質疑、３月に第１号被保険者になられる方というのは、３月に年

齢に達した人をいうのか。  

回答、そのとおりである。  

議案第５１号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

ター建設工事委託（建築）に関する協定について。  

質疑、議案５１号と議案５２号の建設工事委託業者は同じ業者で

ある。一括して入札できなかったのか。  

回答、議案５１号は建築工事、議案５２号は電気工事に分かれて

い る 。 建 築 工 事 は 屋 根 、 壁 の 改 修 工 事 、 電 気 工 事 は 令 和 ５ 年 度 か

ら ６ 年 度 に ま た が る 工 事 で 、 継 続 費 を 設 定 し て い る た め 、 議 案 を

分けている。  

質疑、耐用年数が来たから工事を発注するということだが、管理

棟、汚泥濃縮タンク、消毒設備棟の耐用年数は同じなのか。  

回答、耐用年数については、建築工事、電気物、電気工事、機械

工 事 、 計 装 の 備 品 に よ っ て 違 う 。 建 築 工 事 の 建 物 に 関 し て は 、 耐

用 年 数 は ３ ８ 年 、 機 械 電 気 工 事 に つ い て は ７ 年 か ら ２ ０ 年 、 ま た 、

計装は７年から１５年の耐用年数のものが ある。  

質疑、耐用年数は３８年であるが、耐震設計などを 考慮して、２

８年が経過した今、工事を行うということか。  

回答、そのとおりである。  

質疑、オキシデーションディッチと沈殿池は、耐用年数も耐震設

備も全部クリアしているのか。  

回答、管理棟、消毒設備、汚泥濃縮タンクについては耐震診断が

済 ん で お り 、 沈 殿 池 に つ い て は 令 和 ５ 年 度 に 耐 震 診 断 す る 予 定 で

ある。  

質疑、協定のほうは随意契約になっているが、日本下水道事業団
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 に発注しなければならない根拠があるのか。  

回答、日本下水道事業団を選んだ理由は、設計 業務、社会資本交

付 金 が 単 年 度 ご と の 交 付 決 定 と な り 、 工 事 監 理 業 務 を 行 う 上 で 、

継 続 的 に 工 事 管 理 を 行 う こ と が で き る 。 ま た 、 昨 年 度 の 実 績 が 全

国で ５ ０ ０か 所 、 約２ ,００ ０ 億円 の 工事 実 績 があ り 、 優れ た 施 設

を建設している点である。  

質疑、一般競争入札にすればよいのに、日本下水道事業団に随意

契約しなければならない理由を示してほしい。  

回答、地方公共団体が自力で下水道関連施設を建設するには、土

木 建 築 、 機 械 電 気 な ど 、 各 分 野 に わ た る 専 門 技 術 職 員 が 必 要 に な

っ て く る 。 こ れ ら の 技 術 職 員 を 十 分 確 保 す る の は 難 し い の が 実 態

で あ り 、 日 本 下 水 道 事 業 団 は 下 水 道 管 理 の 代 行 支 援 機 関 と し て 、

技術職員業務を地方公共団体で遂行する ことを役割としている。  

質疑、日本下水道事業団はどのような法人か。  

回答、日本下水道事業団は、昭和４７年１１月に国及び地方公共

団 体 の 折 半 出 資 に よ り 設 立 さ れ て い る 。 現 在 は 、 平 成 １ ５ 年 １ ０

月 か ら は 地 方 公 共 団 体 が 主 体 と な っ て 業 務 、 運 営 を 行 う と い う こ

とで、地方共同法人と名称、名前を変更し、運営している。  

質疑、日本下水道事業団と随意契約をしないと工事できないのか。  

回答、今回、日本下水道事業団に委託したのは、日本下水道事業

団 法 と い う も の が あ り 、 第 １ 条 に 、 日 本 下 水 道 事 業 団 は 、 地 方 公

共 団 体 等 の 要 請 に 基 づ き 、 下 水 道 の 根 幹 的 施 設 の 建 設 及 び 維 持 管

理 を 行 い 、 下 水 道 に 関 す る 技 術 的 援 助 を 行 う と と も に 、 下 水 道 技

術 者 の 養 成 並 び に 下 水 道 に 関 す る 技 術 の 開 発 及 び 実 用 化 を 図 る こ

と 等 に よ り 、 下 水 道 の 整 備 を 促 進 し 、 よ っ て 生 活 環 境 の 改 善 と 公

共 用 水 域 の 水 質 の 保 全 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る と あ る の で 、

これにより、今回委託するものである。  

議案第５２号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

ター建設工事委託（電気設備）に関する協定について。  

質疑はありませんでした。  

以上の審査を終え、委員会採決を行いました結果を報告いたしま

す。  

議案第５０号  美浜町介護保険条例の一部を改正する条例の制定
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 については、全員賛成をもって承認することに決しました。  

議案第５１号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 建 築 ） に 関 す る 協 定 に つ い て は 、 全 員 賛 成 を

もって承認することに決しました。  

議案第５２号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町浄化セン

タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 電 気 設 備 ） に 関 す る 協 定 に つ い て は 、 全 員 賛

成をもって承認することに決しました。  

上記のとおり審査を終了し、午前１０時４４分、本委員会を閉会

いたしました。  

以上をもって、産業厚生常任委員会の委員長報告を終わります。  

議   長  産業厚生常任委員長の報告は終わりました。  

ただいまの報告に対し、質疑はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、産業厚生常任委員長の報告を終わります。  

これより、討論を行います。  

議案第３６号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

討論なしと認めます。  

これから、議案第３６号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます 。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ ６ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て

（令 和 ５ 年度 美 浜 町一 般 会 計補 正 予 算（ 第 １ 号））は 、 委員 長 報 告

のとおり可決されました。  

議案第３７号について、討論はございませんか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第３７号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  
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 議   長  起立全員であります。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ ７ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て

（令 和 ５ 年度 美 浜 町一 般 会 計補 正 予 算（ 第 ２ 号））は 、 委員 長 報 告

のとおり可決されました。  

議案第３８号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第３８号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ ８ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て

（ 美 浜 町 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て ） は 、 委 員

長報告のとおり可決されました。  

議案第３９号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第３９号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よ っ て 、 議 案 第 ３ ９ 号  専 決 処 分 の 承 認 を 求 め る こ と に つ い て

（ 美 浜 町 国 民 健 康 保 険 税 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い

て）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４０号について、討論はございま すか。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。  

私は、ただいま討論の対象となっております 議案第４０号  令和

５ 年 度 美 浜 町 一 般 会 計 補 正 予 算 （ 第 ３ 号 ） 対 し 、 反 対 す る 立 場 か

ら討論を行います。  

令和５年度美浜町一般会計補正予算 （第３号）は、歳入歳出それ
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 ぞれ １ １億 ３ ,７ ７ ８万 ８ ,０ ００ 円 を 追加 し 、総 額 を８ ７億 ６ ,１

０５万３ ,０００円とするものです。  

議案の中には、民生費のこどもの遊び場づくり事業や物価高騰に

係 る 子 育 て 世 帯 応 援 事 業 、 消 防 費 の 災 害 時 対 応 力 強 化 事 業 、 河 川

水 位 計 設 置 事 業 な ど 、 必 要 性 を 認 め る 事 業 が 多 く あ り ま す 。 し か

し 、 こ れ ま で 一 貫 し て 反 対 し て き た 道 の 駅 や き い ぱ す 、 電 池 推 進

遊覧船、レイクセンターに関係する予算が計上されています。  

また、みはまシナプスプロジェクト事業については、行政の説明

に お い て 、 一 部 必 要 性 を 感 じ る 部 分 が あ り ま す が 、 予 算 に つ い て

は 、 高 過 ぎ る 業 務 委 託 料 が 無 駄 と し か 思 え な い の で 、 本 議 案 を 認

めることはできません。  

以上、議案第４０号に反対する理由を述べ、討論を終わります。  

議   長  ほかに討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  それでは、議案第４０号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、議案第４０号  令和５年度美浜町一般会計補正予算（第

３号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４１号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４１号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４１号  令和５年度美浜町簡易水道事業特別会計

補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４２号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  
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 議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４２号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４２号  令和５年度美浜町集落排水処理事業特別

会 計 補 正 予 算 （ 第 １ 号 ） は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  

議案第４３号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４３号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４３号  令和５年度美浜町公共下水道事業特別会

計補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４４号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４４号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４４号  令和５年度美浜町産業団地事業特別会計

補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議   長  議案第４５号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４５号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  
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 委員長報告のとおり決定することに賛成 の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４５号  令和５年度美浜町住宅団地事業特別会計

補正予算（第１号）は、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４６号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４６号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４６号  令和５年度美浜町上水道事業会計補正予

算（第１号）については、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４７号について、討論はございま すか。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。  

私は、ただいま討論の対象となっております 議案第４７号  美浜

町 印 鑑 条 例 及 び 美 浜 町 手 数 料 条 例 の 一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に

ついてに対し、反対する立場から討論を行います。  

今回の主な改正内容は、マイナンバーカードの電子証明書の機能

を ス マ ー ト フ ォ ン に 搭 載 す る こ と を 可 能 に し 、 ス マ ー ト フ ォ ン を

用 い て 、 コ ン ビ ニ に 設 置 し て あ る マ ル チ コ ピ ー 機 か ら 住 民 票 の 写

しなどの証明書を取得できるようにするものです。  

マイナンバーカードは現在、別人の個人情報が登録されていたり、

公 金 の 受 取 口 座 に 他 人 の 口 座 を 登 録 し た り 、 別 人 に マ イ ナ ポ イ ン

ト が 付 与 さ れ た り 、 コ ン ビ ニ で 別 人 の 住 民 票 の 写 し が 発 行 さ れ る

な ど 、 様 々 な ト ラ ブ ル が 発 生 し て い ま す 。 国 は 利 便 性 を 強 調 し 、

今 後 も あ ら ゆ る 個 人 情 報 を ひ も づ け 、 利 用 拡 大 を 進 め よ う と し て

い ま す が 、 普 及 を 急 ぐ あ ま り に 、 ず さ ん な 情 報 管 理 が 様 々 な 分 野

で露呈し、利用拡大に伴う情報漏えいの懸念が深まっています。  

私は、冷静になって立ち止まり、利活用の拡大はストップするべ
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 きであると考えるので、本議案を認めることはできません。  

以上、議案第４７号に反対する理由を述べ、討論を終わります。  

議   長  ほかに討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第４７号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、議案第４７号  美浜町印鑑条例及び美浜町手数料条例の

一 部 を 改 正 す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決

されました。  

議案第４８号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４８号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４８号  美浜町税条例の一部を改正する条例の制

定については、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第４９号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第４９号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第４９号  美浜町国民健康保険税条例の一部を改正

す る 条 例 の 制 定 に つ い て は 、 委 員 長 報 告 の と お り 可 決 さ れ ま し た 。  
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 議案第５０号について、討論はございま すか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第５０号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求め ます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第５０号  美浜町介護保険条例の一部を改正する条

例の制定については、委員長報告のとおり可決されました。  

議案第５１号について、討論はございま すか。  

河本議員。  

  ７番   河本猛です。  

私は、ただいま討論の対象となっております 議案第５１号  令和

５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事 業 美 浜 町 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託

（ 建 築 ） に 関 す る 協 定 に つ い て に 対 し 、 反 対 す る 立 場 か ら 討 論 を

行 い ま す 。 ま た 、 議 案 第 ５ ２ 号  令 和 ５ 年 度 美 浜 町 公 共 下 水 道 事

業 美 浜 町 浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 電 気 設 備 ） に 関 す る 協 定 に

ついても関連するので、一括して反対討論をします。  

議案第５１号と議案第５２号の美浜町浄化センター建設工事委託

に 関 す る 協 定 に つ い て は 、 日 本 下 水 道 事 業 団 と の 随 意 契 約 に な っ

て い ま す 。 日 本 下 水 道 事 業 団 等 と 随 意 契 約 す る こ と で 技 術 職 員 業

務 を 遂 行 し て も ら え る 利 点 が あ る こ と は 一 定 理 解 で き ま す が 、 競

争入札による契約ができないことはありません。  

私は、一般競争入札にせよ指名競争入札にせよ、競争により事業

者 を 選 定 し た ほ う が 質 が 高 い も の を 安 く 建 設 で き る と 考 え る こ と

から、本議案を認めることはできません。  

以上、議案第５１号、５２号に反対する理由を述べ、討論を終わ

ります。  

議   長  ほかに討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  

これから、議案第５１号を採決いたします。  
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 本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数であります。  

よって、議案第５１号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町

浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 建 築 ） に 関 す る 協 定 に つ い て は 、 委

員長報告のとおり可決されました。  

議案第５２号について、討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

これから、議案第５２号を採決いたします。  

本件に対する委員長報告は可決です。  

委員長報告のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立多数でございます。  

よって、議案第５２号  令和５年度美浜町公共下水道事業美浜町

浄 化 セ ン タ ー 建 設 工 事 委 託 （ 電 気 設 備 ） に 関 す る 協 定 に つ い て は 、

委員長報告のとおり可決されました。  

これより追加議案を上程いたします。  

日程第１９  議案第５３号  土地の処分について及び日程第２０  

同 意 第 ２ 号 か ら 日 程 第 ３ ０  同 意 第 １ ２ 号  美 浜 町 農 業 委 員 会 委

員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て の １ ２ 議 案 を 一 括 上 程

いたします。  

町長から提案理由の説明を求めます。  

町長。  

町   長  ただいまは、令和５年度一般会計補正予算 （第３号）をはじめ、

１７議案につきまして慎重な御審議を賜り、全議案を原案どおり可

決いただきましたことに対し、心から厚く御礼を申し上げます。  

それでは、本日追加提案いたしました議案の概要について 御説明

申し上げます。  

議案第５３号  土地の処分につきましては、若狭美浜インター産

業団 地 の 一部 、 約 ８ ,５ ００ 平 米を 、 去る ４ 月 ２８ 日 に 若狭 美 浜 イ

ン タ ー 産 業 団 地 進 出 に 関 す る 協 定 を 締 結 い た し ま し た 株 式 会 社 椿
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 本 チ エ イ ン に 売 却 し た い の で 、 議 会 の 議 決 を 求 め る も の で あ り ま

す。  

同意第２号から第１２号につきましては、農業委員会委員の任期

が 令 和 ５ 年 ７ 月 １ ９ 日 を も っ て 満 了 と な る た め 、 新 た に 委 員 を 任

命することについて議会の同意を求めるものであります。  

以上、甚だ簡単ではございますが、追加提案理由の説明とさせて

いただきます。  

何とぞ慎重な御審議をいただき、妥当な御決議を賜りますよう、

よろしくお願い申し上げます。  

議   長  町長の提案理由の説明は終わりました。  

続いて、議案の説明を総務課長に求めます。  

なお、各議案の説明は、会議規則第 １３９条第２項の規定により、

議案表題部分についてのみとし、ほかは省略したいと思います。  

これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  御異議なしと認めます。  

説明は、議案表題部分についてのみお願いいたします。  

総務課長。  

総 務 課 長  それでは、議案表題部の朗読をもって説明に代えさせていただき

ます。  

議案第５３号  土地の処分について。  

同意第２号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  

同意第３号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  

同意第４号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  

同意第５号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  

同意第６号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  

同意第７号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  



 

－147－ 

 同意第８号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求めるこ

とについて。  

同意第９号  美浜町農業委員会委員の任命につき同 意を求めるこ

とについて。  

同意第１０号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて。  

同意第１１号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて。  

同意第１２号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて。  

令和５年６月２３日提出。美浜町長  戸嶋秀樹。  

以上でございます。  

議   長  以上で、議案の説明は終わりました。  

これより休憩いたしまして、別室において全員協議会を開催いた

し ま し て 、 た だ い ま 上 程 い た し ま し た 議 案 第 ５ ３ 号  土 地 の 処 分

に つ い て 及 び 同 意 第 ２ 号 か ら 同 意 第 １ ２ 号  美 浜 町 農 業 委 員 会 委

員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て の １ ２ 議 案 に つ い て 、

理事者から詳細説明を受けたいと思います。  

これより休憩いたしますが、即座にやらせてもらいたいと思いま

す 。 ト イ レ へ 行 か れ る 方 は 行 っ て 、 す ぐ に お 集 ま り く だ さ い 。 お

願いします。  

（休憩宣言  午前１１：２８）  

 

（再開宣言  午前１１：４８）  

議   長  休憩前に引き続き、会議を開きます。  

本日追加提出の議案につきましては、既に提案理由の説明は終了

し 、 さ き の 全 員 協 議 会 に お い て も 協 議 を い た し ま し た の で 、 こ れ

より質疑に入ります。  

日程第１９  議案第５３号  土地の処分についてを議題といたし

ます。  

質疑はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  なしと認めます。  
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 質疑を終結いたします。  

討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認めます。  

それでは、採決いたします。  

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、議案第５３号は、原案のとおり可決いたしました。  

お諮りいたします。  

日程第２０  同意第２号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意 を 求 め る こ と に つ い て か ら 日 程 第 ３ ０  同 意 第 １ ２ 号  美 浜 町

農 業 委 員 会 委 員 の 任 命 に つ き 同 意 を 求 め る こ と に つ い て は 、 質 疑 、

討 論 を 省 略 し 、 直 ち に 採 決 い た し た い と 思 い ま す が 、 こ れ に 御 異

議ございますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、本件の質疑、討論は省略することに決定いたしました。  

これより採決に入ります。  

日程第２０  同意第２号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第２号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２１  同意第３号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第３号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  
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 日程第２２  同意第４号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第４号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２３  同意第５号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第５号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２４  同意第６号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第６号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２５  同意第７号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第７号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２６  同意第８号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  
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 よって、同意第８号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定 いたしました。  

日程第２７  同意第９号  美浜町農業委員会委員の任命につき同

意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第９号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意を

求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２８  同意第１０号  美浜町農業委員会委員の任命につき

同意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第１０号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意

を求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第２９  同意第１１号  美浜町農業委員会委員の任命につき

同意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第１１号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意

を求めることについては、同意することに決定いたしました。  

日程第３０  同意第１２号  美浜町農業委員会委員の任命につき

同意を求めることについてを議題といたします。  

本件は、これに同意することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、同意第１２号  美浜町農業委員会委員の任命につき同意

を求めることについては、同意することに決定いたしました。  

次に、日程第３１  美浜町選挙管理委員及び同補充員の選挙を行

います。  

本年７月２日をもって美浜町選挙管理委員及び同補充員の任期が
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 満 了 す る の で 、 地 方 自 治 法 第 １ ８ ２ 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 、 議 会

に お い て 選 挙 さ れ た い 旨 、 同 条 第 ８ 項 の 規 定 に よ り 通 知 を 受 け て

おります。  

初めに、選挙管理委員の選挙を行います。  

お諮りいたします。  

選挙の方法につきましては、地方自治法第１１８条第２項の規定

により、指名推選によりたいと思います。  

これに御異議はありますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、選挙の方法は、指名推選によることに決定いたしました。  

お諮りいたします。  

指名の方法については、議長において指名することにいたしたい

と思います。  

これに御異議はございますか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議長において指名することに決定いたしました。  

選挙管理委員に、早瀬第１９号７３番地  玉井芳夫  昭和２８年

１ ０ 月 １ ７ 日 生 ま れ 、 久 々 子 第 ４ ８ 号 ２ ０ 番 地  橋 本 八 十 男  昭

和 ２ ５ 年 ８ 月 ２ 日 生 ま れ 、 興 道 寺 第 ２ ８ 号 ２ ３ 番 地  西 島 健  昭

和 ２ ６ 年 ３ 月 １ ６ 日 生 ま れ 、 佐 田 第 ５ ６ 号 ２ ７ 番 地  寺 下 喜 幸  

昭和３１年１月８日生まれの４名を指名いたします。  

お諮りいたします。  

ただいま議長において指名いたしました玉井芳夫君、橋本八十男

君 、 西 島 健 君 、 寺 下 喜 幸 君 を 選 挙 管 理 委 員 の 当 選 人 と 定 め る こ と

に御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、ただいま指名いたしました玉井芳夫君、橋本八十男君、

西島健君、寺下喜幸君が美浜町選挙管理委員に当選されました。  

続いて、選挙管理委員の補充員の選挙を行います。  

お諮りいたします。  



 

－152－ 

 選挙の方法については、地方自治法第１１８条第２項の規定によ

り、指名推選によりたいと思います。  

これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、選挙の方法は、指名推選によることに決定いたしました。  

お諮りいたします。  

指名の方法については、議長において指名することにいたしたい

と思いますが、これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議長において指名することに決定いたしました。  

選挙管理委員の補充員に、日向第２号２６番地  山口憲人  昭和

３ ０ 年 ６ 月 ２ ４ 日 生 ま れ 、 大 藪 第 ３ ０ 号 １ 番 地  浅 妻 丈 浩  昭 和

３ ３ 年 １ １ 月 ２ ５ 日 生 ま れ 、 興 道 寺 第 ４ ０ 号 ３ ８ 番 地  中 瀨 博 信  

昭 和 ２ ９ 年 ８ 月 １ ９ 日 生 ま れ 、 菅 浜 第 ９ １ 号 ３ 番 地  藤 田 俊 一  

昭和２９年３月２日生まれの４名を指名いたします。  

お諮りいたします。  

ただいま議長において指名いたしました山口憲人君、浅妻丈浩君、

中 瀨 博 信 君 、 藤 田 俊 一 君 を 選 挙 管 理 委 員 の 補 充 員 の 当 選 人 と 定 め

ることに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、ただいま指名いたしました山口憲人君、浅妻丈浩君、中

瀨 博 信 君 、 藤 田 俊 一 君 が 美 浜 町 選 挙 管 理 委 員 の 補 充 員 に 当 選 さ れ

ました。  

続いて、日程第３２  発議第２号  議員報酬など議会改革特別委

員会の設置についてを議題といたします。  

本案について、提出者、河本猛君に趣旨説明を求めます。  

河本猛君。  

  ７番   発議第２号  議員報酬など議会改革特別委員会の設置について。  

上記の議案を、別紙のとおり美浜町議会会議規則第１４条第１項

及び第２項の規定により提出する。  
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 令和５年６月２３日提出。美浜町議会議長、山口和治様。  

提出者、美浜町議会議員、河本猛。賛成者、美浜町議会議員、梅

津隆久。  

議員報酬など議会改革特別委員会の設置に関する決議案でござい

ます。  

次のとおり議員報酬など議会改革特別委員会を設置するものとす

る。  

記。  

名称、議員報酬など議会改革特別委員会。  

設置の根拠、地方自治法第１０９条及び美浜町議会委員会条例第

５条。  

目的、議員報酬や議員定数及び議会改革について協議し、議会議

員 候 補 者 の な り 手 不 足 対 策 並 び に 議 会 の 資 質 や 魅 力 を 高 め る 環 境

を整備するための発議をする案件の取りまとめを行う。  

委員の定数、１３人。  

構成員、議長を除く議員。  

設置期間、本委員会は閉会中も調査活動ができることとし、議会

に お い て 目 的 達 成 を 議 決 す る ま で 継 続 す る と い う も の で あ り ま す 。  

よろしくお願いいたします。  

議   長  提案理由の説明は終わりました。  

本件について質疑はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  質疑なしと認め、質疑を終結いたします。  

討論はございますか。  

（なしの声あり）  

議   長  討論なしと認め、採決いたします。  

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。  

（賛成者起立）  

議   長  起立全員であります。  

よって、発議第２号は、原案のとおり可決いたしました。  

よって、議員報酬など議会改革特別委員会は設置することに決定

いたしました。  

この特別委員会の設置が決定いたしましたので、この後、休憩中
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 に 議 員 報 酬 な ど 議 会 改 革 特 別 委 員 会 を 開 会 し 、 正 副 委 員 長 の 互 選

を行っていただきますようよろしくお願いいたします。  

暫時休憩いたします。  

（休憩宣言  午後０：０４）  

 

（再開宣言  午後０：１１）  

議   長  再開いたします。  

休憩前に引き続き、会議を開きます。  

先刻の休憩中に議員報酬など議会改革特別委員会が開催され、委

員 長 及 び 副 委 員 長 の 互 選 を 行 っ て お り ま す の で 、 こ の 際 、 結 果 を

報告いたします。  

委員長に河本猛君、副委員長に梅津隆久君が互選されました。  

これにて報告を終わります。  

続きまして、日程第３３  議会運営委員会の閉会中の所掌事務調

査についてを議題といたします。  

議会運営委員長から、所掌事務のうち会議規則第７５条の規定に

よ っ て 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 の 申 出 が お 手 元 に 提 出 さ れ て お り ま す 。  

お諮りいたします。  

委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査をすることにした

いと思います。  

これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議会運営委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに決定いたしました。  

続きまして、日程第３４  総務文教常任委員会の閉会中の所管事

務調査についてを議題といたします。  

総務文教常任委員長から、所管事務のうち、会議規則第７５条の

規 定 に よ り 、 閉 会 中 の 継 続 調 査 の 申 出 が お 手 元 の と お り 提 出 さ れ

ております。  

お諮りいたします。  

委員長からの申出のとおり、閉会中の継続調査とすることにいた

したいと思います。  
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 これに御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、総務文教常任委員長からの申出のとおり、閉会中の継続

調査とすることに決定いたしました。  

続いて、日程第３５  議員派遣についてを議題といたします。  

議員派遣については、お手元のとおりそれぞれ派遣いたしたいと

思います。  

ただし、緊急を要する場合には議長において決定いたしたいと思

います。  

御異議はございませんか。  

（異議なしの声あり）  

議   長  異議なしと認めます。  

よって、議会議員派遣については、お手元のとおりそれぞれ議員

派遣することに決定いたしました。  

以上で、本定例会の日程は全部終了いたしました。  

これをもって、令和５年第３回美浜町議会定例会を閉会いたしま

す。  

（閉会宣言  午後０：１４）  

 

 

会議の経過を記載して、その相違ないことを証するためにここに  

署名する。  

 

美浜町議会議長  山口  和治  

 

署名議員   佑馬  

 

署名議員  﨑元  良栄  

 


